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⑧　

判
定
。
言
葉
が
つ
な
が
っ
て
い
る
か
を
見

る
。
一
つ
の
絵
で
一
点
。
五
つ
Ｏ
Ｋ
な
ら
五

点
。
絵
が
ふ
さ
わ
し
い
か
は
教
師
が
超
甘
め

に
判
定
。
場
合
に
よ
っ
て
子
供
半
分
以
上
の

多
数
決（
子
供
は
目
を
ふ
せ
た
状
態
で
挙
手
）。

⑨　

三
回
ほ
ど
行
い
合
計
点
で
勝
敗
を
決
め
る
。

絶
対
入
れ
た
い
、
大
事
な
指
導

3「
こ
の
ゲ
ー
ム
の
面
白
い
と
こ
ろ
は
、
絵
が
う

ま
く
て
も
う
ま
く
な
く
て
も
ど
ち
ら
で
も
楽
し

い
と
こ
ろ
で
す
。
み
ん
な
（
い
く
つ
か
の
班
）

は
相
手
を
責
め
ず
に
楽
し
ん
だ
り
、
フ
ォ
ロ
ー

し
た
り
し
て
い
ま
し
た
ね
。
す
ば
ら
し
い
で
す
。

こ
の
ゲ
ー
ム
は
、
協
力
し
て
進
め
る
ゲ
ー
ム
で

す
。
き
ち
ん
と
協
力
を
し
て
す
ば
ら
し
い
で
す

ね
。
い
い
ク
ラ
ス
に
な
り
ま
す
」（
一
回
戦
後
）

取
組
に
適
切
な
時
期
・
前
提
条
件

4
　

席
替
え
後
。
子
供
た
ち
に
他
の
ゲ
ー
ム
で
暴

言
を
吐
く
場
面
が
な
い
状
態
。

実
践
後

5１　

子
供
が
協
力
す
る
大
切
さ
を
実
感
で
き
た
。

２　

友
達
と
遊
ぶ
時
に
、
マ
イ
ナ
ス
言
葉
を
使

う
児
童
が
少
な
く
な
っ
た
。

微差力
教師の

「
絵
し
り
と
り
リ
レ
ー
」
で
協
力
を
教
え
る

協
力
型
ゲ
ー
ム
で
協
力
の
楽
し
さ
と
仲
間
へ
の

言
葉
が
け
の
大
切
さ
を
実
感
さ
せ
よ
う
。

大
阪
府
箕
面
市
立
西
南
小
学
校

山や
ま

本も
と

東は
る

矢や

本
ア
イ
デ
ィ
ア
の
メ
リ
ッ
ト

1⑴　

協
力
す
る
楽
し
さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
。

⑵　

い
い
行
動
を
褒
め
る
チ
ャ
ン
ス
。

「
絵
し
り
と
り
リ
レ
ー
」の
ル
ー
ル

2①　

黒
板
を
線
で
区
切
る
。

②　

描
く
順
番
を
班
で
決
め
る
。

③　

一
番
が
前
に
出
る
。
教
師
が
出
し
た
お
題

の
絵
を
描
く
（
例
え
ば
猫
）。
描
い
た
ら
戻
る
。

④　

二
番
目
が
前
に
出
る
。
し
り
と
り
な
の
で
猫

の
「
こ
」
か
ら
始
ま
る
絵
を
描
く
（
子
犬
等
）。

⑤　

三
番
目
、四
番
目
が
絵
し
り
と
り
を
続
け
る
。

⑥　

黒
板
前
で
は
無
言
。
応
援
あ
り
。
た
だ
、

仲
間
が
ヒ
ン
ト
を
言
っ
た
ら
ア
ウ
ト
。

⑦　

五
分
ぐ
ら
い
で
終
わ
る
。



2

１　

全
く
同
じ
ノ
ー
ト
を
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
、

ノ
ー
ト
指
導
に
活
用

「
先
生
と
僕
の
ノ
ー
ト
が
全
く
一
緒
だ
か
ら
、

書
き
や
す
い
」

「
ノ
ー
ト
の
ど
こ
に
書
け
ば
い
い
か
分
か
る
か

ら
、
困
ら
な
い
」

と
子
供
に
好
評
の
方
法
だ
。

　
子
供
が
使
っ
て
い
る
ノ
ー
ト
と
全
く
同
じ
も

の
を
端
末
に
取
り
込
む
。
タ
ッ
チ
ペ
ン
で
、
端

末
に
書
き
込
ん
で
い
く
。

良
さ
①

指
示
し
な
く
て
も
、
自
然
と
き
れ

い
な
ノ
ー
ト
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

良
さ
②

支
援
が
必
要
な
子
も
見
な
が
ら
そ

の
ま
ま
写
せ
ば
い
い
の
で
、
安
心
し
て
取
り

組
め
る
。

良
さ
③

ノ
ー
ト
を
撮
影
し
て
映
す
こ
と
が

で
き
る
。
上
手
な
子
を
取
り
上
げ
て
褒
め
た

り
、
手
本
と
し
て
示
し
た
り
で
き
る
。

良
さ
④

個
人
の
端
末
に
送
信
す
れ
ば
手
元

で
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

２　

動
画
を
使
い
、
個
別
指
導
に
活
用

「
困
っ
た
時
に
復
習
が
で
き
て
い
い
」

「
家
で
宿
題
を
教
え
る
時
に
助
か
る
」
と
子
供

や
保
護
者
に
も
好
評
の
方
法
だ
。

　
動
画
を
使
っ
て
、
指
導
場
面
を
何
度
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
コ
ン
パ
ス
を
使

っ
た
図
形
の
作
図
・
繰
り
下
が
り
の
あ
る
ひ
き

算
の
筆
算
な
ど
、
手
順
が

い
く
つ
も
あ
る
学
習
に
効

果
的
だ
。

　
撮
影
方
法
は
二
種
類
あ

る
。

方
法
①

教
師

が
ノ
ー
ト
に

実
際
に
か
い

て
い
る
も
の

を
撮
影
す
る
。

コ
ン
パ
ス
の

持
ち
方
な
ど
、

板書術・
ノート術

超凄腕

静
岡
県
三
島
市
立
山
田
小
学
校

橋は
し

本も
と

諒り
ょ
う

子供が

変わる
！

授業が
変わる！

子
供
も
保
護
者
も
ノ
ン
ス
ト
レ
ス
！
　

I
C
T
三
つ
の
活
用
方
法

「
ノ
ー
ト
を
書
く
と
き
に
困
ら
な
い
」「
学
校
で
ど
う
や
っ
て
教
え
て
い
る
か
分
か
る
」と

子
供
、
保
護
者
に
好
評
な
活
用
方
法
を
三
つ
挙
げ
る
。
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詳
細
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

方
法
②　

子
供
と
一
緒
に
復
習
し
て
い
る
も

の
を
撮
影
す
る
。
授
業
最
初
の
一
分
程
度
を

復
習
に
充
て
て
、
そ
の
場
面
を
撮
影
す
る
。

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
ま
で
含
め
て
三
分
も
あ
れ
ば

で
き
て
し
ま
う
方
法
だ
。

良
さ
①

授
業
中
に
手
順
が
分
か
ら
な
く
な

っ
た
子
は
、
動
画
を
見

る
こ
と
で
手
順
を
思
い

出
す
こ
と
が
で
き
る
。

良
さ
②

楽
し
く
て
何
度

も
見
る
。
特
に
方
法
②

の
動
画
を
好
む
。
友
達
の
声
も
入
っ
て
い
る

か
ら
進
ん
で
聞
く
よ
う
に
な
る
。

良
さ
③　

保
護
者
に
も
教
え
方
が
伝
わ
る
。

家
庭
学
習

で
困
っ
た

時
に
、
学

校
と
全
く

同
じ
方
法

で
教
え
る

こ
と
が
で

き
、
助
か

る
そ
う
だ
。

３　

ク
ラ
ウ
ド
を
使
い
、
協
働
学
習
に
活
用

「
友
達
の
考
え
を
参
考
に
し
て
解
け
た
！
」

「
友
達
に
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
え
る
か
ら
頑
張
れ

た
」
と
協
働
学
習
に
効
果
的
な
方
法
だ
。

　
ク
ラ
ウ
ド
で
つ
な
が
っ
た
ペ
ー
ジ
を
一
人
に

一
ペ
ー
ジ
与
え
る
（Jam

board

な
ど
）。
子
供

た
ち
は
自
分
の
考
え
を
自
分
の
ペ
ー
ジ
に
書
い

て
い
く
。
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
友
達
の
意
見
を
参

照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

良
さ
①

友
達

の
意
見
を
す

ぐ
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

「
人
の
意
見
を

参
照
し
て
学

習
す
る
こ
と

が
で
き
る
」と

い
う
の
が
、

タ
ブ
レ
ッ
ト

の
一
番
の
良
さ
で
あ
る
。

良
さ
②

教
師
の
手
元
で
全
て
の
子
供
の
意

見
が
分
か
る
。
ど
こ
で
つ
ま
ず
い
て
い
る
の

か
も
瞬
時
に
把
握
で
き
る
。

良
さ
③

つ
ま
ず
い
て
い
る
子
に
、
そ
っ
と

支
援
が
で
き
る
。
ク
ラ
ウ
ド
で
つ
な
が
っ
て

い
る
の
で
、

教
師
の
端
末

か
ら
も
子
供

の
画
面
に
書

き
込
み
が
で

き
る
。
ヒ
ン

ト
や
ア
ド
バ

イ
ス
を
伝
え

る
こ
と
が
で

き
る
。

良
さ
④

子
供

同
士
で
交
流

す
る
こ
と
が

で
き
る
。
友

達
の
ペ
ー
ジ

に
も
書
き
込

み
が
で
き
る

の
で
、
良
か

っ
た
こ
と
な

ど
を
書
か
せ

る
こ
と
で
、

協
働
学
習
に

つ
な
が
る
。



大成功の
絵画工作
授業

4

ア
ボ
リ
ジ
ニ
・
ア
ー
ト
に
挑
戦
！

小
さ
い
の
に
圧
倒
的
な
迫
力
。
高
い
集
中
を
重
ね
た
後
の
達
成
感
は
、
子
供
た
ち
の

意
識
を
一
段
と
高
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

酒
井
式
描
画
指
導
法　

酒さ
か

井い 

臣し
ん

吾ご

　

ア
ボ
リ
ジ
ニ
・
ア
ー
ト
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
先
住
民
の
絵
で
あ
る
。
な
ん
と
い
っ
て
も
そ

の
ド
ッ
ト
（
点
）
の
力
強
さ
を
子
供
た
ち
に
学

ん
で
も
ら
い
た
く
て
取
り
上
げ
て
み
た
。

Ｂ　

ト
カ
ゲ
と
亀
。
ま
ず
お
皿
の
茶
色
を
着

色
。
ト
カ
ゲ
と
亀
の
模
様
を
描
く
。

　

次
に
大
き
な
点
々
は
綿
棒
で
、
小
さ
な
点
は

ポ
ス
カ
で
し
っ
か
り
と
打
っ
て
い
く
（
こ
れ

は
、
練
習
し
て
お
く
必
要
あ
り
）。

Ｃ　

朱
色
の

画
用
紙
。
鉛

筆
で
下
描
き

し
た
ら
、
お

母
さ
ん
と
子

供
を
黒
い
マ

ッ
キ
ー
で
し

っ
か
り
と
描

く
。
こ
の
形

は
ハ
ッ
キ
リ

と
描
き
た
い
の
で
、
失
敗
し
た

ら
朱
色
の
ド
ロ
ド
ロ
絵
の
具
で

修
正
し
て
お
く
こ
と
。

　

周
囲
に
描
か
れ
た
円
形
の
文

様
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
・
ア
ー
ト

に
頻
繁
に
出
て
く
る
も
の
で
あ

る
。
描
い
て
い
る
と
気
分
の
良

く
な
る
文
様
で
あ
る
。

Ｄ　

黒
い
画
用
紙
に
魚
と
漁
師

さ
ん
。
ま
ず
白
い
ポ
ス
カ
で
魚

と
模
様
を
描
い
て
、
大
小
の

Ａ　大きさは23×18cm。そのくらいの大きさで
十分に満足できる作品になる。ドットの力、恐る
べし。まず普通に絵を描いてから、しっかりドッ
トを打っていくやり方である。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
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点
々
で
着
色
。
漁
師
さ
ん
は
背
が
高
く
て
頭
が

小
さ
い
方
が
い
い
。

　

背
景
は
、
朱
色
系
の
絵
の
具
で
し
っ
か
り
調

子
を
と
っ
て
か
ら
、
似
た
色
で
点
を
打
っ
て
い

く
と
上
品
な
空
気
に
包
ま
れ
る
感
じ
が
出
る
。

最
後
に
円
形
の
文
様
を
入
れ
る
。

Ｅ　

黒
い
画
用
紙
に
カ
ン
ガ
ル
ー
を
描
き
、
す

べ
て
の
点
々
を
規
則
正
し
く
並
べ
て
み
た
。
こ

う
す
る
と
ア
ボ
リ
ジ
ニ
・
ア
ー
ト

に
近
づ
く
（
下
欄
参
照
）。

Ｆ　

海
亀
も
ア
ボ
リ
ジ
ニ
・
ア
ー
ト
に
よ
く
出

て
く
る
。
亀
も
彼
ら
の
食
料
に
な
っ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

Ｇ　

ア
ボ
リ
ジ
ニ
・
ア
ー
ト
に
は
色
々
な
形
の

ト
カ
ゲ
が
出
て
く
る
。
参
考
作
品
に
と
ら
わ
れ

ず
に
、
自
分
で
面
白
い
ト
カ
ゲ
を
創
り
上
げ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

ち
ょ
っ
と
面
倒
な
こ
と
を
言
う
が
、
左

図
の
絵
の
白
い
ド
ッ
ト
（
点
）
の
打
ち
方

を
見
て
ほ
し
い
。
Ａ
と
Ｂ
と
で
は
全
く
違

っ
て
い
る
。
Ａ
は
点
の
大
き
さ
も
点
と
点

の
間
隔
も
同
じ
な
の
に
対
し
て
、
Ｂ
は
大

き
さ
も
間
隔
も
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
。

　

ア
ボ
リ
ジ
ニ
・
ア
ー
ト
は
し
っ
か
り
と

Ａ
の
打
ち
方
を
採
っ
て
い
る
。
一
枚
の
作

品
の
中
に
打
つ
ド
ッ
ト
は
、
千
も
万
も

十
万
も
あ
る
。
根
気
が
切
れ
る
と
す
ぐ
Ｂ

の
よ
う
に
適
当
に
流
れ
て
し
ま
う
。
私
も

そ
う
だ
っ
た
。
こ

の
教
材
は
丁
寧
さ

と
根
気
が
勝
負
で

あ
る
。
子
供
た
ち

に
長
い
集
中
の
後

の
達
成
感
を
し
っ

か
り
と
味
わ
わ
せ

よ
う
。

初
心
者
の
た
め
の

　
　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

Ｈ　蛇も自由にくねらせるところが
面白いので、存分に楽しく描いてほ
しい。背景は、上の作品のように少
し「黒」を残すとアクセントが出る。 

Ｅ

Ｇ

Ｈ

Ｆ

B A



28 国語 「おむすびころりん」子供たちの音読の�
工夫を引き出す発問� 渡辺睦生

29 算数
物を用意し、あれこれ子供たちに考えを�
出させ熱中状態をつくる � 利田勇樹

30 国語 「お気に入りの本をしょうかいしよう」�
� 吉川たえ

31 算数
単元を通して同じ基本型で、�
授業を進める � 林　健広

32 国語 物語教材「まいごのかぎ」�
� 松本一樹

33 算数
３年の「表とグラフ」�
� 大井隆夫

34 国語 文意を詳しくした上で「つなぎ言葉」の�
使い方を理解させる� 佐藤智彦

35 算数
デジタルを使って�
作業時間を確保する� 赤塚邦彦

36 国語 「カレーライス」重松清を読む�
� 勇　和代

37 算数
合同な図形 �
� 太田政男

38 国語 「私たちにできること」�
� 田中修一

39 算数
実際の長さと式の数の意味を�
とらえさせる� 石坂　陽

①本誌の内容の全部または一部を無断でインターネット等で転載することを禁じます。②向山著作をはじめとするTOSS関連論文を追試、その他の名目
でインターネット上で公開することも禁じます。③授業または研究等で必要な場合は、TOSS最高顧問向山洋一までご連絡下さい。④著作権法を無視し
続けた場合には、法的措置を取らせていただきます。

注
意

78 ◆ 若手道場　谷編集長が斬る！　田中健太
79 ◆ 向山・谷日記　向山洋一／谷　和樹
80 ◆ 今月のデジタル・トークライン／編集後記／次号予告

向山型に挑戦！　 
国語・算数の難問良問

48　木村重夫

クラス全員が熱中するこの教材！ 
授業が激変！　TOSS指導法最前線

54　加藤雅成
55　荒川拓之
55　本澤　航
56　並木友寛

特別支援教育　 
専門家の視点&全国で大人気　 
“特別支援教育の指導システム”

50　市川彩乃
51　小嶋悠紀
52　笹野達哉
53　江副隆秀

働き方改革！　 
教師が「やりがい」と向き合うために

57　田中泰慈
58　小嶋悠紀
59　田口　晋
60　田中直行
61　A 中井　光

授業技量向上の法則

62　村上　諒
63　長谷川博之
64　谷　和樹
65　奥田嚴文
66　板倉弘幸
67　谷　和樹

道標：教師としての高みを目指して

68　向山行雄
70　西阪　昇
72　染谷幸二

特
別
連
載

人気女性ライター　 
トークラインだけの裏話

74　師尾喜代子
75　美崎眞弓
76　星野優子

社会貢献活動への 
取り組み

77　原田朋哉

国算　現在進行形の教科書単元
すぐに追試できる開始15分間の発問

40 理科 ４年生「雨水のゆくえと地面の�
ようす」① � 尾川智子

41 理科 ４年生「雨水のゆくえと地面の�
ようす」② � 尾川智子

「基礎・基本の授業例」と 
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

42 道徳 特別支援学級にこそ必要な�
ネットリテラシーの授業プラン� 榎本寛之

43 英語 Unit4:What time �
do you get up? � 長峰里枝

44
オンライ

ン
教師が身に付けると�
子供も使いこなすようになる � 塩谷直大

45 情報活用 向山実践「アリの絵を描く」の追試で、�
画像生成AIを活用する � 塩谷直大

新学習指導要領対応　道徳・英語・ 
オンラインの授業実践

46 高校数学 振り返りシートによるコーチング�
� 村瀬　歩

47 音楽 合唱指導は日々の積み重ね �
� 豊田雅子

中学校（高校）でのTOSS実践

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年



デジタル連動

デジタル・トークライン　http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「日々の授業の教材研究について」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。

12

写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

「探究学習」の前に

まずは「一斉指導」の授業力を

1　教師の微差力 　山本東矢

2　子供が変わる！　授業が変わる！　超凄腕　板書術・ノート術 　橋本　諒

4　大成功の絵画工作授業 　酒井臣吾

9　向山洋一に聞く　教育Q&A
　 第47回　A　向山洋一
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C O N T E N T S
表紙：信吉

特集

巻頭
論文

〈探究学習をする前にチェックしよう─一斉指導で教える「学び方」〉 	
14　一斉指導の充実が探究型の授業につながる� 小嶋悠紀
〈しっかり教えてから探究学習へ─国語編〉 	
16　一斉指導で教える「物語文」を読み取る“ものさし” � 富樫僚一
17　「文章の構造」と「要約」が指導の柱である � 田中修一
18　説得力のある意見文を書くにはコツがある � 伊藤圭一
〈しっかり教えてから探究学習へ─算数編〉 	
19　一斉指導で教える「例題・類題・練習問題の解き方」 � 利田勇樹
20　一斉指導で教える「文章問題を解く手順」 � 宮森裕太
21　一斉指導で教える「できなかった問題の攻略法」� 岩井俊樹
〈しっかり教えてから探究学習へ─学び方編〉 	
22　一斉指導で教える「情報の集め方」 � 水本和希
23　全員が発表することを「授業の当たり前」にしよう� 佐藤智彦
24　道徳でも「討論」の経験をさせる� 星野優子
25　一斉指導で教える「１時間のまとめ」の書き方 � 大川雅也
〈一斉指導での学びを１年間活用する〉 	
26　「構造」を教え、系統性のある学び方を蓄積させていく � 塩谷直大

2023
月号7

10　オピニオン　今、教育界で起こっていること
　　 2023年TOSS基本方針⑸　【実践的英語力】� 谷　和樹



トークライン購読者限定で、TOSS教材を割引価格でお申込みいただけるお得なサービスです！
トークラインをご購読いただいております、皆様が対象ですのでぜひご利用ください。

今、ここでしか見られない動画

サービス内容

ダウンロード
コンテンツ

ご紹介に使える
「お試し版」

WEBサービス

TOSS教材をお得に購入

デジタル・トークライン

トークライン会員クーポン

谷編集長の濃厚すぎる５分間

動画でも視聴できる！ 
高段者が答えるQ&A

トークライン読者限定！

お得な2大サービス f 9 z n 2 6
（エフ・きゅう・ゼット・エヌ・に・ろく）

共通パスワード
※有効期間： 2023年6月15日～

2023年9月14日

日々の授業の教材研究について

※ そのほかにもコンテンツが
いっぱい！（詳しくはP80）

サービス開始  2023年4月号より

特典  TOSSオリジナル教材HPにて、『教育トークライン』誌上に記載された
「共通パスワード」を入力すると、　割引価格で教材をご購入できます！

ご利用条件  ・Web注文限定（TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp）
・TOSSオリジナル教材の会員登録が必要となります。
・１回のご注文金額が3,000円以上の場合利用可能です。

上記の共通パスワードが
会員クーポンになります！

https://www.tiotoss.jp/user_data/talk-line_coupon.php

※一部、対象外商品がございます。
　詳細については、こちらをご確認ください。➡

アクセス方法
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリッ
クし、IDと共通パスワードを入
力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、 
　SNSからアクセスできます。

今月のトークラインID：TL7

すべての子供の学力を保障する

教育

特集

まずは「一斉指導」の
授業力を

「探究学習」の前に

令和5年7月15日発行（毎月1回15日発行）第559号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

七夕、天の川
今年は何をお願いしようかな？

特別支援教育にも対応
翔和学園でのドラマ・・・市川彩乃
プロが教える“教室でできる日本語指導”・・・江副隆秀
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
酒井式絵画指導

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語　「おむすびころりん」 算数　「どちらが長いですか」
小学2年　国語　「お気に入りの本の紹介」 算数　「数の大小」
小学3年　国語　「まいごのかぎ」 算数　「表とグラフ」
小学4年　国語　「つなぎ言葉」 算数　「角の大きさ」
小学5年　国語　「カレーライス」 算数　「合同な図形」
小学6年　国語　「私たちにできること」 算数　「拡大図と縮図」

中学校（高校）の授業実践
数学　「振り返りシートによるコーチング」
社会　「合唱指導は日々の積み重ね」

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

7
2023

No.559
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教育技術研究所

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!
今年は何をお願いしようかな？

内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！　　ウェブサイトです！

本誌PDF
を

ダウンロー
ド

できます！
負けると暴言を吐く子への対応



2023. 79

回答：向
むこう

山
やま

洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS最高顧問）

（TOSS中央事務局）

新採への指導について
第47回

管
理
職
に
相
談
し
て
お
く
と
、
反
応
が
違
っ
て

き
ま
す
。
責
任
を
追
及
さ
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。

心
証
が
違
っ
て
く
る
ん
で
す
。

　

新
採
の
先
生
本
人
に
対
し
て
は
、
学
年
会
を

き
ち
ん
と
や
っ
て
あ
げ
る
の
が
一
番
で
す
。

　

ま
ず
、
学
級
の
仕
組
み
に
つ
い
て
で
す
。
委

員
会
活
動
と
か
係
活
動
と
か
、
そ
う
い
っ
た
こ

と
を
学
年
会
で
確
認
し
て
あ
げ
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
学
習
進
度
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
ス
ピ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
ま

す
。
新
採
の
先
生
は
遅
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
。
学
習
進
度
が
遅
れ
て
き
て
し
ま
う
と
、
保

護
者
か
ら
た
く
さ
ん
ク
レ
ー
ム
が
来
ま
す
。
だ

か
ら
、
さ
ら
っ
と
流
す
と
こ
ろ
と
、「
こ
こ
は

し
っ
か
り
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う

と
こ
ろ
を
確
認
す
る
た
め
に
、
前
も
っ
て
教
材

研
究
し
ま
す
。
そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
、
学
年

会
で
確
認
し
つ
つ
、
教
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
が
、
親
か

ら
の
ト
ラ
ブ
ル
だ
け
は
す
ぐ
に
報
告
す
る
こ
と

を
指
導
す
る
べ
き
で
す
。
新
採
の
ト
ラ
ブ
ル
で
、

管
理
職
が
一
本
電
話
を
か
け
れ
ば
す
ん
で
し
ま

う
こ
と
が
結
構
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
を
校
長

が
知
っ
て
い
る
と
思
う
だ
け
で
、
親
は
安
心
す

る
の
で
す
。

　
学
年
主
任
に
な
り
ま
し
た
。
新
採
の
人
に
ど

の
よ
う
に
接
し
た
ら
よ
い
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
、
初
め
て
学
年
主
任
に
な
っ
た
人
が
、

新
採
の
先
生
へ
の
指
導
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
と

い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
学
年
主
任
の
対
応
に

つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
管
理
職
に
相
談
し
て
お
き
ま
す
。

新
採
の
先
生
本
人
に
対
し
て
は
、
学
年
会
を
開

い
て
あ
げ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

新
卒
の
先
生
の
採
用
を
決
め
た
の
は
、
校
長

先
生
や
教
頭
先
生
な
ど
の
管
理
職
で
す
。
で
す

か
ら
、
学
年
主
任
は
、
新
採
へ
の
対
応
と
し
て
、

教
頭
先
生
や
校
長
先
生
に
「
指
導
と
か
配
慮
す

る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
ご
指
導
く
だ
さ
い
」
と
聞

い
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

　

ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
新
採
は
失
敗
し
た

り
、
様
々
な
事
件
を
起
こ
し
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
と
き
に
、
前
も
っ
て

向 山 洋 一 に 聞 く QQ&AA教育
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本誌編集長

谷
たに

和
かず

樹
き

二
〇
二
三
年
T
O
S
S
基
本
方
針
⑸

【
実
践
的
英
語
力
】

英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
よ
う
。
自
分
に
は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
も
ぜ
ひ
真
剣
に

考
え
て
ほ
し
い
。
英
語
は
人
脈
を
広
げ
、
世
界
を
広
げ
、
自
分
の
可
能
性
を
も
広
げ
て
く
れ
る
。
子
供
た
ち
に

国
際
理
解
を
教
え
る
な
ら
、
ま
ず
は
教
師
が
率
先
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
べ
き
で
あ
る
。

計
画
を
進
め
た
幼
児
教
育
を
四
年
連

続
で
視
察
。

⑩　

二
〇
一
六
〜
二
〇
一
九
年【
ア
メ
リ
カ・

ボ
ス
ト
ン
】
特
別
支
援
教
育
、
と
り
わ

け
言
語
性
Ｌ
Ｄ
の
学
校
を
四
年
間
で
五

回
視
察
。
公
立
小
中
高
も
視
察
し
た
。

⑪　

二
〇
一
九
年
【
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
】

ア
メ
リ
カ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

い
る
小
中
高
一
貫
校
を
視
察
し
た
。

⑫　

二
〇
一
九
年
【
中
国
・
深
圳
】
ア
ジ

ア
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
と
い
わ
れ
る
深
圳

の
教
育
現
場
お
よ
び
先
端
Ｉ
Ｃ
Ｔ
視
察
。

⑬　

二
〇
一
八
〜
二
〇
二
〇
年
【
ア
メ
リ

カ
・
シ
ア
ト
ル
】
大
成
功
を
収
め
て
い

る
市
立
の
幼
小
中
高
一
貫
校
を
三
回
連

続
で
視
察
。
日
本
人
向
け
土
曜
学
校
も
。

ち
に
飛
び
込
み
授
業
。
う
ち
一
〇
回
は

オ
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
で
授
業
し
た
。

②　

一
九
九
九
年
【
イ
ギ
リ
ス
】
Ｂ
Ｎ
Ｆ

Ｌ
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
設
視
察
。

③　

二
〇
〇
七
年
【
フ
ラ
ン
ス
】
核
融

合
施
設
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
・
Ｅ
Ｄ
Ｆ
な
ど
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
設
を
視
察
。

④　

二
〇
一
一
年
【
韓
国
】
向
山
代
表
が

招
か
れ
て
韓
国
の
教
師
数
百
名
に
講
演
。

⑤　

二
〇
一
三
年【
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
視
察
】

⑥　

二
〇
一
五
年
【
台
湾
視
察
】

⑦　

二
〇
一
六
年
【
香
港
視
察
】

⑧　

二
〇
一
六
年
【
韓
国
】
谷
が
韓
国

の
子
供
た
ち
に
飛
び
込
み
授
業
。
そ

の
後
、
韓
国
の
先
生
方
に
講
演
し
た
。

⑨　

二
〇
一
六
〜
二
〇
一
九
年
【
ア
メ

リ
カ
・
ミ
シ
ガ
ン
】
ペ
リ
ー
就
学
前

一　
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
海
外
視
察
」
の
歴
史

　

コ
ロ
ナ
前
ま
で
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
は
毎
年
の

よ
う
に
「
海
外
視
察
」「
海
外
交
流
」
を
実

施
し
て
き
た
。
向
山
代
表
の
時
代
か
ら
ず
っ

と
で
あ
る
。

　

非
常
に
数
が
多
い
の
で
す
べ
て
は
網
羅
で

き
な
い
が
、
私
が
参
加
し
て
き
た
も
の
で
記

憶
の
あ
る
も
の
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
海
外
交
流
史
の
記
録
と
し
て

意
味
の
あ
る
こ
と
と
思
う
。

①　
一
九
九
四
〜
二
〇
一
九
年
【
中
国
・
上

海
】
向
山
代
表
が
外
国
人
に
飛
び
込
み

授
業
を
し
た
最
初
の
交
流
だ
っ
た
。
谷

は
二
〇
〇
八
年
か
ら
団
長
と
し
て
一
二

年
連
続
の
参
加
。
毎
回
中
国
の
子
供
た

オピニオン

今教育界で起こっていること
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巻頭論文

①　

教
職
の
専
門
家
同
士
が
、

②　

そ
の
専
門
の
仕
事
に
お
い
て
、

③　

高
度
な
内
容
を
や
り
取
り
す
る
場

面
で
、

「
Ａ
Ｉ
通
訳
機
」
を
使
う
だ
ろ
う
か
。

　

現
時
点
で
は
か
な
り
信
頼
関
係
が
落
ち
る

と
私
は
実
感
し
て
い
る
。

「
Ａ
Ｉ
通
訳
機
」
を
使
っ
た
と
し
て
も
、
英

語
が
で
き
な
け
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
翻
訳
さ

れ
た
の
か
も
把
握
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　

五
二
歳
に
な
っ
た
六
年
前
、
私
は
自
分
の

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
乏
し
さ

に
嫌
気
が
さ
し
、
か
な
り
真
剣
に
英
会
話
の

勉
強
を
開
始
し
た
。
今
で
も
英
会
話
は
難
し

く
、
ま
だ
ま
だ
初
歩
的
な
レ
ベ
ル
だ
が
、
そ

れ
で
も
上
達
は
し
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き

る
。
今
は
通
訳
を
介
さ
な
い
で
ボ
ス
ト
ン
、

ミ
シ
ガ
ン
、
シ
ア
ト
ル
、
ア
ジ
ア
各
国
を
訪

問
し
て
い
る
。
ま
し
て
若
い
先
生
方
な
ら
上

達
の
速
度
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
は
ず
だ
。

　

ぜ
ひ
、
各
地
で
の
真
剣
な
取
り
組
み
を
お

願
い
し
た
い
。
一
緒
に
海
外
視
察
に
行
き
ま

し
ょ
う
。

を
見
せ
て
ほ
し
い
と
そ
の
場
で
交
渉
し
た
。

た
ま
た
ま
バ
ス
で
通
り
か
か
っ
た
普
通
の
公

立
小
を
突
如
と
し
て
参
観
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
公
立
小
で
も
、
教
師
と
子
供
た
ち
の
英

語
の
授
業
レ
ベ
ル
の
高
さ
は
圧
倒
的
だ
っ
た
。

遅
れ
を
確
信
し
た
向
山
氏
は
即
座
に
「
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
の
英
語
教
育
推
進
」
と
「
教
師
の
英
語

力
向
上
」
を
指
示
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
二
〇
年
以
上
が
経
つ
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
英
会
話
は
着
実
に
実
践
を
積
み

重
ね
、
今
も
進
化
を
続
け
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
教
師
の
ほ
う
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

私
た
ち
の
英
語
力
は
向
上
し
た
か
。

　

ア
メ
リ
カ
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
も
台
湾
も
韓
国
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
、

す
べ
て
英
語
で
普
通
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
れ
る
。
英
語
が
で
き
ず
に
、
ま
ご
ま

ご
し
て
い
る
の
は
日
本
人
だ
け
だ
。

　

こ
れ
か
ら
は
「
Ａ
Ｉ
通
訳
機
」
が
あ
る
か

ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と
思
う
か
も
し
れ
な

い
。
ち
ょ
っ
と
し
た
や
り
取
り
や
観
光
な
ら

私
も
そ
う
思
う
。

　

し
か
し
、
で
あ
る
。

　

以
上
は
、
私
が
実
際
に
現
地
に
参
加
し
た

も
の
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ず
っ
と
以
前

か
ら
、
当
時
の
向
山
代
表
は
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ

Ｃ
の
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
に
行
っ
て
交
渉

し
、
教
材
を
無
料
で
借
り
受
け
る
な
ど
の
仕

事
を
数
多
く
し
て
き
た
。

　

コ
ロ
ナ
が
明
け
た
今
年
、
よ
う
や
く
シ
ア

ト
ル
を
再
訪
し
た
。
今
後
、
海
外
視
察
を
本

格
的
に
再
開
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

二　

基
本
方
針
５
「
実
践
的
英
語
力
」

　

海
外
交
流
の
当
初
は
、も
ち
ろ
ん
「
通
訳
」

を
お
願
い
し
て
い
た
。
し
か
し
二
〇
一
〇
年

ご
ろ
か
ら
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
「
英
語
」
で
直

接
や
り
取
り
を
し
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
は
、
向
山
代
表
が

一
九
九
〇
年
代
に
上
海
で
実
感
し
た
「
英
語

教
育
の
遅
れ
」
で
あ
る
。

　

上
海
の
実
験
学
校
は
、
教
師
も
子
供
た
ち

も
英
語
が
ペ
ラ
ペ
ラ
で
あ
る
。
英
語
の
授
業

も
オ
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
で
ス
ト
レ
ス
な

く
、
心
地
よ
い
ス
ピ
ー
ド
感
で
進
む
。

　

シ
ョ
ッ
ク
を
う
け
た
当
時
の
向
山
代
表
は
、

実
験
学
校
で
は
な
く
、
普
通
の
公
立
小
学
校
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ま
ず
は

授
業
力
を の

一
斉
指
導

探
究
学
習
を
す
る
前
に
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
　

　
一
斉
指
導
で
教
え
る「
学
び
方
」

し
っ
か
り
教
え
て
か
ら
探
究
学
習
へ

一
斉
指
導
で
の
学
び
を
一
年
間
活
用
す
る

010203

探究学習の
前に
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を
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１　
「
探
究
型
」
を
も
っ
と
進
め
よ
う

「
探
究
型
」
の
学
習
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
逆
で
す
。

私
は
、
探
究
型
の
基
本
型
は
低
学
年
か
ら
導
入

す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
幼
稚
園

か
ら
で
す
。
幼
稚
園
か
ら
の
探
究
型
は
、
ア
メ
リ

カ
・
ミ
シ
ガ
ン
州
のH

igh Scope
財
団
が
提
供
す

る
「Plan-D

o-Review

」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
が

参
考
に
な
り
ま
す
（https://highscope.org/

our-practice/our-approach/

）。

あ
る
い
は
、
高
等
教
育
で
は
、
も
っ
と
「
Ｐ
Ｂ

Ｌ
」（Project Based Learning

）
を
取
り
入
れ

る
べ
き
で
す
。

そ
の
た
め
、
小
・
中
学
校
で
は
次
の
こ
と
が
よ

り
重
要
に
な
り
ま
す
。

「
す
べ
て
の
子
供
」
に
基
礎
的
・
基
本
的
な

学
力
を
定
着
さ
せ
る
こ
と

「
読
む
・
書
く
・
話
す
・
聞
く
」
と
い
う
基
本
的

な
学
習
能
力
。
漢
字
や
計
算
。
文
章
を
あ
る
程
度

速
く
読
む
力
。
キ
ー
ボ
ー
ド
で
の
タ
ッ
チ
タ
イ
ピ

ン
グ
…
。
こ
う
し
た
能
力
の
下
支
え
が
な
け
れ
ば
、

高
度
な
「
探
究
型
」
に
進
ん
で
い
け
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
授
業
を
「
探
究

型
」
だ
け
で
実
施
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
時
間
数
が
足
り
ま
せ
ん
。

教
師
主
導
に
よ
る
「
一
斉
指
導
」
も
、
ま
た
、

大
切
に
な
り
ま
す
。 

２　
「
探
究
型
」
実
現
の
条
件

そ
の
際
、
次
の
条
件
が
必
要
で
す
。

１�　

一
斉
指
導
で
の
教
師
の
授
業
力
が
高
い

こ
と

２�　

子
供
た
ち
の
「
学
び
方
」
が
指
導
さ
れ

て
い
る
こ
と

３�　

探
究
学
習
で
活
用
で
き
る
各
教
科
の

「
見
方
・
考
え
方
」
が
指
導
さ
れ
て
い
る

こ
と

４�　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
技
能
が
子
供
た
ち

に
身
に
付
い
て
い
る
こ
と

１
は
、
子
供
た
ち
を
「
熱
中
さ
せ
る
」
技
量
で

す
。
熱
中
し
て
学
習
し
た
経
験
を
し
っ
か
り
と
味

わ
っ
た
子
供
た
ち
で
な
け
れ
ば
、
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
み
ま
せ
ん
。

２
は
、
情
報
の
集
め
方
、
相
談
の
仕
方
・
発
表

の
仕
方
・
質
問
の
仕
方
・
等
々
…
の
各
種
の
学
び

方
で
す
。
一
斉
指
導
の
中
で
教
師
が
適
切
に
そ
の

モ
デ
ル
を
教
え
て
い
れ
ば
、
探
究
型
の
授
業
で
も
、

子
供
た
ち
は
そ
れ
を
使
い
こ
な
し
て
い
く
よ
う
に

な
り
ま
す
。

３
は
、
例
え
ば
「
分
析
批
評
」
の
よ
う
な
「
情

報
を
見
る
も
の
さ
し
」
で
す
。

①�　
「
も
の
さ
し
」
を
一
斉
指
導
で
学
び
、

熱
中
し
た
経
験
が
あ
る
こ
と
。

②�　

そ
の
「
も
の
さ
し
」
は
、
い
つ
で
も
参

照
で
き
る
よ
う
「
掲
示
」「
ノ
ー
ト
」「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
」
等
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

４
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
技
能
も
重
要
で
す
。

こ
う
し
た
力
を
育
て
る
手
立
て
が
何
重
に
も
施

さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
探
究
型
の
学
び
が
活
性

化
し
て
い
く
の
で
す
。

�

（
本
誌
編
集
長　

谷
和
樹
）
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二
〇
二
二
~
二
〇
二
三
年
に
か
け
て
、
六
か
月

連
続
で
学
級
を
丸
一
日
公
開
し
た
。

　

延
べ
七
〇
名
近
い
方
が
参
観
さ
れ
た
。

　

公
開
し
た
の
は
、

「
向
山
型
で
貫
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
探
究
型
授
業
」
で

あ
る
。

　

多
く
の
参
加
者
は
衝
撃
を
受
け
て
い
た
。

「
向
山
型
の
授
業
を
、
教
師
の
指
示
や
説
明
な
く

全
て
自
分
た
ち
で
学
ん
で
い
く
」

の
で
あ
る
。

「
強
烈
な
憧
れ
を
も
っ
た
」

「
こ
ん
な
授
業
を
し
て
み
た
い
」

多
く
の
先
生
方
が
そ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
に
辿
り
着
い
た
子
供
た
ち
は
、

担
任
し
た
最
初
の
頃
は
、
授
業
を
ま
と
も
に
受
け

ら
れ
る
よ
う
な
状
態
で
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
子
供
た
ち
に
成
長
す
る
に
は
、
間

違
い
な
く
「
一
斉
指
導
で
の
成
功
体
験
」
が
必
要

で
あ
っ
た
。

　

そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
。

一
斉
指
導
の
ポ
イ
ン
ト　

そ
の
１

「
教
師
の
言
っ
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
素
直
に
取
り

組
め
る
」

　

超
基
本
も
基
本
な
の
だ
が
、
こ
れ
が
で
き
な
い

子
供
が
多
い
。

　

も
っ
と
言
う
と
、

「
こ
れ
が
で
き
な
い
教
師
も
多
い
」

　

向
山
氏
は
、

「
一
回
指
示
を
出
し
た
ら
、
必
ず
や
ら
せ
き
る
」

と
い
う
こ
と
を
大
切
に
さ
れ
て
き
た
。

重
要
な
の
は
、

「
教
師
が
指
示
し
た
こ
と
を
そ
の
通
り
に
で
き
る
か
」

と
い
う
点
で
あ
る
。

　

探
究
型
学
習
に
な
る
と
、
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
は
な
い
。

　

そ
の
時
に
支
え
に
な
る
ベ
ー
ス
が
、

「
先
生
は
こ
ん
な
感
じ
で
や
っ
て
い
た
」

と
い
う
経
験
で
あ
る
。

　

一
斉
指
導
で
教
師
が
指
示
し
た
こ
と
を
そ
の
ま

ま
取
り
組
め
る
力
が
な
い
場
合
、
教
師
の
ナ
ビ

ゲ
ー
ト
が
消
失
す
る
と
、
す
ぐ
に
学
習
に
関
係
な

い
こ
と
を
や
り
始
め
る
。

一
斉
指
導
で
の
ポ
イ
ン
ト　

そ
の
２

「
四
五
分
間
、
粘
り
強
く
学
習
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
子
供
が
九
〇
％
以
上
い
る
」

一斉指導の充実が探究型の授業に
つながる
何を意識的に教えるのか？　どこを手放すのか？

探究学習をする前にチェックしよう─一斉指導で教える「学び方」

 NPO法人TOSS理事 
㈱RIDGE SPECIAL EDUCATION WORKS 

  発達支援コンサルタント
小
こ

嶋
じま

悠
ゆう

紀
き
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「
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業
力
を
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教
師
が
テ
ン
ポ
よ
く
授
業
を
展
開
す
れ
ば
、
子

供
は
乗
っ
て
く
る
。

　

学
習
課
題
へ
の
タ
ス
ク
オ
ン
率
も
上
が
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
だ
め
だ
。

　

九
〇

4

4

4％
以
上

4

4

4

の
子
供
が
四
五
分
間
粘
り
強
く
学

習
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
、
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
発
達
障
害
の
あ
る
子
供
た
ち
へ
の
支

援
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

そ
れ
を
含
め
た
上
で
、
四
五
分
間
粘
り
強
く
取

り
組
め
る
か
で
あ
る
。

　

工
夫
が
必
要
だ
。

一
つ
は
パ
ー
ツ
で
飽
き
さ
せ
な
い
工
夫
で
あ
る
。

四
五
分
間
を
い
く
つ
か
の
パ
ー
ツ
で
構
成
す
る
。

こ
の
こ
と
で
四
五
分
間
授
業
に
取
り
組
む
と
い

う
習
慣
が
つ
い
て
く
る
。

　

二
つ
め
は
、
力
の
あ
る
教
材
を
使
う
こ
と
だ
。

　

四
五
分
間
を
自
作
教
材
、
教
科
書
だ
け
で
も
た

せ
よ
う
と
す
る
と
必
ず
無
理
が
生
じ
る
。

　

さ
ら
に
全
く
ダ
メ
な
教
材
を
使
う
と
、
こ
れ
も

破
綻
す
る
。

　

四
五
分
間
の
パ
ー
ツ
の
中
に
力
の
あ
る
教
材
を

使
う
こ
と
で
、
四
五
分
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
終

わ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、

「
四
五
分
間
を
集
中
し
て
授
業
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
」

と
い
う
経
験
は
探
究
型
の
基
礎
と
な
る
。

　

そ
の
上
で
、

「
一
つ
の
課
題
に
四
五
分
間
粘
り
強
く
取
り
組
む

経
験
」

が
次
に
重
要
に
な
る
。

　

探
究
型
の
授
業
は
大
き
な
パ
ー
ツ
で
構
成
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。

　

教
師
主
導
の
細
か
い
パ
ー
ツ
で
区
切
ら
れ
た
授

業
は
熱
中
す
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
教
師
の
技
量
で
し

か
な
い
。

　

子
供
の
力
と
し
て
「
一
つ
の
課
題
に
取
り
組
み

続
け
る
力
を
育
て
る
こ
と
」
が
重
要
な
の
だ
。

　

オ
ス
ス
メ
の
授
業
は
、

「
討
論
」

で
あ
る
。

「
一
つ
の
課
題
を
全
員
で
四
五
分
間
討
論
し
続
け

た
」こ

れ
を
一
点
突
破
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
経
験
を
通
っ
た
子
供
た
ち
が
、

「
四
五
分
間
、
自
分
た
ち
の
力
で
学
び
続
け
る
」

と
い
う
状
況
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

最
後
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

「
最
後
ま
で
粘
り
強
く
諦
め
ず
に
、
成
功
す
る
ま

で
取
り
組
む
」

と
い
う
経
験
で
あ
る
。

　

探
究
型
の
授
業
で
は
、
シ
ン
キ
ン
グ
サ
イ
ク
ル

を
自
ら
回
し
な
が
ら
学
習
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

　

時
に
は
失
敗
す
る
。
時
に
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
け
ば
よ
い
か
迷
う
こ
と
も
あ
る
。

　

最
後
ま
で
粘
り
強
く
、
自
己
修
正
を
繰
り
返
し
、

学
ぶ
力
が
必
要
だ
。

　

こ
の
力
を
育
む
に
は
、

「
暗
唱
指
導
」

が
絶
対
に
必
要
で
あ
る
。

　

何
回
も
教
師
の
評
定
で
、
不
合
格
を
も
ら
い
な

が
ら
も
、
合
格
す
る
ま
で
挑
戦
す
る
姿
勢
が
求
め

ら
れ
る
。

　

努
力
を
す
れ
ば
、
最
後
に
成
功
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
基
盤
的
な
経
験
が
、
自
ら
学
ぶ
力
に

確
実
に
つ
な
が
る
。
二
学
期
の
探
究
型
に
向
け
て

一
つ
ず
つ
実
践
し
て
ほ
し
い
。
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１　

初
見
の
文
章
を
読
ん
だ
と
き
の
子
供
た
ち
の
感
想

「
海
の
い
の
ち
」（
小
学
六
年
）
の
学
習
を
終
え
、
次
に
、

「
物
語
を
書
こ
う
」
と
い
う
単
元
の
授
業
を
行
っ
た
。
第

一
時
の
授
業
で
、
私
は
、
学
年
の
先
生
が
作
成
し
て
く
れ

た
モ
デ
ル
文
を
読
み
聞
か
せ
、
子
供
た
ち
に
感
想
を
発
表

さ
せ
た
。

　

子
供
た
ち
は
、
指
名
な
し
で
、
次
々
に
感
想
を
発
表
し

て
い
っ
た
。
そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。

「
こ
の
物
語
は
、
起
承
転
結
が
分
か
り
や
す
い
で
す
」

「
中
心
人
物
は
、
勇
者
コ
ウ
ス
ケ
だ
と
思
い
ま
す
」

「
勇
者
コ
ウ
ス
ケ
の
気
持
ち
が
変
化
し
た
の
は
、
こ

の
文
の
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
こ
こ

だ
と
思
い
ま
す
」

「
海
の
い
の
ち
」
の
学
習
で
教
え
た
物
語
文
を
読
み
取
る

た
め
の
も
の
さ
し
（
観
点
）
を
使
っ
て
、
子
供
た
ち
は
モ

デ
ル
文
を
読
み
取
っ
た
の
で
あ
る
。

２　

物
語
文
を
読
み
取
る
た
め
の
〝
も
の
さ
し
〞

「
海
の
い
の
ち
」
の
学
習
で
は
、
物
語
文
を
読
み
取
る
た

め
の
も
の
さ
し
を
意
識
し
て
授
業
を
行
っ
た
。

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

主
題

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

対
役

中
心
人
物

登
場
人
物

作
者
が
、
読
者
に
最
も
伝
え
た
か
っ

た
こ
と

中
心
人
物
の
心
情
が
、
が
ら
り
と
変

化
し
た
瞬
間

中
心
人
物
の
心
情
が
変
化
す
る
き
っ

か
け
と
な
る
登
場
人
物

物
語
の
始
め
と
終
わ
り
で
、
心
情
が

が
ら
り
と
変
化
す
る
登
場
人
物

物
語
の
中
で
、
話
し
た
り
、
動
い
た

り
、
気
持
ち
が
あ
っ
た
り
す
る
人
、

物
、
動
物

　

そ
れ
ぞ
れ
の
も
の
さ
し
の
定
義
を
右
表
の
よ
う
に
、
子

供
た
ち
と
確
認
し
た
。
定
義
が
あ
る
か
ら
、
読
み
取
り
に

生
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

初
見
の
モ
デ
ル
文
を
読
ん
だ
感
想
が
、
中
心
人
物
や
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
な
ど
の
視
点
で
語
ら
れ
た
の
は
、
向
山
型

分
析
批
評
の
授
業
を
通
し
て
、
子
供
た
ち
に
物
語
文
を
読

み
取
る
も
の
さ
し
が
身
に
付
い
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
る
。

つ
ま
り
、
子
供
た
ち
は
、
一
斉
授
業
を
通
し
て
、「
学
び

方
」
を
学
ん
だ
の
だ
。

　

分
析
批
評
で
授
業
が
変
わ
る
。
分
析
批
評
は
、
子
供
た

ち
に
物
語
文
を
読
み
取
る
力
を
付
け
る
授
業
だ
。

宮城県仙台市立蒲町小学校 富
と

樫
がし

僚
りょう

一
いち

一斉指導で教える「物語文」を
読み取る“ものさし”

「向山型分析批評」のものさしを学ぶことは、物語文の
授業の学習方法を学ぶということである。分析批評の
授業を通して、子供たちは、ものさしを使いこなすこと
ができるようになる。

しっかり教えてから探究学習へ─国語編



特集

「
探
究
学
習
」
の
前
に
ま
ず
は
一
斉
指
導

一
斉
指
導
の
授
業
力
を

17 2023. 7

「文章の構造」と「要約」が
指導の柱である
「文章構造の見方」と「要約の仕方」を教えよう。向山型要約指導は、全文要約も要旨の
要約も可能にする。

説
明
文
の
「
も
の
さ
し
」
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

１　

段
落
と
構
造

２　

要
約

３　

要
旨
（
筆
者
の
主
張
）

４　

ト
ピ
ッ
ク
セ
ン
テ
ン
ス

　
　

段
落
と
構
造

　

段
落
番
号
を
振
っ
た
後
、
文
章
の
構
造
を
明
ら
か
に
す

る
。
構
造
の
読
み
方
に
も
様
々
あ
る
。

①　

は
じ
め
・
中
・
終
わ
り

②　

問
い
と
答
え

③　

頭
括
型
・
尾
括
型
・
双
括
型
・
時
系
列
型

④　

事
例
と
主
張

　

い
つ
も
「
は
じ
め
・
中
・
終
わ
り
」
に
分
け
る
だ
け
で

な
く
、
学
年
に
応
じ
て
構
造
の
読
み
方
を
増
や
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。「
問
い
と
答
え
」
を
明
ら
か
に
す
る
指
導

（
向
山
洋
一
氏
の
実
践
）
や
、
主
張
（
意
見
）
と
事
例
に

分
類
す
る
指
導
を
、
教
材
に
合
わ
せ
て
行
い
た
い
。

　
　

要
約
と
要
旨

　

要
約
は
、「
文
章
の
内
容
」
を
短
く
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。
向
山
洋
一
氏
の
「
桃
太
郎
」
の
要
約
指
導
を
追
試

す
る
と
、
段
落
要
約
も
全
文
要
約
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

要
旨
は
、「
筆
者
の
主
張
」
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

向
山
氏
は
「
要
旨
」
の
指
導
法
も
公
開
し
て
い
る
（『
教

育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
』
九
三
年
九
月
号
）。
ま
と
め
の
段
落
を

見
付
け
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
。（
文
責
：
田
中
）

ま
と
め
の
段
落
か
ら
「
考
え
」
の
文
を
さ
が
し
出

す
。
ま
と
め
の
段
落
は
、「
考
え
・
主
張
」
の
文
と

そ
れ
を
説
明
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
例
示
か
ら
成
り

立
っ
て
い
る
。
例
示
の
文
は
、文
頭
に
「
た
と
え
ば
」

を
つ
け
て
み
れ
ば
よ
い
。

だ
が
、
こ
こ
で
つ
ま
ず
く
こ
と
が
あ
る
。
一
文
に
「
考

え
」「
事
例
」
の
両
方
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
だ
。

そ
の
と
き
は
、
次
に
よ
う
に
し
て
「
考
え
」
を
見
付
け
る
。

一
段
落
が
一
文
の
時
は
、
一
つ
の
文
の
中
で
大
切
な

フ
レ
ー
ズ
を
さ
が
す
。
一
つ
の
文
で
ま
と
め
の
段
落

を
構
成
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
文
に
「
考
え
」
と

「
例
示
」
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
接
続
助

詞
に
着
目
す
る
こ
と
で
「
考
え
」
を
特
定
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
最
も
大
切
な
一
語
を
選
び
、
そ
の
言
葉
が
文

末
に
く
る
よ
う
に
「
考
え
の
文
」
を
ま
と
め
る
の
で
あ
る
。

「
も
の
さ
し
」
を
獲
得
す
る
と
、
批
判
的
な
読
み
が
で
き

る
。「
主
張
が
一
貫
し
て
い
る
か
」「
用
語
を
統
一
し
て
い

る
か
」
と
い
っ
た
視
点
で
読
み
、
書
き
直
す
の
で
あ
る
。

新潟県長岡市立越路小学校 田
た

中
なか

修
しゅう

一
いち

しっかり教えてから探究学習へ─国語編：一斉指導で教える「説明文」を読みとる“ものさし”
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説
得
力
の
あ
る
意
見
に
は
、
明
確
な
根
拠
が
不
可
欠
で

あ
る
。
根
拠
を
明
確
に
し
て
意
見
文
を
書
く
授
業
の
導
入

を
、
次
の
よ
う
に
行
っ
た
。（
端
末
に
リ
ン
ゴ
の
写
真
）

説
明

意
見
と
は
、
書
き
手
、
話
し
手
の
考
え
や
主
張
の

こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
画
面
の
写
真
の
リ
ン
ゴ
。
こ
の

リ
ン
ゴ
が
お
い
し
そ
う
だ
と
い
う
意
見
だ
と
し
ま
す
ね
。

指
示
「
写
真
の
リ
ン
ゴ
は
お
い
し
そ
う
だ
。」
の
後
に

続
く
理
由
を
考
え
、
ノ
ー
ト
に
書
い
て
ご
ら
ん
。

　

書
け
た
人
か
ら
発
表
さ
せ
る
。（
高
級
そ
う
だ
か
ら
。
赤

が
は
っ
き
り
し
て
い
る
か
ら
。
Ｃ
Ｍ
で
使
わ
れ
て
い
る
か
ら
）

説
明　

様
々
な
理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
例
え
ば

「
皮
の
つ
や
が
良
い
か
ら
だ
。」
と
し
ま
す
。

発
問　

こ
れ
だ
け
で
説
得
力
は
あ
り
ま
す
か
。
あ
る
と

思
う
人
？　

な
い
と
思
う
人
？　

ち
ょ
っ
と
分
か
ら
な

い
と
思
う
人
？
（
あ
る
派
は
い
な
い
）

指
示　

な
ぜ
説
得
力
が
あ
る
と
言
え
な
い
の
で
す
か
。

理
由
を
近
く
の
人
に
言
っ
て
ご
ら
ん
。

「
お
い
し
そ
う
だ
」
と
い
う
こ
と
と
、「
皮
の
つ
や
が
良

い
こ
と
」（
見
た
目
）
が
つ
な
が
ら
な
い
の
で
あ
る
。

指
示　

次
の
よ
う
な
文
を
書
き
加
え
て
み
ま
し
た
。
読

み
ま
す
。

「
皮
の
つ
や
の
良
さ
は
、『
油
あ
が
り
』
と
言
っ
て
、
完

熟
し
た
こ
と
を
表
す
食
べ
頃
の
サ
イ
ン
な
の
だ
。」

発
問

こ
れ
な
ら
説
得
力
は
あ
り
ま
す
か
。
あ
る
と
思

う
人
？　

な
い
と
思
う
人
？
（
あ
る
、
が
多
く
な
る
）

説
明

理
由
を
書
く
時
に
は
コ
ツ
が
あ
り
ま
す
。

　

最
初
に
根
拠
と
な
る
事
柄
を
指
摘
し
ま
す
。

「
根
拠
の
指
摘
」
と
言
い
ま
す
。
言
っ
て
ご
ら
ん
。

（
根
拠
の
指
摘
）
次
に
、
そ
の
根
拠
を
説
明
し
ま

す
。「
根
拠
の
説
明
」（
根
拠
の
説
明
）
こ
の
二
つ

を
セ
ッ
ト
に
し
て
理
由
を
添
え
る
こ
と
で
、
説
得

力
の
あ
る
意
見
文
が
書
け
ま
す
。

　

そ
の
後
、
簡
単
な
詩
文
を
用
い
て
意
見
文
を
書
か
せ
る

練
習
を
行
っ
た
。
根
拠
と
、
そ
の
説
明
が
適
切
か
ど
う
か

を
、
生
徒
同
士
で
検
討
し
な
が
ら
授
業
を
進
め
た
。
徐
々

に
文
章
の
質
が
向
上
し
て
い
っ
た
。

〈
参
考
文
献
〉
松
野
孝
雄
『
論
理
的
な
記
述
力
を
伸
ば
す

授
業
づ
く
り
』（
明
治
図
書
）

埼玉県朝霞市立朝霞第四中学校 伊
い

藤
とう

圭
けい

一
いち

説得力のある意見文を書くには
コツがある
説得力とは、意見を支える理由が明確であること。「根拠の指摘」「根拠の説明」をセッ
トにすることで説得力のある意見文になる。

しっかり教えてから探究学習へ─国語編：一斉指導で教える「意見文の書き方」



特集

「
探
究
学
習
」
の
前
に
ま
ず
は
一
斉
指
導

一
斉
指
導
の
授
業
力
を

19 2023. 7

「
教
科
書
に
は
構
造
が
あ
る
」

初
任
時
代
。
初
め
て
参
加
し
た
T
O
S
S
教
え
方
セ
ミ

ナ
ー
で
出
合
っ
た
言
葉
。
そ
の
言
葉
に
衝
撃
を
受
け
た
。

そ
れ
ま
で
は
「
あ
れ
ど
も
見
え
ず
」
で
何
も
見
え
て
は
い

な
か
っ
た
。

教
科
書
は
主
に
三
つ
の
構
成
で
で
き
て
い
る
。「
例

題
」「
類
題
」「
練
習
問
題
」
で
あ
る
。

１　

例　

題

み
ん
な
で
考
え
て
い
く
問
題
。
答
え
も
明
記
さ
れ
て
い

る
。
な
の
で
、
手
本
を
示
し
型
を
教
え
る
。
以
後
の
問
題

は
、
こ
の
例
題
を
元
に
し
て
解
い
て
い
く
。

２　

類　

題

例
題
を
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
変
化
さ
せ
て
い
る
問
題
。
基

本
、
例
題
で
習
っ
た
や
り
方
で
解
く
。
最
初
は
子
供
だ
け

で
解
い
て
い
く
。
そ
の
後
、
先
生
も
一
緒
に
黒
板
等
で
解

い
て
確
認
し
て
い
く
。「
例
題
の
通
り
」
行
え
ば
解
け
る

よ
う
に
す
る
。

３　

練
習
問
題

例
題
・
類
題
で
習
っ
た
こ
と
の
習
得
を
ね
ら
う
。
練
習

問
題
な
の
で
、
子
供
が
自
力
で
解
い
て
い
く
。「
三
つ
で

き
た
ら
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
、
途
中
で
丸
を
も
ら
い
に
来

さ
せ
る
。
丸
を
付
け
る
時
は
、「
列
を
作
ら
な
い
こ
と
」

が
重
要
で
あ
る
。

練
習
問
題
に
時
間
が
取
れ
な
い
時
は
、
一
問
や
二
問
だ

け
選
択
し
て
や
ら
せ
る
こ
と
も
あ
る
。

さ
ら
に
東
京
書
籍
に
は
、
最
下
部
に
「
ほ
じ
ゅ
う
の
問

題
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
早
く
で
き
た
子
に
は
そ
こ
を
や

ら
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
で
、
こ
こ
に
全
て
書

く
こ
と
は
で
き
な
い
。
詳
し
く
は
「
向
山
型
算
数
」
関
連

の
書
籍
や
セ
ミ
ナ
ー
で
共
に
学
ん
で
い
き
た
い
。

一斉指導で教える「例題・類題・練習
問題の解き方」
教科書の構造を読み取り、子供に力を付ける向山型算数指導。

東京都港区立赤羽小学校 利
とし

田
だ

勇
ゆう

樹
き

しっかり教えてから探究学習へ―算数編　
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文
章
問
題
を
指
導
す
る
上
で
、「
筋
道
を
立
て
て
考
え

る
力
を
育
て
る
」
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

向
山
洋
一
氏
は
、

文
章
題
と
い
う
の
は
、
つ
ま
り
問
題
に
出
て
く
る
数

（
量
）
と
数
（
量
）
の
関
係
を
式
に
ま
と
め
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
あ
る
。（『
教
え
方
の
プ
ロ
・
向
山
洋

一
全
集
24
「
向
山
型
算
数
」
以
前
の
向
山
の
算
数
』

明
治
図
書
）

と
述
べ
て
い
る
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
手
順
で
教
え
て
い
く
の
か
？　

向

山
氏
の
指
導
を
も
と
に
述
べ
て
い
く
。

　

第
一
に
、
文
章
問
題
の
基
本
型
を
見
抜
く
。
文
章
問
題

に
は
、
あ
ら
か
た
「
場
面
」「
条
件
」「
問
い
」
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、

「
場
面
」
さ
る
が
７
ひ
き
い
ま
す
。

「
条
件
」
９
ひ
き
き
ま
し
た
。

「
問
い
」
さ
る
は
、
ぜ
ん
ぶ
で
な
ん
び
き
に
な
り
ま

し
た
か
。

と
な
る
。

第
二
に
、
問
題
文
を
読
ま
せ
る
。「
一
回
読
ん
だ
ら
○

に
色
を
塗
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
っ
た
可
測
的
な
方
法
や
、

「
す
ら
す
ら
読
め
る
ま
で
読
み
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
目
安

の
提
示
が
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
に
、
問
題
場
面
全
体
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、
次
に
ど

う
な
っ
た
か
を
問
う
。

「
一
言
で
言
う
と
ど
ん
な
お
話
で
す
か
」（
さ
る
の
全

部
の
数
を
数
え
る
お
話
）

「
は
じ
め
は
、ど
う
だ
っ
た
の
で
す
か
」（
７
ひ
き
い
た
）

「
次
に
、
ど
う
な
っ
た
の
で
す
か
」（
９
ひ
き
き
た
）

「
さ
る
は
何
匹
き
ま
し
た
か
」
と
条
件
を
直
接
は
聞
か
な

い
。
条
件
を
自
分
で
見
付
け
る
力
を
奪
っ
て
は
い
け
な
い
。

自
分
で
見
付
け
る
か
ら
こ
そ
、
力
が
付
く
。

　

第
四
に
、
問
題
文
を
絵
（
図
）
に
表
す
。
イ
ラ
ス
ト
図

や
だ
ん
ご
図
、
テ
ー
プ
図
、
線
分
図
、
面
積
図
な
ど
、
学

年
の
実
態
に
応
じ
て
か
か
せ
る
。

　

低
学
年
や
低
位
の
子
に
は
、
薄
く
か
い
た
も
の
を
な
ぞ

ら
せ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
大
事
な
の
は
、
絵
（
図
）
を
か

い
て
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
こ
と
だ
。

　

第
五
に
、
式
、（
ひ
っ
算
）、
答
え
を
書
か
せ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
手
順
を
繰
り
返
し
、
自
分
の
力
で
乗
り
越

え
て
い
く
子
に
育
て
た
い
。

神奈川県逗子市立沼間小学校 宮
みや

森
もり

裕
ゆう

太
た

一斉指導で教える「文章問題を解く手順」
全体をイメージさせ、次にどうなったか問うことで、自分の力で乗り越えていく力を育てる。

神神奈奈川川県県 宮宮森森 裕裕太太

１．文章問題の基本型

一斉指導で教える「文章問題を解く手順」

文章題というのは、まず文章の意味を理解しなければならない。しかるのちに、求めるものを見つけて、求めるまでのいくつかの条件をクリアしなければならない。
文章題に強くなるというのは、このような関門を自分の力で乗り越えていく力を育ててやるということなのである。

文章題というのは、つまり問題に出てくる数 量 と数 量 の関係を式にまとめるということなのである。
全集２４「向山型算数」以前の算数

「場面」さるが７ひきいます。
「条件」９ひききました。
「問い」さるは、ぜんぶでなんびきに

なりましたか。

２．問題文を読む

【可測的な方法】
「１回読んだら○に色を塗りましょう」
【目安の提示】
「すらすら読めるまで読みましょう」

３．問題場面全体をイメージ
させ、次にどうなったか問う

４．問題文を絵 図 に表す ５．式、 ひっ算 、答えを書く

「一言で言うとどんなお話ですか。」
さるの全部の数を数えるお話
「はじめは、どうだったのですか。」
７ひきいた。
「次に、どうなったのですか。」
９ひききた。

イラスト図やだんご図、テープ図、
線分図、面積図など学年の実態に
応じて書かせる。

式、ひっ算、答えの３点セットを書くこ
とを教える。
答えは、単位を忘れないことを伝える。

算数文献による文章問題指導の方法 文章問題スキル一例

しっかり教えてから探究学習へ―算数編　

上記の図は
以下の

QRコードから
ダウンロード
できます。
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「
探
究
学
習
」
の
前
に
ま
ず
は
一
斉
指
導

一
斉
指
導
の
授
業
力
を

21 2023. 7

一斉指導で教える
「できなかった問題の攻略法」
できなかった問題をできるようにさせる仕組みをつくることが学力向上には大切である。

１　

答
え
を
写
さ
せ
る

練
習
問
題
で
は
、
早
く
で
き
た
子
供
に
板
書
さ
せ
る
。

板
書
さ
せ
る
こ
と
で
、
問
題
が
分
か
ら
な
い
子
供
の
参
考

に
さ
せ
る
。
答
え
を
間
違
え
た
場
合
は
、
写
さ
せ
る
。
写

し
て
い
る
間
に
分
か
る
よ
う
に
な
る
。

子
供
た
ち
に
「
写
す
の
も
お
勉
強
の
う
ち
。
一
番
い
け

な
い
こ
と
は
、
ノ
ー
ト
に
何
も
書
か
な
い
こ
と
で
す
」
と

答
え
合
わ
せ
の
た
び
に
言
っ
て
い
る
。
低
学
年
だ
と
、
教

師
が
「
写
す
の
も
…
…
」
と
言
う
と
、
子
供
が
「
お
勉
強

の
う
ち
」
と
言
う
よ
う
に
な
る
。

こ
の
時
に
大
切
な
こ
と
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
わ
せ
な
い

こ
と
だ
。
消
し
ゴ
ム
を
使
わ
せ
て
い
る
と
、
な
ぜ
間
違
え

た
の
か
分
か
ら
な
く
な
る
。
赤
鉛
筆
で
×
を
書
き
、
下
や

隣
に
正
し
い
答
え
を
写
さ
せ
る
。

２　

で
き
な
か
っ
た
問
題
は
、
も
う
一
度
解
き
直
さ
せ
る

間
違
え
た
問
題
を
写
し
た
だ
け
で
終
わ
っ
て
は
い
け
な

い
。
間
違
え
た
問
題
は
、
も
う
一
度
解
き
直
さ
せ
る
。

一
番
良
い
の
は
、
授
業
の
残
り
五
分
程
度
を
使
っ
て
、

解
き
直
さ
せ
る
こ
と
だ
。
授
業
中
に
時
間
を
確
保
す
れ
ば
、

ど
の
子
も
解
き
直
す
こ
と
が
で
き
る
。

時
間
が
な
く
難
し
い
場
合
で
も
、
宿
題
や
朝
学
習
な
ど

の
時
間
に
必
ず
も
う
一
度
解
か
せ
る
。
間
違
え
た
問
題
を

そ
の
ま
ま
に
し
て
は
い
け
な
い
。

３　

教
科
書
チ
ェ
ッ
ク
で
、
確
実
に
解
き
直
さ
せ
る

教
師
が
い
く
ら
「
解
き
直
す
の
は
大
切
だ
か
ら
、
も
う

一
度
解
き
な
さ
い
」
と
言
っ
て
も
、
全
て
の
子
供
が
解
き

直
す
と
は
限
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕
組
み

を
作
る
必
要
が
あ
る
。

答
え
合
わ
せ
を
し
た
ら
、
教
科
書
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
。

問
題
番
号
の
と
こ
ろ
に
、
一
回
で
で
き
た
ら
「
＼
」。
間

違
え
た
り
、
答
え
を
写
し
た
り
し
た
ら
「

」
を
付
け
る
。

そ
し
て
、
改
め
て
一
人
で
解
く
。
こ
の
時
で
き
れ
ば

「
＼
」
を
付
け
る
。

も
し
、
再
び
間
違
え
た
ら
も
う
一
度
「

」
を
付
け
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
全
て
の
問
題
に
「
＼
」
が
付
く
よ

う
に
さ
せ
る
。

教
師
は
、
単
元
の
終
わ
り
に
全

て
の
問
題
に
「
＼
」
が
付
い
て
い

る
か
、
確
認
を
す
る
。

こ
う
す
る
こ
と
で
、
子
供
は
で

き
な
か
っ
た
問
題
も
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

愛知県名古屋市立日比津小学校 岩
いわ

井
い

俊
とし

樹
き

しっかり教えてから探究学習へ―算数編　
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１　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
「
情
報
を
集
め
る
」

　

五
年
の
社
会
科
で
、
災
害
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

検
索
を
し
た
。
次
の
こ
と
を
一
斉
指
導
し
た
。

①　

ノ
ー
ト
に
キ
ー
ワ
ー

ド
を
書
か
せ
る
。

②　

キ
ー
ワ
ー
ド
を
二
つ

以
上
選
ん
で
入
力
さ
せ

る
。
入
力
の
際
は
、
単

語
と
単
語
の
間
を
空
け

さ
せ
る
。（
上
図
）

③　
「
キ
ッ
ズ
」
と
入
れ

る
と
、
子
ど
も
向
け
サ

イ
ト
が
出
る
こ
と
を
教

え
る
。

　

他
に
も
社
会
科
の
場
合
は
、「
公
的
機
関
（
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
政
府
（
内
閣
府
、
環
境
省
な
ど
）
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
）」
の
情
報
も
参
照
さ
せ
た
い
。
調
べ
た
情
報
を

活
用
さ
せ
る
際
は
、「
出
典
」
を
教
え
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
タ
イ
ト
ル
を
ノ
ー
ト
や
発
表
ス
ラ
イ
ド
に
明
記
さ
せ

る
。
こ
う
し
た
「
検
索
」
や
「
表
記
の
作
法
」
は
教
え
な

い
と
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
。

２　

教
科
書
か
ら
「
情
報
を
集
め
る
」

　

教
科
書
で
「
情
報
を
集
め
る
」
の
は
、
意
外
と
難
し
い
。

学
力
低
位
の
子
は
、
教
科
書
を
避
け
て
、
す
ぐ
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
を
始
め
る
。
だ
が
、
基
本
的
な
知
識

（
情
報
）
は
、
教
科
書
か
ら
集
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

社
会
科
の
場
合
は
、
資
料
の
読
み
方
を
教
え
る
。
例
え

ば
「
グ
ラ
フ
の
読
み
取
り
」
な
ら
、「
３
２
５
の
基
本
要

件
」
を
確
認
す
る
（
３
：
タ
イ
ト
ル
出
典
年
度　

２
：

縦
軸
横
軸　

５
：
変
化
の
傾
向
）。

「
タ
イ
ト
ル
は
何
で
す
か
」

「
出
典
は
ど
こ
で
す
か
」

「
年
度
は
い
つ
で
す
か
」

初
め
は
、
一
斉
指
導
の
中
で
教

師
が
問
い
か
け
る
。
慣
れ
て
き
た

ら
、
子
供
に
自
分
で
確
か
め
る
よ

う
に
促
す
。
年
間
を
通
し
て
、
教

師
が
学
び
方
を
育
て
て
い
く
。

　

社
会
科
で
あ
れ
ば
資
料
、
国
語
で
あ
れ
ば
言
葉
や
文
、

算
数
で
あ
れ
ば
式
や
図
な
ど
、
教
科
に
よ
っ
て
情
報
に
は

種
類
が
あ
る
。
教
師
が
多
種
多
様
な
情
報
を
読
み
取
る
た

め
の
方
法
を
一
斉
指
導
で
教
え
、
子
供
が
「
情
報
を
集
め

る
」
学
び
方
技
能
を
高
め
て
い
く
。
こ
れ
が
基
本
線
だ
。

神奈川県横浜市立高田小学校 水
みず

本
もと

和
かず

希
き

一斉指導で教える「情報の集め方」
一斉指導で「インターネット」「教科書」を活用した「情報の集め方」を教える。
こうした「学び方」を子供たちが身に付けて初めて、探究的な学習の土台が整う。

しっかり教えてから探究学習へ―学び方編　
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全員が発表することを
「授業の当たり前」にしよう
「指名なし発表」を取り入れよう。「ためる、ほめる、つめる」で発表させるからこそ、全
員に力が付くのである。

　
　
授
業
に
「
指
名
な
し
発
表
」
を
取
り
入
れ
る

　

四
分
五
五
秒
。

　

担
任
す
る
六
年
生
三
〇
人
が
発
表
に
要
し
た
時
間
で
あ

る
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

※
１

に
書
い
た
感
想
を
全
員
に
発
表

さ
せ
た
と
き
の
こ
と
だ
。

　

次
の
よ
う
に
進
め
た
。

①　

全
員
が
感
想
を
発
表
す
る
こ
と
を
告
げ
る
。

②　

指
示
１
発
表
は
一
人
二
〇
秒
ほ
ど
と
し
ま
す
。

③　

指
示
２
ま
ず
一
人
で
練
習
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

④　

指
示
３
次
に
時
間
を
計
っ
て
や
っ
て
み
ま
す
。
全

員
起
立
。
用
意
、
始
め
。

⑤　

指
示
４
お
隣
の
人
に
発
表
し
ま
す
。
ま
ず
廊
下
側

の
人
か
ら
。
起
立
。
用
意
、
始
め
。

⑥　

指
示
５
次
に
窓
側
。
起
立
。
用
意
、
始
め
。

⑦　

指
示
６
全
体
で
発
表
し
ま
す
。
自
信
の
な
い
人
か

ら
発
表
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

④
か
ら
⑥
は
、
タ
イ
マ
ー
で
二
〇
秒
間
計
っ
た
。

　

⑦
の
よ
う
な
発
表
を
「
指
名
な
し
発
表
」
と
い
う
。
向

山
洋
一
氏
が
考
案
し
た
画
期
的
な
方
法
で
あ
る
。

多
く
の
教
室
で
行
わ
れ
て
い
る
発
表
は
、
指
名
に
よ
る

発
表
だ
ろ
う
。
発
言
し
た
い
一
部
の
子
が
挙
手
し
、
教
師

が
指
名
す
る
。
こ
れ
で
は
全
員
参
加
の
授
業
と
は
言
え
な

い
。
探
究
型
学
習
を
目
指
す
上
で
も
弊
害
と
な
る
。

　
　「
た
め
る
、
つ
め
る
、
ほ
め
る
」

　

感
想
で
は
な
く
、
意
見
な
ら
ど
う
発
表
さ
せ
る
か
。

　

た
と
え
ば
次
の
話
型
を
教
え
る
と
良
い
。

1

結
論
○
○
だ
と
思
い
ま
す
。

2

根
拠　

教
科
書
■
ペ
ー
ジ
の
□
行
目
を
見
て

く
だ
さ
い
。
こ
こ
に
〜
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

3

解
釈
こ
れ
は
△
△
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
こ
か
ら
△
△
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

4

結
論
だ
か
ら
○
○
で
す
。

意
見
を
言
わ
せ
る
前
に
、
ノ
ー
ト
指
導
も
必
要
で
あ
る
。

1
か
ら
4
の
内
容
を
、
発
表
前
に
書
か
せ
て
お
く
。
子
供

た
ち
の
中
に
「
話
し
た
い
内
容
」
が
溜
ま
っ
て
い
な
け
れ

ば
、
意
見
が
言
え
な
い
。

ま
た
、
当
然
な
が
ら
ク
ラ
ス
に
二
、
三
人
は
書
け
な
い

子
が
い
る
だ
ろ
う
。
例
示
な
ど
し
て
個
別
指
導
す
る
と
良

い
。
全
員
が
書
い
た
か
ど
う
か
、
詰
め
る
こ
と
が
必
要
だ
。

そ
の
上
で
、
書
け
た
子
や
発
表
し
た
子
を
「
褒
め
て
、

褒
め
て
、
褒
め
ま
く
る
」
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

こ
の
「
た
め
る
、
つ
め
る
、
ほ
め
る
」
は
、
谷
和
樹
氏

が
提
案
し
た
方
法
だ

※
２

。
ぜ
ひ
追
試
し
て
ほ
し
い
。

山形県山形市立蔵王第一小学校 佐
さ

藤
とう

智
とも

彦
ひこ

しっかり教えてから探究学習へ─学び方編：一斉指導で教える「発表のしかた」

※
１  『
知
的
生
活
習
慣
が
身
に
つ
く
学
級
経
営
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
11
ケ
月
＋

α　

５
・
６
年
』（
学
芸
み
ら
い
社
）
６
年
生
５
月
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
「
自

主
勉
強
の
や
り
方
を
共
有
し
よ
う
」

※
２  『
谷
和
樹
の
国
語
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
キ
ル
』（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業

技
量
検
定
）
九
〜
一
〇
頁
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探
究
型
の
授
業
を
進
め
る
前
提
条
件
と
し
て
、

子
供
た
ち
が
「
自
分
た
ち
だ
け
で
議
論
し
、
思
考
を

深
め
て
い
く
力
」
を
身
に
付
け
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
斉
授
業
の
中
で
討
論
の
経
験
を
積
ま
せ
な
け
れ
ば
、

探
究
型
の
授
業
を
実
現
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　

討
論
と
い
う
と
国
語
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
道
徳
で

も
実
践
は
可
能
だ
。

中
三
の
道
徳
教
科
書
に
「
二
人
の
弟
子
」
と
い
う
教
材

が
あ
る
。
厳
し
い
修
行
に
耐
え
切
れ
ず
逃
げ
出
し
た
仲
間

が
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
心
を
入
れ
替
え
て
戻
っ
て
き
た
。

そ
の
こ
と
に
主
人
公
が
戸
惑
い
葛
藤
す
る
、
と
い
う
話
で

あ
る
。

教
材
文
を
読
ん
だ
う
え
で
、
次
の
発
問
を
し
た
。

発
問

自
分
だ
っ
た
ら
戻
っ
て
き
た
仲
間
を
許
せ
る
か
、

許
せ
な
い
か
。

討
論
の
基
本
と
し
て
次
が
あ
る
。

意
見
が
分
裂
す
る
発
問
を
す
る
。

今
回
で
言
え
ば
、「
許
せ
る
か
許
せ
な
い
か
」
で
あ
る
。

選
択
肢
が
二
つ
な
の
で
、
立
場
が
明
確
に
な
る
。

ノ
ー
ト
に
書
か
せ
、
前
に
持
っ
て
こ
さ
せ
る
。
自
信
を

も
た
せ
る
た
め
に
教
師
が
〇
を
付
け
た
上
で
、
意
見
を
発

表
さ
せ
た
。

「
許
し
ま
す
。
心
を
入
れ
替
え
て
戻
っ
て
き
た
ん
だ
か
ら
、

や
り
直
し
の
チ
ャ
ン
ス
を
あ
げ
た
い
」

「
許
せ
ま
せ
ん
。
勝
手
に
逃
げ
出
し
て
お
い
て
帰
っ
て
く

る
な
ん
て
信
じ
ら
れ
な
い
」

発
表
の
際
に
は
次
の
よ
う
に
指
示
を
し
て
お
く
。

指
示

仲
間
の
意
見
で
「
自
分
と
は
違
う
な
」
と
思
う

部
分
は
ノ
ー
ト
に
メ
モ
を
し
て
お
き
な
さ
い
。

討
論
の
際
に
大
切
な
こ
と
と
し
て
次
が
あ
る
。

意
見
の
発
表
で
終
え
ず
、
論
を
絡
ま
せ
て
い
く
こ
と

生
徒
Ａ
「
Ｂ
く
ん
は
『
勝
手
に
逃
げ
出
し
た
』
と
言
い
ま

し
た
が
、
も
し
か
し
た
ら
何
か
事
情
が
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
一
切
聞
か
ず
に
『
許
せ
な
い
』

は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
で
す
か
」

教
師
「
こ
の
点
に
つ
い
て
意
見
が
あ
る
人
は
ど
う
ぞ
」

生
徒
Ｃ
「
逃
げ
出
し
た
理
由
は
教
科
書
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。
勝
手
に
逃
げ
た
と
読
み
取
っ
て
い
い
と
思
い
ま

す
」

生
徒
Ｄ
「
す
ぐ
に
は
許
せ
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、

復
帰
し
た
様
子
を
見
て
判
断
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い

で
す
か
」

　

想
い
の
ぶ
つ
け
合
い
で
は
な
く
、
論
点
を
明
確
に
し
て

意
見
を
交
換
し
、
思
考
を
深
め
る
経
験
を
積
ま
せ
た
い
。

埼玉県さいたま市立指扇中学校 星
ほし

野
の

優
ゆう

子
こ

道徳でも「討論」の経験をさせる
互いの意見を聞き、論点を絞って話し合う経験を積ませる。

しっかり教えてから探究学習へ─学び方編：一斉指導で教える「討論のしかた」



特集

「
探
究
学
習
」
の
前
に
ま
ず
は
一
斉
指
導

一
斉
指
導
の
授
業
力
を

25 2023. 7

一斉指導で教える
「１時間のまとめ」の書き方
「１時間のまとめ」の書き方の一斉指導は、初期段階では行わない。解き方が身に付き、
その解き方を使っているという実感があり、まとめの際に、キーワード指定があれば、児

童は「１時間のまとめ」を書くことができる。一斉
指導を行うのは、「１時間のまとめ」の質を高める時
である。

　

今
年
一
月
、
小
嶋
悠
紀
氏
の
学
級
を
参
観
し
た
。
参
観

し
た
国
語
、
算
数
共
に
探
究
型
の
授
業
で
あ
っ
た
。
児
童

は
、「
情
報
収
集
」「
課
題
設
定
」
し
た
後
に
、
課
題
に
取

り
組
み
、「
振
り
返
り
」
を
行
っ
て
い
た
。

本
論
文
の
テ
ー
マ
、「
一
時
間
の
ま
と
め
」
は
、
こ
の

う
ち
の
「
振
り
返
り
」
パ
ー
ツ
に
当
た
る
。

小
嶋
学
級
の
算
数
授
業
に
お
け
る
、
あ
る
児
童
の
振
り

返
り
は
次
で
あ
る
。

　

が
い
数
の
わ
り
算
は
、
あ
ま
り
自
信
が
な
か
っ
た

け
ど
、
上
か
ら
〜
け
た
ま
で
の
四
捨
五
入
を
忘
れ
ず

に
勉
強
し
た
ら
、
が
い
数
を
た
く
さ
ん
覚
え
ら
れ
て

よ
か
っ
た
で
す
。

　

小
嶋
氏
は
、
こ
の
児
童
（
Ａ
児
）
の
振
り
返
り
を
褒
め

て
い
た
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
太
字
の
部
分
で
あ
る
。「
上
か
ら
〜

ま
で
の
四
捨
五
入
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
、
Ａ
児
が
な

ぜ
書
け
た
の
か
。
そ
の
答
え
は
三
つ
あ
る
。

一
つ
め
は
、「
学
習
シ
ー
ト
」
に
キ
ー
ワ
ー
ド
が
示
さ

れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
小
嶋
氏
は
、
学
習
シ
ー
ト
の
振

り
返
り
の
項
目
に
、「
上
か
ら
〜
け
た
ま
で
」「
四
捨
五

入
」
等
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
記
し
て
い
た
。
児
童
は
、
そ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
、
振
り
返
り
を
書
い
て
い
た
。

二
つ
め
は
、「
上
か
ら
〜
け
た
ま
で
」
の
四
捨
五
入
が

身
に
付
い
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
振
り
返
り
で
キ
ー
ワ
ー

ド
が
示
さ
れ
て
い
て
も
、
実
際
に
問
題
が
解
け
な
け
れ
ば

意
味
が
な
い
。
小
嶋
氏
は
、
単
元
の
初
期
に
、「
上
か
ら

〜
け
た
ま
で
」
の
問
題
を
、
向
山
実
践
「
ま
で
さ
ん
」
の

基
本
型
を
使
っ
て
一
斉
指
導
し
て
い
た
。

三
つ
め
は
、「
上
か
ら
〜
け
た
ま
で
」
の
基
本
型
が
、

「
情
報
収
集
」
パ
ー
ツ
で
示
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

「
情
報
収
集
」
パ
ー
ツ
で
は
、
子
供
た
ち
が
、
小
嶋
氏
作

成
の
「
学
習
情
報
」
か
ら
解
き
方
を
収
集
し
、
課
題
を
設

定
す
る
。
こ
の
「
学
習
情
報
」
に
、「
上
か
ら
〜
ま
で
」

の
基
本
型
（「
ま
で
さ
ん
」）
が
記
さ
れ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
Ａ
児
が
、
こ
の
「
一
時
間
の
ま
と
め
」
を
書

く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、「
一
時
間
の
ま
と
め
」
の
書
き

方
を
、
小
嶋
氏
が
一
斉
指
導
し
た
か
ら
で
は
な
い
。

　

さ
て
、
一
月
の
段
階
で
は
子
供
た
ち
の
振
り
返
り
を
褒

め
て
い
た
小
嶋
氏
が
、
そ
の
後
、
振
り
返
り
に
つ
い
て
指

導
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
振
り
返
り
の
質
を
高
め
る
た
め

で
あ
る
。
詳
細
は
、
探
究
型
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー

等
で
小
嶋
氏
よ
り
語
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

私
の
学
級
で
も
キ
ー
ワ
ー
ド
指
定
の
振
り
返
り
を
行
っ

た
。
上
の
写
真
は
、
大
川
学
級
児
童
（
小
学
二
年
）
の

「
後
転
」
の
家
庭
学
習
に
お
け
る
振
り
返
り
で
あ
る
。（
詳

細
は
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
）

長野県公立小学校 大
おお

川
かわ

雅
まさ

也
や

しっかり教えてから探究学習へ─学び編



26

１　

技
術
は
蓄
積
が
可
能

　

向
山
洋
一
氏
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

第
四
に
こ
れ
ら
の
技
術
は
蓄
積
が
可
能
で
す
。

「
視
点
」
の
学
習
で
得
た
も
の
は
、
一
人
一
人
に

蓄
積
さ
れ
、
ず
っ
と
生
き
続
け
ま
す
。

（『
新
・
向
山
洋
一
実
物
資
料
集
３
巻
』
教
育
技

術
研
究
所
）

　

こ
れ
は
分
析
批
評
と
い
う
文
学
教
材
を
教
え
る

指
導
法
に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
章
だ
。
私
に
と
っ

て
、
こ
の
文
章
は
I
C
T
活
用
ス
キ
ル
を
子
供
た

ち
に
教
え
る
際
の
指
針
と
な
っ
て
い
る
。

I
C
T
活
用
ス
キ
ル
も
同
じ
よ
う
に
「
蓄
積
が

可
能
」
で
あ
る
か
ら
だ
。
一
斉
指
導
の
中
で
教
え

て
お
け
ば
、
そ
の
ス
キ
ル
は
、
そ
の
後
も
様
々
な

場
面
に
転
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

ま
ず
は
「
構
造
」
を
教
え
る

Google
Classroom

（
以
下
、
ク
ラ
ス
ル
ー

ム
）
は
年
間
を
通
し
て
、
最
も
多
く
使
う
ア
プ
リ

だ
。
使
い
こ
な
す
た
め
に
は
、
構
造
を
教
え
る
と

良
い
。
一
斉
授
業
で
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
の
画
面
構
造

を
読
解
さ
せ
る
の
だ
。

　

準
備
す
る
も
の
は
、
そ
の
学
級
で
使
っ
て
い
る

ク
ラ
ス
ル
ー
ム
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
プ
リ
ン
ト
ア

ウ
ト
し
た
紙
で
あ
る
。
子
供
た
ち
に
一
人
一
枚
配

付
し
て
お
く
。

発
問

こ
の
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
の
タ
イ
ト
ル
は
何
で
す

か
。
タ
イ
ト
ル
が
分
か
る
部
分
を
丸
で
囲
み
な
さ

い
。

　

子
供
た
ち
は
す
ぐ
に
鉛
筆
で
囲
む
。
答
え
を
示

し
、
大
い
に
褒
め
る
。「
タ
イ
ト
ル
」
と
書
き
込

ま
せ
る
。

発
問

こ
の
ク
ラ
ス
でM

eet

に
参
加
し
た
い
時
は

ど
こ
を
押
し
ま
す
か
。
囲
み
な
さ
い
。

　

こ
れ
も
す
ぐ
に
分
か
る
。
褒
め
た
後
に
、

「
ミ
ー
ト
の
入
り
口
」
と
書
き
込
ま
せ
る
。

発
問

先
生
が
授
業
で
使
う
課
題
や
資
料
を
見
た
い

と
き
は
、
画
面
を
切
り
替
え
る
と
便
利
で
す
。
ど

こ
を
押
す
と
切
り
替
わ
り
ま
す
か
。

「
授
業
」
と
い
う
部
分
を
押
す
と
切
り
替
わ
る
。

こ
れ
も
紙
に
書
き
込
ま
せ
る
。

　

タ
イ
ト
ル
部
分
に
あ
る
画
像
の
よ
う
に
、
構
造

を
読
み
取
ら
せ
な
が
ら
、
紙
に
書
き
込
ま
せ
て
い

く
。
子
供
た
ち
は
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
を
よ
り
ス
ピ
ー

北海道北見市立三輪小学校 塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

「構造」を教え、系統性のある学び方を
蓄積させていく

Google Classroomから、自分に必要な情報をいつで
も取り出せるスキルを身に付けさせる。その後に学
び方を蓄積させていく。

一斉指導での学びを１年間活用する─Google Classroomでの「学ぶシステム」
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ド
感
を
も
っ
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

３　

ト
ピ
ッ
ク
機
能
で
教
師
が
整
理
す
る

　

ク
ラ
ス
ル
ー
ム
の
「
授
業
」
に
は
、
子
供
た
ち

に
教
え
た
「
学
び
方
」
を
蓄
積
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
際
、
便
利
な
の
が
「
ト
ピ
ッ
ク
」
だ
。

教
師
の
投
稿
し
た
課
題
や
資
料
を
ラ
ベ
リ
ン
グ
し

て
、
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
学
習
用
語
」「
グ
ラ
フ
の
読
み
取
り
方
」「
理
科

の
重
要
語
句
一
覧
」「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
な
ど
、

他
の
学
習
に
転
用
で
き
る
「
学
び
方
」
や
「
資

料
」
を
教
科
ご
と
に
整
理
し
て
お
く
。
子
供
た
ち

が
、
い
つ
で
も
そ
れ
ら
の
情
報
を
取
り
出
せ
る
よ

う
に
整
理
し
て
お
く
と
良
い
。

４　

系
統
的
に
教
え
て
い
く

　

今
、
目
の
前
の
子
供
た
ち
に
教

え
た
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
の
活
用
ス
キ

ル
が
一
年
後
、
ま
た
は
数
年
後
、

ど
の
よ
う
な
姿
に
つ
な
が
る
の
か

考
え
な
が
ら
指
導
す
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
教
師
自
身
が
系
統
的
に

整
理
し
て
お
く
と
良
い
。
下
は
、

私
が
情
報
活
用
能
力
と
い
う
枠
組

み
で
小
学
校
六
年
間
の
系
統
を
整

理
し
た
も
の
だ
（
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
詳
細
を
閲
覧
で
き
る
）。「
課

題
」
を
確
認
し
、
ス
ト
リ
ー
ム
で

意
見
交
流
を
し
な
が
ら
、
問
題
解

決
し
て
い
く
姿
を
目
指
し
た
。

「
遠
く
」
を
見
据
え
な
が
ら
、「
学

び
方
」
を
蓄
積
さ
せ
て
い
き
た
い
。

育成する項目 小１〜２（体験を蓄積し習得へ） 小３〜４（習得から活用へ） 小５〜６（活用から探究へ） 中学校以降（探求）

カメラ カメラアプリで写真を撮影できる。
フロント・バックのカメラ切り替えができる。

必要に応じてノートや⾃分の学習の様⼦などを動画で撮影できる。 撮影した写真や動画のデータをクラウドにアップロードできる。 アップロードでしたデータを他の⼈にリンクで共
有できる。

キーボード入力
運動技能として捉え、３年⽣以上は毎⽇５
分間以上のタイピング練習（朝⾃習など）
を実施。
キーボー島の段級位を⽬標の尺度とする。

【1年生】目標：自分なりの方法で文字を入力できる
画⾯キーボードの指書きで⽂字を⼊⼒できる。
ローマ字⼊⼒という⽅法があることを知る。
【2年生】目標：1分間に10文字を入力できる
アルファベットの⽂字⼊⼒の体験。ホームポジションを知る。
半⾓・全⾓の⽂字の⼊⼒練習。タイピング練習ソフトを体験する。
簡単な⽂章の⼊⼒練習（例：「あいうえお」など）

【3年生】目標：1分間に25文字を入力できる（13級程度）
アルファベットの⽂字⼊⼒の練習（⼤⽂字・⼩⽂字の区別）
記号の⼊⼒練習（例：「！」「？」「、」「。」など）
タッチパッドの操作に慣れる。
【4年生】目標：1分間に30文字を入力できる（6級程度）
キーボードのショートカットキーの説明と練習（コピー・ペースト）

【5年生】目標：1分間に40文字を入力できる（2級程度）
⻑⽂の⼊⼒練習。
キーボードのショートカットキーの説明と練習（スクリーン
ショット・カット・取り消し）
【6年生】目標：1分間に60文字以上を入力できる（初段程度）
⻑⽂の⼊⼒練習。

１分間に６０⽂字以上を⼊⼒し、⾃分の考えを⽂
章で表現できる。
オンラインでのコミュニケーションやプログラミ
ングの授業にも積極的に参加し、キーボード⼊⼒
を活かす練習をする

クラスルーム＆Meet
教え⽅動画
Chromebook開き
新年度資料

①Google Classroomの基本的な機能に触れる（ログイン・ログアウト、
クラスへの参加）
②先⽣からの投稿を確認できる。コメントできる。
③Classroomの画⾯構造を⼤まかに理解する。
④Meetに参加し、ミュート、カメラオフなどの⼿続きができる。

①Google Classroomにクラスコードを⼊⼒して参加できる。
②先⽣からの授業資料や課題、ルーブリックなどを⾃分で確認できる。
③Classroomの画⾯構造やトピックの構造を理解する。
④課題を提出できる。
⑤Meetのバーチャル背景やチャットの機能を使うことができる。

①ストリームに学習問題や学習計画を作成し、投稿できる。
②先⽣からの授業の流れ（タスク）を確認して学習に取り組む。
③先⽣や友達とルーブリックを共有して学び⽅を選択できる。
④クラスメートとストリームで問題解決のために議論できる。
⑤Meetの画⾯共有の機能を使うことができる。

①複数のGoogle Classroomから⾃分への課題を確
認できる。
②ストリームでクラスメートと交流しながら、⾃
分たちの学びを計画できる。
③Googleカレンダーの機能を使うことができる。

Jamboard
教え⽅動画

基本的な使い⽅に慣れ親しむ。
絵を描いたり、⽂字を⼊⼒したりできる。
画像や付箋をコピーできる。
ペアや⼩⼈数のグループでの共同編集を体験する。

⾃分が撮影した写真や画像を取り込んだり、テキストボックスなどで⽂章
を書き込んだりしてジャムボードに学習したことをまとめることができる。
⼩⼈数のグループでの共同編集を⾏い、協働的に学習を進めることができ
る（相互参照・他者参照の体験を蓄積させる）。

必要なシンキングツールを背景に設定できる。
⾃分で必要と判断した場⾯で、グループでの共同編集を⾏い、協
働的に学習を進めることができる。
ツールの選択肢の１つとして、使うか否か⾃分で選択できる。

学習課題に合わせて、ツールの選択肢の１つとし
て、使うか否か⾃分で選択できる。
例＿グループでディスカッションする場⾯
複数⼈数で情報を共有する場⾯

ロイロノート
教え⽅動画

基本的な使い⽅に慣れ親しむ。
絵を描いたり、⽂字を⼊⼒したり、提出したりできる。
画像や動画を取り込める。画像や付箋をコピーできる。
ペアや⼩⼈数のグループでの共同編集を体験する。

⾃分が撮影した写真や画像を取り込んだり、⽂章を書き込んだりしてロイ
ロノートに学習したことをまとめることができる。
共有ノートで⼩⼈数のグループでの共同編集を⾏い、協働的に学習を進め
ることができる（相互参照・他者参照の体験を蓄積させる）。

必要なシンキングツールを背景に設定できる。
⾃分で必要と判断した場⾯で、グループでの共同編集を⾏い、協
働的に学習を進めることができる。
ツールの選択肢の１つとして、使うか否か⾃分で選択できる。

学習課題に合わせて、ツールの選択肢の１つとし
て、使うか否か⾃分で選択できる。
例＿グループでディスカッションする場⾯
複数⼈数で情報を共有する場⾯

フォーム
教え⽅動画

アンケートフォームに回答できる。
結果がスプレッドシートに随時、反映されることを体験している。
アンケートの結果の構造を読み取ることができる。

テストモードのフォームに回答できる。
教師が提⽰する回答結果のグラフや資料を読み取り、理解できる。

簡単な設問のアンケートフォーム作成できる。
結果が反映されたスプレッドシートをクラスに共有できる。
結果を活⽤しやすいようにテキストマイニングなどで処理できる。

学習課題に合わせて、ツールの選択肢の１つとし
て、使うか否か⾃分で選択できる。
例＿意⾒や希望を集約する場⾯

スライド
教え⽅動画

教師が共有したスライドを閲覧することができる。
クラスルームでコピー配付されたスライドを操作し、⽂字を⼊⼒し
たり画像を貼り付けたりする体験をする。

⾃分で学習したことをまとめるなどして、デジタル紙芝居を作成できる。
スライドショーを再⽣して、クラスメートにプレゼンすることができる。
⼩⼈数のグループでの共同編集を⾏い、協働的に学習を進めることができ
る（相互参照・他者参照の体験を蓄積させる）。

⽬的に合わせてスライドを作成する。⾃分で必要と判断した場⾯
で、グループでの共同編集を⾏い、協働的に学習を進めることが
できる。
ツールの選択肢の１つとして、使うか否か⾃分で選択できる。

学習課題に合わせて、ツールの選択肢の１つとし
て、使うか否か⾃分で選択できる。
例＿プレゼンする場⾯
複数⼈数で資料を共同で作成する場⾯

ドキュメント
教え⽅動画

教師が共有したドキュメントを閲覧することができる。
クラスルームでコピー配付されたドキュメントを操作し、⽂字を⾳
声⼊⼒したり、画像を貼り付けたりする体験をする。
コメント機能で協働的に学習することができる。

ドキュメントの共同編集機能を使った「しりとり遊び」などを通して、共
同編集機能に慣れ親しむ。
ドキュメントに⽂章を記⼊することができる。

⽬的に合わせて⽂章を作成する。⾃分で必要と判断した場⾯で、
グループでの共同編集を⾏い、協働的に学習を進めることができ
る。
ツールの選択肢の１つとして、使うか否か⾃分で選択できる。

学習課題に合わせて、ツールの選択肢の１つとし
て、使うか否か⾃分で選択できる。
例＿まとまった⽂章を⼊⼒する場⾯
複数⼈数で資料を共同で作成する場⾯

スプレッドシート
教え⽅動画

教師が共有したシートを閲覧することができる。
キーボードの⽮印キーを操作して、セルを移動できる。
シートの共同編集機能を使った「宝さがし遊び」などを通して、操
作に慣れ親しむ。

クラスで同⼀のシートに⼊り、出席番号や名簿のシートに⾃分の考えなど
を共同編集で⼊⼒できる。
実験結果など半⾓数字で⼊⼒できる。棒グラフや折れ線グラフの作成がで
きる。

⽬的に合わせてシートを作成する。⾃分で必要と判断した場⾯で、
グループでの共同編集を⾏い、協働的に学習を進めることができ
る。
ツールの選択肢の１つとして、使うか否か⾃分で選択できる。

学習課題に合わせて、ツールの選択肢の１つとし
て、使うか否か⾃分で選択できる。
例＿調査した数値を表にまとめる場⾯
結果の数値をグラフで表現する場⾯

Canva

Clip champ

Canvaにログインして、描画でお絵描きすることができる。
写真や画像を取り込むことができる。
AIが作成するText to imageで画像作成体験をする。

学習したことをCanvaでまとめることができる。
Clip champにログインして、動画を編集することができる。
AIが編集してくれるツールでスライドショーの作成体験をする。

作成した画像や動画をクラスルームに共有することができる。
ツールの選択肢の１つとして、使うか否か⾃分で選択できる。

学習課題に合わせて、ツールの選択肢の１つとし
て、使うか否か⾃分で選択できる。
例＿動画や画像で表現する場⾯

その他のアプリ ジャストスマイルドリル リンクへ ワードウオール リンクへ
Googleアース リンクへ

メンチメーター リンクへ パドレット リンクへ
クイジーズ リンクへ

アハスライド リンクへ Kahoot! リンクへ
ThinkerCAD リンクへ

ニアポッド リンクへ Google Keep リンクへ
MindMup2 リンクへ

問いの発見 全体を⾒る（⿃の⽬）・⽬をこらす・近づく（アリの⽬）・思い出
す・予想する・問題づくり

疑問に思ったことを整理する。学習問題を作る。予想して学習計画を⽴て
る。・わかったこと、気づいたこと、思ったことを箇条書きにする。

疑問⽂で問いを設定できる。学習計画を⽴て調査⽅法や実験⽅法
を考える。（表現しながら新たな問いを発⾒できる）

メディアから情報を読解し、活⽤する⼈材の育成。
同時に発信者を育成するねらいがある。

情報を集める
⼈に聞く・本で調べる・インターネットで調べる・写真で記録する
絵や⽂で記録する・メモ・タイトル・図書館オリエンテーション・
図書館の本には住所がある。

キーワードを⾒つける・インタビュー・電話のかけ⽅・⼿紙の書き⽅・国
語辞典・図鑑・百科事典・インターネット検索・デジタルカメラ・メモ・
ノートにまとめる・地図帳・観察・実験・引⽤・索引・奥付

Webサイトの構造読解・URLから安全性を読み取る・動画読解・⽇
本⼗進分類法・著作権・統計資料・新聞の構造と読み⽅

情報を整理する マインドマップ・XYチャート・付箋で整理 表・棒グラフ・折れ線グラフ・KJ法・クラゲチャート 帯グラフ・円グラフ・度数分布表・ピラミッドチャート・クラゲ
チャート

表現する
伝える・グループ・クイズ・すごろく・紙芝居・ペープサート・実
物投影機・ポスター・絵地図・新聞・本・じゃばらおり・⼿紙・ハ
ガキ・電話・メール

説明⽂にまとめる・⽩地図にまとめる・年表にまとめる・関係図にまとめ
る

スライドにまとめる・初歩的な動画編集・画像デザイン・３Dソフ
トでの表現

プログラミング
この他に各教科の中でプログラミング的思考
を育成していく。

アンプラグド・ビスケット・スクラッチJr.
⾃分の意図したようにコンピュータに「命令」を出す体験を蓄積す
る。アンプラグドの活動で終わらない。

スクラッチ・アワーオブコード
プログラミングで動く作品のコードを観察したり、リミックスしたりする
体験を通じて「順次処理」「反復処理」「分岐処理」の基本概念に触れる。

ドローン操縦体験・マイクロビット・メイクコード・正多⾓形と
作図 電気のはたらき（センサー）AIプログラミングの体験を通
じて、⾝の回りのプログラミングを発⾒できるようになる。

プログラミングはSDGsの実現やSociety 5.0の社会
を⽀える重要なものであることを理解し、中学校
での「家庭科（技術分野）」の学習に繋げる。

情報モラル
情報セキュリティ

①ID/パスワードは⼤切であること ②撮影のマナー
③チャットに書き込んではいけないこと・チャットマナー
④SNSの使い⽅ ⑤他⼈の作品の⼤切さ

①個⼈情報保護 ②不正アクセス ③ネット記事の信⽤性
④SNSの仕組みと使い⽅ ⑤著作物の使い⽅を考える
⑥ネット上でのコミュニケーションについて考える

①個⼈情報を流出させないネットのつきあい⽅（パスワード等）
②SNS投稿の危険性・注意事項 ③ChatGTPの信⽤性と配慮
④フェイクニュース ⑤危険なURLとドメインの識別

情報端末を安全に活⽤し、インターネットや動画、
AIを活⽤して、学び続ける基盤を⾝につけた⼈材
の育成。

学年別ではなく実態に応じて授業で活⽤していく。

情報活用能力育成のための系統表（案）

９年間で⽬指す情報活⽤能⼒を備えた姿

学
年
の
実
態
に
応
じ
て
*
探
究
の

プ
ロ
セ
ス
を
通
過
さ
せ
な
が
ら

情
報
活
用
能
力
を
育
て
る
A

【習得】一斉指導中心で「学び方」を習得 【活用】「学び方」を活用するため一斉指導は減少する 【探究】探究のプロセスの中で「学び方」を選択する
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ま
た
、
叙
述
の
「（
お
じ
い
さ
ん
が
）

み
み
を
あ
て
た
ら
き
こ
え
た
よ
。」
と

い
う
状
況
か
ら
考
え
て
発
言
し
て
く

る
子
供
も
出
て
く
る
。
大
い
に
褒
め
る
。

　
子
供
た
ち
の
意
見
を
も
と
に
、
大

小
の
声
の
読
み
方
を
全
員
で
行
う
時

間
を
取
る
。
そ
し
て
、
自
分
は
ど
ち
ら

が
よ
い
か
を
決
め
さ
せ
、
挙
手
さ
せ
る
。

　
残
り
の
会
話
文
も
同
様
に
行
う
。

　
三
回
目
で
は
「
お
じ
い
さ
ん
が
穴

か
ら
耳
を
離
し
て
踊
っ
て
い
る
の
に
聞

こ
え
て
い
る
か
ら
『
大
き
く
』
読
ん
だ

方
が
い
い
」
と
い
う
意
見
が
出
て
く
る
。

　
お
話
の
最
後
の
四
回
目
で
は
、
単

に
大
小
で
は
な
く
、
お
話
の
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
な
の
で
徐
々
に
小
さ
く
読

ん
で
い
く
の
が
よ
い
と
い
う
意
見
が

出
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。
ど
の
意
見

に
も
感
心
し
、
理
由
を
も
っ
て
発
言

し
た
り
音
読
し
た
り
で
き
た
こ
と
を

大
い
に
褒
め
れ
ば
よ
い
。

三
　
音
読
を
し
て
確
か
め
る

四
　
他
の
会
話
文
の
読
み
方
を
問
う

　
四
回
出
て
く
る
「
お
む
す
び
　
こ

ろ
り
ん
　
す
っ
と
ん
と
ん
。
こ
ろ
こ
ろ
　

こ
ろ
り
ん
　
す
っ
と
ん
と
ん
。」
に
焦

点
を
当
て
、
次
の
よ
う
に
授
業
す
る
。

発
問  

一
回
目
の
「
お
む
す
び　

こ
ろ
り
ん　
す
っ
と
ん
と
ん
。

こ
ろ
こ
ろ　
こ
ろ
り
ん　
す
っ

と
ん
と
ん
。」
は
、
大
き
く
読

ん
だ
方
が
よ
い
で
す
か
。
小
さ

く
読
ん
だ
方
が
よ
い
で
す
か
。

　
最
初
、
子
供
た
ち
の
多
く
は
読
み

方
を
あ
ま
り
考
え
ず
、
元
気
に
音
読

し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
そ
こ
で
、「
大

小
」
と
い
う
視
点
を
与
え
る
こ
と
で
、

立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
子
供
の
意
見
は
、
分
か
れ
る
。

「
小
さ
く
読
ん
だ
方
が
よ
い
」
と
考

え
る
子
供
の
中
に
、「
ね
ず
み
の
声

だ
か
ら
」
と
会
話
文
の
人
物
に
注
目

す
る
意
見
が
出
て
く
る
。

一
　
会
話
文
の
読
み
方
を
問
う

二
　
理
由
を
問
う

「おむすびころりん」
子供たちの音読の
工夫を引き出す発問
繰り返し登場する台詞（会話文）に
焦点を当てた発問により、子供たち
の音読は変化し、熱中した授業になる。

1年発問 ○回目の「おむすび　ころり
ん　すっとんとん。ころころ　こ
ろりん　すっとんとん。」は、大き
く読んだ方がよいですか。小さく
読んだ方がよいですか。

富山県富山市立神保小学校

渡
わた

辺
なべ

睦
むつ

生
お

光村図書・１年上・P86-93

Japanese
国語

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ

〈
参
考
・
引
用
〉
T
O
S
S
ラ
ン
ド
「
お
む
す

び
こ
ろ
り
ん
」
実
践
記
録
　
武
田
晃
治
氏
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向
山
学
級
で
は
、
調
べ
る
方
法
と

し
て
次
の
五
通
り
の
意
見
を
出
し
て

い
る
。

①　

見
て
、
大
体
の
長
さ
で
決

め
る
。

②

短
い
棒
で
数
え
て
い
っ
て
何

本
分
あ
る
か
を
測
っ
て
い
く
。

③　

長
い
も
の
さ
し
を
用
意
し

て
測
る
。

④　

手
を
広
げ
て
比
べ
る
。

⑤　

棒
を
立
て
て
床
に
つ
け
、

自
分
の
背
の
高
さ
の
ど
こ
ま

で
く
る
か
を
調
べ
る
。

　

た
く
さ
ん
の
意
見
を
子
供
た
ち
に

出
さ
せ
、
最
後
は
直
接
比
較
で
二
本

の
棒
を
比
べ
る
。
ど
ち
ら
が
長
か
っ

た
か
結
果
が
分
か
っ
た
瞬
間
、
教
室

は
「
お
お
！
」
と
歓
声
が
上
が
っ
た
。

〈
参
考
：『
教
師
で
あ
る
こ
と
を
畏
れ
つ
つ
』
向

山
洋
一
著　

学
芸
み
ら
い
社
〉

一
ｍ
近
い
棒
二
本
を
十
字
に
し

て
子
供
た
ち
に
示
す
。

（
赤
と
青
の
二
つ
の
棒
。
差
は
三
〜

五
㎝
ほ
ど
が
良
い
。
本
来
は
ビ
ニ
ル

テ
ー
プ
で
筒
の
も
と
の
色
が
隠
れ
る

く
ら
い
巻
く
と
良
い
）

ど
ち
ら
が
長
い
で
す
か
。

　

子
供
た
ち
に
問
う
。（
赤
だ
！　

い
や
青
だ
！
）
子
供
た
ち
は
口
々
に

言
う
。

　

あ
る
子
が
「
両
方
合
わ
せ
れ
ば
分

か
る
」
と
言
う
が
、「
こ
の
棒
は
合

わ
せ
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
説
明
す
る
。

「
ど
う
し
よ
う
か
」
と
聞
く
と
、「
人

数
の
多
い
方
」
と
返
っ
て
く
る
の
で
、

「
で
は
、
人
数
の
多
い
方
で
い
い
で

す
ね
」
な
ど
と
、
子
供
た
ち
を
煽
る

と
、
教
室
は
さ
ら
に
盛
り
上
が
る
。

ど
ち
ら
が
長
い
か
、
ど
う
し
た

ら
分
か
り
ま
す
か
。予
想
し
ま
す
。

東京都港区立赤羽小学校

利
とし

田
だ

勇
ゆう

樹
き

物を用意し、あれこれ
子供たちに考えを出さ
せ熱中状態をつくる
「どちらが長いですか」この言葉
をキーワードとして、子供にたく
さんの意見を出させる方法。

東京書籍・1年②・P27-31

1年
Mathematics
算数発問 どちらが長いか、どうしたら

分かりますか。予想します。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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た
い
本
の
発
表
原
稿
を
書
き
ま

す
。
ま
ず
、
①
を
書
き
ま
す
。

わ
た
し
の
お
気
に
入
り
の

本
は
、〜
さ
ん
の
「
〜
」
で
す
。

指
示
３  

声
に
出
し
て
読
ん
で
ご
ら

ん
。

　

①
を
書
か
せ
る
前
に
、
声
に
出
し

て
読
ま
せ
る
。

指
示
４  

お
隣
に
聞
い
て
も
ら
い
ま

す
。
二
人
と
も
言
え
た
ら
、
座
り

ま
す
。

　

ペ
ア
で
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
通
り
に
言

え
て
い
る
か
確
認
す
る
。
ま
ず
声
に

出
す
こ
と
で
、
書
く
活
動
に
ス
ム
ー

ズ
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

指
示
５  

今
、
言
っ
た
こ
と
を
ノ
ー

ト
に
書
き
ま
す
。

　

黒
板
に
書
か
れ
て
い
る
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
を
見
な
が
ら
、
ノ
ー
ト
に
書

か
せ
る
。

　

次
の
時
間
、
②
〜
④
も
同
様
の
流

れ
で
指
導
を
行
う
。

〈
参
考
〉
武
田
晃
治
氏
実
践

　

こ
の
単
元
で
は
、
自
分
の
お
気
に

入
り
の
本
を
紹
介
す
る
。
教
科
書
で

は
、
紹
介
メ
モ
を
書
き
、
発
表
さ
せ

る
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

メ
モ
を
見
て
発
表
す
る
の
が
難
し
い

子
も
い
る
。
そ
こ
で
、
発
表
原
稿
の

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
示
し
、
細
分
化
し

て
指
導
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

ど
の
子
も
書
け
る
よ
う
に
な
る
。

指
示
１  

発
表
原
稿
を
読
み
ま
す
。

さ
ん
、
は
い
。

　

教
科
書
に
書
か
れ
て
い
る
発
表
原

稿
を
拡
大
し
、
発
表
の
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
と
し
て
子
供
に
示
す
。
繰
り
返
し

音
読
す
る
こ
と
で
、
発
表
の
型
を
つ

か
ま
せ
る
。

発
問
１  

お
す
す
め
の
本
を
紹
介
す

る
と
き
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
伝

え
た
ら
よ
い
で
す
か
。

　

発
表
原
稿
や
メ
モ
を
も
と
に
発
表

さ
せ
る
。
①
本
の
名
前
②
ど
ん
な
お

話
か
③
す
き
な
と
こ
ろ
（
お
す
す
め

し
た
い
と
こ
ろ
）
④
よ
び
か
け

指
示
２  
み
な
さ
ん
が
お
す
す
め
し

「お気に入りの本を
しょうかいしよう」
発表原稿は、フォーマットを示
し細分化して指導する。

2年指示 発表原稿を書きます。①（本
の名前）が書けたら、先生に見せ
ます。

埼玉県草加市立小山小学校

吉
よし

川
かわ

 たえ

光村図書・２年上・P92-96

Japanese
国語
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「
赤
と
青
、ど
ち
ら
が
多
い
か
な
？
」

（
青
で
す
‼
）

「
本
当
に
そ
う
か
、調
べ
て
み
よ
う
」

「
だ
い
ち
さ
ん
の
考
え
」

「
３
４
７
と
２
８
９
、
何
の
位

を
見
れ
ば
、い
い
で
し
ょ
う
か
？
」

（
百
の
位
で
す
）

「
す
ご
〜
〜
い
！　

大
き
い
位

か
ら
見
る
ん
だ
ね
」

「
先
生
み
た
い
に
、
一
の
位
と
、
十

の
位
を
隠
し
て
。
み
ん
な
は
指
で
隠

す
ん
だ
よ
」

「
３
と
２
。
ど
っ
ち
が
大
き
い
？
」

「
隣
に
言
い
な
さ
い
」

「
そ
う
だ
、
３
に
○
、
２
に
×
を
付

け
な
さ
い
。
大
き
い
ほ
う
に
○
を
付

け
る
」

　

同
じ
よ
う
に
「
３
４
７
と
３
５

０
」
も
行
う
。

　

ま
ず
は
、
百
の
位
を
比
べ
る
。
次

に
十
の
位
を
比
べ
る
。
不
等
号
は
、

「
ぱ
っ
君
」
で
教
え
る
。「
大
き
い
ほ

う
を
食
べ
た
い
ん
だ
ね
」
と
教
え
る
。

　

ま
ず
は
、
百
玉
そ
ろ
ば
ん
か
ら
す

る
。
詳
し
く
は
上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
授
業
動
画
を
見
て
ほ
し
い
。

「
一
個
１
」「
一
個
10
」「
一
個
１
０

０
」
を
す
る
。
教
科
書
の
一
の
位
、

十
の
位
、
百
の
位
に
つ
な
げ
る
た
め
、

で
あ
る
。

「
教
科
書
」「
数
の
大
小
」

「
赤
組
と
白
組
で
、
得
点
が
多
い
の

は
ど
ち
ら
で
す
か
。
ま
た
、
赤
組
と

青
組
で
は
ど
う
で
す
か
」

　

教
師
は
問
題
文
を
、ゆ
っ
く
り
読
む
。

「
右
に
得
点
が
書
か
れ
て
い
ま
す
ね
。

指
で
押
さ
え
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」

「
赤
と
白
を
比
べ
ま
す
。
青
を
指
で

隠
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」

　

隠
す
と
、
赤
と
白
の
得
点
だ
け
が

子
供
に
見
え
る
。
特
別
支
援
を
必
要

と
す
る
子
供
は
、
選
択
的
注
意
が
苦

手
で
あ
る
。
指
で
隠
す
と
、
情
報
を

見
や
す
く
で
き
る
。

「
赤
と
白
、
ど
ち
ら
の
得
点
が
多
い

で
す
か
？
」

（
赤
で
す
‼
）

山口県下関市立清末小学校

林
はやし

健
たけ

広
ひろ

単元を通して同じ基本
型で、授業を進める
「やり方は同じ」で子供が解ける基本型にする

啓林館・２年上・P82

2年
Mathematics
算数発問１ まずどこを比べますか。（百

の位）
「ひきわけだ」「どちらも○をつけなさい」

発問２ 次にどこを比べますか。（十
の位）

「４と５」
「勝負あった！　大きい５に○をつけなさい」

ぱっ君は、大きいほうを食べたいんだね。
ちょこっと授業動画

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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を
表
す
表
現
が
な
い
場
面
も
あ
る
の

で
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

⑥
　「
よ
け
い
な
こ
と
ば
か
り

し
て
し
ま
う
」

⑦
　「
悲
し
く
な
り
ま
し
た
」

⑧
　「
が
っ
か
り
し
た
よ
う
な

気
持
ち
」

⑨
　「
自
分
が
い
や
に
な
り
ま

し
た
」

⑩
　「
立
ち
す
く
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
」

⑪
　「
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
」

　
⑩
と
⑪
で
、
心
情
が
一
八
〇
度
変

わ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
間
に
、

何
が
あ
っ
た
の
か
。

主
発
問　
「
り
い
こ
」
の
気
持

ち
が
ガ
ラ
リ
と
変
化
し
た
部

分
は
、
ど
こ
で
す
か
。

　
こ
れ
が
、ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。

発
問
１　

こ
の
物
語
の
主
人

公
は
、
誰
で
す
か
。

「
り
い
こ
」
で
あ
る
。

発
問
2　
「
り
い
こ
」
の
気
持

ち
が
分
か
る
部
分
を
見
付
け

て
、
丸
で
囲
み
な
さ
い
。

　
最
初
の
場
面
で
は
、
次
の
五
つ
が

見
付
か
る
。

①
　「
う
つ
む
き
が
ち
」

②
　「
し
ょ
ん
ぼ
り
」

③
　「
は
ず
か
し
く
な
っ
て
」

④
　「
う
さ
ぎ
に
悪
い
こ
と
を

し
た
な
あ
」

⑤
　「
う
つ
む
い
て
」

　
並
べ
て
み
れ
ば
、
主
人
公
「
り
い

こ
」
の
マ
イ
ナ
ス
の
感
情
が
、
自
然

に
読
み
取
れ
る
。
以
下
、
場
面
ご
と

に
、
同
じ
作
業
を
繰
り
返
す
。
心
情

物語教材
「まいごのかぎ」
主人公の心情の変化を捉えるた
めのステップ。

3年発問１この物語の主人公は、誰ですか。
発問２「りいこ」の気持ちが分かる
部分を見付けて、丸で囲みなさい。

栃木県壬生町立壬生北小学校

松
まつ

本
もと

一
かず

樹
き

光村図書・３年上・P65-84

Japanese
国語
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何
度
も
繰
り
返
し
て
い
く
う
ち
に
、

子
供
た
ち
の
中
に
グ
ラ
フ
読
み
取
り

の
ス
キ
ル
が
自
然
と
入
っ
て
い
く
。

　

た
だ
し
、
横
軸
に
は
単
位
が
な
い

場
合
が
多
い
。

　

そ
の
場
合
も
、「
な
し
」
と
記
入

さ
せ
る
。

　

な
ぜ
な
ら
ば
、
学
習
の
中
盤
で
、

グ
ラ
フ
が
横
向
き
に
な
っ
た
も
の
が

出
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。「
な
し
」

と
記
入
し
て
い
れ
ば
、
自
然
に
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
五
つ
を
常
に
問
う
て
い
る
と
、

棒
グ
ラ
フ
を
作
成
す
る
と
き
に
も
生

き
る
。

　

な
ぜ
な
ら
ば
、
棒
グ
ラ
フ
作
成
の

手
順
が
こ
の
五
つ
の
順
番
で
教
科
書

に
明
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

新
た
な
内
容
は
、
目
盛
り
だ
け
で

あ
る
が
、
五
つ
を
聞
く
こ
と
で
様
々

に
対
応
で
き
る
。
一
見
遠
回
り
の
よ

う
だ
が
、
新
た
な
棒
グ
ラ
フ
が
出
る

た
び
に
、
毎
回
聞
く
こ
と
で
力
が
付

き
、結
局
は
、近
道
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

三
年
の
表
と
グ
ラ
フ
。

　

こ
の
学
習
以
前
に
、
二
年
生
で
〇

を
つ
な
げ
た
グ
ラ
フ
ま
で
学
習
し
て

い
る
。

　

〇
の
グ
ラ
フ
か
ら
棒
グ
ラ
フ
に
変
化

し
た
と
こ
ろ
が
未
習
の
内
容
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
目
盛
り
で
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
を
見
逃
す
こ
と
な
く
、

指
導
し
て
い
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
ど
の
棒
グ
ラ
フ
が

出
て
も
、
次
の
五
つ
を
常
に
子
供
た

ち
に
問
う
。

①　

表
題
は
何
で
す
か
。

②　

縦
軸
は
何
で
す
か
。

③　

縦
軸
の
単
位
は
、何
で
す
か
。

④　

横
軸
は
何
で
す
か
。

⑤　

横
軸
の
単
位
は
、何
で
す
か
。

こ
れ
を
繰
り
返
し
問
う
こ
と
で
、

棒
グ
ラ
フ
か
ら
情
報
を
取
り
出
す
基

本
ス
テ
ッ
プ
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。

　

そ
の
上
で
の
、
棒
グ
ラ
フ
の
読
み

取
り
で
あ
る
。

福岡県北九州市立永犬丸西小学校

大
おお

井
い

隆
たか

夫
お

３年の「表とグラフ」
何度も何度も繰り返すことで、
定着をはかる！

啓林館・３年上・P75-89

3年
Mathematics
算数発問 表題は何ですか。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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②
の
文
を
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

指
示
５  

句
点
の
下
に
「
な
ぜ
な

ら
、」
と
書
い
て
、
理
由
を
考
え

て
書
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

・
な
ぜ
な
ら
、
他
に
も
に
も
つ

が
あ
り
、
か
さ
を
持
て
な
い

か
ら
だ
。

・
な
ぜ
な
ら
、
雨
に
ぬ
れ
て
か

ぜ
を
ひ
け
ば
、
学
校
を
休
め

る
か
ら
だ
。

・
な
ぜ
な
ら
、
か
さ
が
ボ
ロ
ボ

ロ
で
、
さ
し
て
も
意
味
が
な

い
か
ら
だ
。

　

お
も
し
ろ
い
意
見
が
た
く
さ
ん
出

る
だ
ろ
う
。黒
板
に
書
か
せ
読
ま
せ
る
。

　

①
や
②
の
文
の
状
況
が
容
易
に
分

か
る
子
は
、す
ぐ
に
「
つ
な
ぎ
言
葉
」

を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。

し
か
し
、
生
活
経
験
が
不
足
し
て
い

る
子
な
ど
は
、
状
況
が
想
像
で
き
ず
、

文
意
が
つ
か
め
な
い
。考
え
得
る「
理

由
」
を
共
有
し
、
状
況
を
分
か
り
や

す
く
す
る
手
立
て
が
必
要
で
あ
る
。

　

教
科
書
八
一
ペ
ー
ジ
を
開
か
せ
る
。

上
段
の
最
初
の
三
行
を
読
ま
せ
る
。

①
と
②
の
文
も
読
ま
せ
る
。

指
示
１  

四
角
の
中
に
「
だ
か
ら
」

か
「
し
か
し
」
の
ど
ち
ら
か
を
入

れ
ま
す
。
教
科
書
に
直
接
書
き
込

ん
で
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

①
は
「
だ
か
ら
」、②
は
「
し
か
し
」

が
入
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
八
一

ペ
ー
ジ
下
段
の
一
〇
行
を
読
ま
せ
る
。

指
示
２  「
だ
か
ら
」
を
当
て
は
め
た

①
の
文
を
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

指
示
３  

句
点
の
下
に
、「
な
ぜ
な

ら
、」
と
書
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

発
問
１  

ど
ん
な
理
由
が
入
り
そ
う

で
す
か
。
自
由
に
考
え
て
、
書
い

て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

黒
板
に
書
か
せ
、
読
ま
せ
る
。

・
な
ぜ
な
ら
、
雨
が
ふ
っ
た
ら

こ
ま
る
か
ら
だ
。

・
な
ぜ
な
ら
、
雨
で
ぬ
れ
た
く

な
い
か
ら
だ
。

指
示
４  「
し
か
し
」
を
当
て
は
め
た

文意を詳しくした上
で「つなぎ言葉」の
使い方を理解させる
教科書の空欄に「だから」と「し
かし」を入れさせるだけでは不
十分だ。「理由」も考えさせよう。

4年発問 どんな理由が入りそうですか。
自由に考えて、書いてごらんなさ
い。

山形県山形市立蔵王第一小学校

佐
さ

藤
とう

智
とも

彦
ひこ

光村図書・４年上・P81-83

Japanese
国語
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こ
の
驚
く
と
い
う
行
為
は
次
の
問
題

①
へ
の
布
石
に
な
る
。

指
示
４  「
や
め
」手
を
置
き
な
さ
い
。

　

問
題
①
を
読
む
。
読
み
終
わ
っ
た

と
き
に
「
こ
れ
さ
っ
き
や
っ
た
よ
」

と
い
う
子
が
出
て
く
る
。

指
示
５  

太
郎
君
、
さ
っ
き
や
っ
て

い
た
よ
ね
。
み
ん
な
に
見
せ
て
下

さ
い
。

　

太
郎
君
の
端
末
を
画
面
共
有
す
る

か
電
子
黒
板
に
映
す
。

指
示
６  

太
郎
君
の
使
っ
た
細
長
い

三
角
定
規
を
使
っ
て
、
あ
と
二
つ

角
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

探
し
な
さ
い
。

　

三
角
定
規
を
回
転
す
る
こ
と
も
で

き
る
の
で
、
さ
ら
に
二
つ
の
角
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
直
角
二

等
辺
三
角
形
で
も
同
様
に
行
う
。タ
ッ

チ
と
ド
ラ
ッ
グ
だ
け
の
作
業
な
の
で

ど
の
子
も
エ
ラ
ー
レ
ス
で
で
き
る
。

タ
ッ
チ
＆
ド
ラ
ッ
ク
が
苦
手
な
子
供

に
は
実
物
定
規
を
使
わ
せ
て
も
よ
い
。

　

問
題
1
を
読
む
。

説
明
１  

円
を
切
る
作
業
は
後
ほ
ど

行
い
ま
す
。

指
示
１  

先
生
の
画
面
を
見
な
さ
い
。

説
明
２  

ウ
と
か
い
て
い
る
と
こ
ろ

を
ド
ラ
ッ
グ
す
る
と
（
例
示
）、

角
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

指
示
２  

端
末
を
出
し
な
さ
い
。

先
生
の
送
っ
た
リ
ン
ク
を
開

き
ま
す
。

指
示
３  

「
や
め
」
と
言
う
ま

で
触
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

用
意
、
始
め
。

　

児
童
が
普
段
ど
の
く
ら
い
端
末
を

扱
っ
て
い
る
か
に
も
よ
る
が
、
三
〜

四
分
程
度
触
ら
せ
る
。

　

最
初
は
、
角
を
つ
く
る
活
動
だ
け

を
行
う
だ
ろ
う
が
、
そ
の
う
ち
、
こ

の
ペ
ー
ジ
内
に
用
意
さ
れ
て
い
る
三

角
定
規
を
ド
ラ
ッ
グ
し
て
く
る
子
も

出
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
う
い
っ
た
子

を
叱
ら
な
い
。「
そ
ん
な
と
こ
ろ
も

見
付
け
ち
ゃ
っ
た
の
？
」
と
驚
く
。

北海道石狩市立花川小学校

赤
あか

塚
つか

邦
くに

彦
ひこ

デジタルを使って
作業時間を確保する
不器用な子供には準備までが難
しい。デジタルコンテンツを使う
ことで全員がエラーレスで個別に
作業することができる。

東京書籍・４年上・P57

4年
Mathematics
算数指示 端末を出しなさい。リンクを

開きます。
指示「やめ」というまで触ってご
らんなさい。

※上のイラスト図は、赤塚が描き直したものである。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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を
問
う
こ
と
で
、
も
う
一
度
本
文
を

読
み
込
む
こ
と
に
な
る
。

発
問
３  

ひ
ろ
し
の
、
お
父
さ

ん
に
対
す
る
気
持
ち
が
変

わ
っ
た
の
は
ど
こ
で
す
か
。

　

教
科
書
に
線
を
引
か
せ
る
。
線
を

引
い
た
文
を
発
表
し
、
黒
板
に
整
理

す
る
。

　

ま
た
、
ど
う
し
て
そ
こ
を
選
ん
だ

の
か
ノ
ー
ト
に
理
由
を
書
く
。
ノ
ー

ト
に
書
け
た
子
か
ら
持
っ
て
こ
さ
せ

て
、
教
師
が
点
検
す
る
。
早
く
書
け

た
子
は
読
む
練
習
を
さ
せ
て
お
く
。

そ
し
て
、
指
名
な
し
で
発
表
し
て
い

く
。
こ
う
し
て
、
ひ
ろ
し
の
心
の
動

き
を
読
み
取
っ
て
い
く
。

　

重
松
清
さ
ん
の
本
が
八
四
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
夏
休
み
の
読

書
に
結
び
付
く
よ
う
に
紹
介
し
合
い

た
い
。

二
　
本
に
出
会
う

　

音
読
の
あ
と
、
登
場
人
物
を
確
認

す
る
。
ひ
ろ
し
、
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
で
あ
る
。

　

次
に
、
主
人
公
と
対
役
の
検
討
を

す
る
。
主
人
公
は
ひ
ろ
し
、
対
役
は
、

お
父
さ
ん
と
捉
え
る
子
が
多
い
（
お

母
さ
ん
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
）。

　

こ
の
話
は
、
主
人
公
の
心
の
動
き

を
追
い
な
が
ら
進
め
て
い
る
の
で
、

ひ
ろ
し
に
視
点
を
置
い
て
授
業
を
進

め
る
。

発
問
１  

ひ
ろ
し
は
お
父
さ
ん

に
謝
り
ま
し
た
か
。

発
問
２  

ひ
ろ
し
は
何
回
謝
ろ

う
と
し
ま
し
た
か
。

　

ひ
ろ
し
は
、
結
局
お
父
さ
ん
に

謝
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
何
度
も
謝

ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
謝
ろ
う
と

し
て
い
る
心
の
葛
藤
が
読
み
手
に
共

感
を
生
む
の
だ
。

「
何
回
謝
ろ
う
と
し
た
か
」
と
回
数

一
　
主
人
公
の
心
の
動
き
を
読
み
取
る

「カレーライス」
重松清を読む
夏休み前に読書の楽しさを伝え
よう。

5年発問 ひろしの、お父さんに対する
気持ちが変わったのはどこですか。

大阪府泉佐野市立第二小学校

勇
いさみ

和
かず

代
よ

光村図書・５年上・P86-93

Japanese
国語

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ
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と
は
と
っ
て
も
い
い
ん
で
す
。
で

も
、
大
事
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が
な
い

ん
で
す
。
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。

　
子
供
た
ち
か
ら
「
形
」「
大
き
さ
」

「
同
じ
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
引

き
出
せ
れ
ば
成
功
だ
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
が
一
つ
入
っ
て
い
れ

ば
三
点
、
三
つ
入
っ
て
い
れ
ば
九
点
。

文
章
に
間
違
い
が
な
け
れ
ば
プ
ラ
ス

一
点
で
一
〇
点
満
点
と
し
た
こ
と
を

子
供
た
ち
に
も
伝
え
る
。

　
全
員
に
力
を
付
け
る
た
め
に
は
次

の
指
示
も
必
要
だ
。

指
示  

◯
◯
さ
ん
の
意
見
を
赤
鉛
筆

で
ノ
ー
ト
に
写
し
な
さ
い
。

　
一
〇
点
の
子
の
意
見
を
写
さ
せ
る

の
で
あ
る
。
写
し
な
が
ら
定
義
を
覚

え
、
書
き
方
を
学
ん
で
い
く
。

発
問  

こ
の
「
形
」
も
「
大
き
さ
」

も
同
じ
図
形
の
こ
と
を
、
何
と
い

う
か
分
か
る
人
？

　
子
供
た
ち
は
必
死
に
教
科
書
を
探

し
始
め
る
。
教
え
な
い
か
ら
こ
そ
、

熱
中
す
る
の
で
あ
る
。

説
明  

ト
ラ
ン
プ
、
ハ
ン
ガ
ー
、

D
V
D
。
ど
れ
も
ぴ
っ
た
り
重
ね

る
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
。

発
問  

ぴ
っ
た
り
重
な
る
の
は
ど
う

し
て
で
す
か
。
ノ
ー
ト
に
自
分
の

考
え
を
書
き
な
さ
い
。

指
示  

書
け
た
人
は
ノ
ー
ト
を
持
っ

て
き
な
さ
い
。

　
早
く
書
け
た
子
に
は
板
書
を
さ
せ

る
。
早
く
書
け
た
子
の
空
白
の
時
間

を
な
く
す
こ
と
が
で
き
、
他
の
子
の

ヒ
ン
ト
に
も
な
る
か
ら
だ
。

　
こ
の
時
、
上
の
写
真
の
よ
う
に
縦

書
き
で
書
か
せ
る
と
、
何
人
も
が
同

時
に
意
見
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
人
ず
つ
評
定
し
て
い
く
。

「
一
〇
点
満
点
で
点
数
を
付
け
て
い

き
ま
す
。
Ａ
君
、
三
点
。
Ｂ
さ
ん
、

三
点
。
Ｃ
さ
ん
六
点
。
Ｄ
さ
ん
…
」

　
子
供
た
ち
は
何
点
が
付
け
ら
れ
る

の
か
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
見
て
い
る
。

同
時
に
、
な
ぜ
そ
の
点
数
な
の
か
と

考
え
始
め
る
。

発
問  
０
点
の
人
も
考
え
て
い
る
こ

島根県川本町立川本小学校

太
おお

田
た

政
まさ

男
お

合同な図形
教科書の導入のページで一気に
「合同」の定義まで教える。

東京書籍・５年上・Ｐ72

5年
Mathematics
算数発問 どうしてぴったり重ねること

ができるのですか。ノートに書き
なさい。

縦書きの板書のイメージ（この板書は本単元第２時のもの）

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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た
だ
し
、
各
段
落
の
説
明
部
分
を
隠

し
て
お
く
。
手
本
を
読
ま
せ
た
後
、

各
段
落
に
何
が
書
か
れ
て
い
る
の
か

を
問
う
。

発
問
１  

一
つ
め
の
段
落
に
書
か
れ

て
い
る
内
容
は
次
の
ど
れ
で
す

か
。

き
っ
か
け
と
な
っ
た
経
験

現
状
や
問
題
点

提
案
す
る
こ
と

提
案
理
由
具
体
的
な
内
容

提
案
が
実
現
し
た
と
き
の
効
果

　
残
り
の
段
落
も
何
が
書
か
れ
て
い

る
か
、
考
え
埋
め
さ
せ
て
い
く
。

　
各
段
落
の
効
果
を
検
討
す
る
。

説
明
１  

提
案
す
る
文
章
に
は
「
説

得
力
」
が
必
要
で
す
。

発
問
２  

特
に
説
得
力
を
も
た
せ
て

い
る
段
落
は
ど
れ
で
す
か
。

　
答
え
は
異
な
っ
て
構
わ
な
い
。
選

ん
だ
段
落
が
な
ぜ
説
得
力
を
生
ん
で

い
る
の
か
、
発
表
さ
せ
て
い
く
。

三
　
各
段
落
の
効
果
を
考
え
る

　
教
科
書
で
は
、
最
初
に
テ
ー
マ
決

め
と
情
報
収
集
が
設
定
さ
れ
て
い
る

が
、
先
に
「
構
成
」
を
扱
う
こ
と
で

学
習
の
見
通
し
が
も
て
る
。

　
教
科
書
に
「
節
電
」
に
関
す
る
提

案
文
の
手
本
が
載
っ
て
い
る
。
読
む

前
に
、
節
電
に
関
す
る
情
報
・
経
験

を
想
起
さ
せ
る
こ
と
で
、
文
章
の
内

容
を
理
解
し
や
す
く
な
る
。

・
節
電
が
大
事
だ
と
よ
く
言
わ
れ
ま

す
。
な
ぜ
だ
と
思
い
ま
す
か
。

・
〇
〇
小
学
校
の
電
気
の
使
い
方
で

改
善
で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

・
そ
の
た
め
に
、
六
年
生
が
で
き
る

こ
と
は
何
で
す
か
。

　
教
科
書
に
は
は
じ
め
か
ら
、
段
落

ご
と
に
内
容
の
説
明
が
書
か
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
こ
は
、
読
む
だ
け
よ

り
も
活
動
を
通
し
て
理
解
さ
せ
た
い
。

　
教
科
書
の
手
本
を
印
刷
し
て
配
る
。

一
　
想
起
さ
せ
る

二
　
文
章
構
成
を
つ
か
む

「私たちにできるこ
と」
活動を通して文章構成とその効
果をつかませる。

6年発問１ １つめの段落に書かれてい
る内容は次のどれですか。
発問２ 説得力をもたせている段落
はどれですか。

新潟県長岡市立越路小学校

田
た

中
なか

修
しゅう

一
いち

光村図書・６年・P70-75

Japanese
国語
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こ
れ
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の

要
因
か
ら
き
て
い
る
。
一
つ
は
、
答

え
の
単
位
を
見
落
と
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
式
の
数
の

意
味
を
と
ら
え
て
い
な
い
こ
と
で
あ

る
。

　

し
た
が
っ
て
、
上
記
の
図
の
よ
う

に
、
式
の
数
の
下
に
単
位
を
書
き
込

ま
せ
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
数
の
意
味
が
何
か
、
と
ら
え

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

辺
Ａ
Ｃ
の
実
際
の
長
さ
は
何

ｍ
か
、
書
き
な
さ
い
。

「
１
２
０
０
cｍ
＝
12
m
」
と
換
算
さ

せ
る
。

　

な
お
、
そ
も
そ
も
「
１
２
０
０
cm

＝
12
ｍ
」
と
単
位
換
算
が
で
き
な
い

子
供
も
い
る
。

　

授
業
の
は
じ
め
に
「
１
０
０
cm
＝

１
ｍ　

１
０
０
０
cm
＝
10
ｍ
」
と
復

習
し
て
お
く
と
効
果
的
で
あ
る
。

　

大
事
な
言
葉
は
「
１
２
０
０
の

縮
図
」
で
あ
る
。
ま
ず
、
次
の
発
問

を
す
る
。

　

辺
Ａ
Ｃ
は
、
実
際
は
何
倍
の

長
さ
な
の
で
す
か
。

　

２
０
０
倍
で
あ
る
。「
縮
図
の
利

用
」
の
問
題
で
は
、「
実
際
は
こ
の

何
倍
の
長
さ
な
の
か
？
」
と
い
う
こ

と
を
毎
回
押
さ
え
る
。
そ
う
し
な
け

れ
ば
、
単
な
る
数
字
合
わ
せ
の
計
算

と
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

　

式
を
書
き
な
さ
い
。
式
の
数

字
の
下
に
単
位
を
書
き
込
み
な

さ
い
。

　

こ
れ
も
重
要
で
あ
る
。「
縮
図
の

利
用
」
の
問
題
は
そ
の
性
質
上
、
答

え
の
単
位
を
「
ｍ
」
も
し
く
は

「
km
」
で
答
え
る
も
の
が
多
い
。

　

子
供
の
誤
答
と
し
て
最
も
多
い

ケ
ー
ス
が
、「
式　

６
×
２
０
０
＝

１
２
０
０　

答
え　

１
２
０
０
cm
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

陽
あきら

実際の長さと式の数の
意味をとらえさせる
最難関の「縮図の利用」では、実際
はどれだけの長さなのかイメージさ
せる発問、式の数字の下に単位を書
き込ませる手立てが有効である。

東京書籍・６年・P93-103

6年
Mathematics
算数発問 辺ACは、実際は何倍の長さな

のですか。
指示 式を書きなさい。式の数の下
に単位を書き込みなさい。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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予
想
を
確
か
め
る
方
法
を
教
科
書

か
ら
見
付
け
さ
せ
る
。
教
科
書
に
は
、

二
つ
の
方
法
が
写
真
で
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

①　
ビ
ー
玉
を
使
っ
て
ど
ち
ら
に
転

が
る
か
を
調
べ
る
方
法

②　
水
を
入
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

入
れ
物
で
、
地
面
の
か
た
む
き
を

調
べ
る
方
法

班
ご
と
に
、
ど
ち
ら
の
方
法
で
調

べ
る
か
を
決
め
て
実
験
さ
せ
る
。

プラスチックの入れ物で下の
ようになると、左に水が流れ
て、左に水が集まると分かる。

　
水
た
ま
り
が
で
き
て
い
た
と
こ
ろ

と
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
境

目
で
、
地
面
の
傾
き
を
調
べ
さ
せ
る
。

２
予
想
を
確
か
め
る

　
自
分
の
学
校
の
水
た
ま
り
の
写
真

を
事
前
に
撮
っ
て
お
く
。
雨
水
が
た

ま
り
や
す
い
鉄
棒
の
下
が
お
す
す
め

で
あ
る
。
自
分
の
学
校
の
写
真
な
の

で
、
自
分
事
と
し
て
捉
え
意
欲
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
き
る
。
そ
の
写
真

を
見
せ
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
問
う
。

　
地
面
に
ふ
っ
た
雨
水
は
、
ど
の

よ
う
な
と
こ
ろ
に
集
ま
っ
て
い
ま

す
か
？

「
鉄
棒
の
下
の
く
ぼ
ん
だ
所
」「
低

い
所
」
な
ど
の
意
見
が
出
る
。

１
課
題
を
確
認
し
予
想
す
る

　
四
人
班
で
次
の
よ
う
に
役
割
を
決

め
さ
せ
る
。

①　
実
験

②　
端
末
で
記
録
（
画
像
か
映

像
）

③　
説
明

④　
発
表

実
験
後
、
班
ご
と
に
発
表
さ
せ
る
。

こ
の
と
き
も
実
験
の
写
真
や
動
画

を
テ
レ
ビ
な
ど
で
映
し
出
し
、
発
表

さ
せ
る
と
、
ど
の
班
も
分
か
り
や
す

く
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

理科

４年生「雨水のゆ
くえと地面のよう
す」①
自分の学校の写真を使って
活動させると、意欲的に取
り組み、説明もできるよう
になる。

福井県福井市立社西小学校

尾
お

川
がわ

智
とも

子
こ

東京書籍・４年　P56-60

基礎・基本

Science

　
こ
の
水
た
ま
り
は
、
ど
こ
か
ら

雨
水
が
集
ま
っ
て
き
た
の
で
し
ょ

う
か
。
写
真
に
か
き
入
れ
な
さ
い
。

端
末
を
使
っ
て
、
写
真
に
色
を
付

け
て
か
き
入
れ
さ
せ
る
と
分
か
り
や

す
い
。
ま
だ
端
末
を
使
い
慣
れ
て
い

な
い
場
合
は
、
印
刷
し
て
赤
鉛
筆
で

書
き
入
れ
さ
せ
る
と
よ
い
。

子
供
の
端
末
を
テ
レ
ビ
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
で
映
し
出
し
て
発
表
さ

せ
る
。
写
真
を
使
う
こ
と
で
、
説
明

し
や
す
く
な
る
。
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な
ぜ
分
か
り
づ
ら
か
っ
た
の
で

す
か
。
相
談
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

班
で
話
し
合
う
中
で
、
教
科
書
と

の
違
い
に
気
付
く
子
が
出
た
。
左
図

の
よ
う
な
筒
状
の
も
の
の
上
に
ビ
ー

玉
を
載
せ
る
方
法
で
、
再
度
実
験
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

筒のようなものの上
に、ビー玉を載せる
方法。

こ
の
よ
う
に
、
な
ぜ
分
か
り
づ
ら

か
っ
た
の
か
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
で

深
い
学
び
に
つ
な
が
る
。

自
分
た
ち
で
考
え
た
実
験
を
し
て
、

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
き
、
理
由

を
考
え
、
う
ま
く
い
く
よ
う
に
再
考

す
る
こ
と
で
、
確
か
な
学
び
に
つ
な

が
っ
て
い
く
。

と
で
、
水
は
左
に
流
れ
、
集
ま
る
と

い
う
説
明
を
子
供
た
ち
は
し
て
い
た
。

ビ
ー
玉
を
使
う
実
験
は
、
教
科
書

で
は
筒
の
よ
う
な
も
の
を
地
面
の
上

に
置
き
、
ビ
ー
玉
を
載
せ
る
。
子
供

た
ち
が
考
え
た
も
の
は
、
写
真
の
よ

う
に
、
そ
の
ま
ま
ビ
ー
玉
を
地
面
に

置
く
実
験
だ
っ
た
。

こ
の
方
法
だ
と
あ
ま
り
ビ
ー
玉
が

転
が
ら
な
い
の
で
、「
分
か
ら
な

か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
班
が
い
く

つ
か
あ
っ
た
。

２
分
か
り
づ
ら
さ
の
追
究

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
水
が
た
ま

る
の
か
を
予
想
さ
せ
る
。
そ
の
後
、

確
か
め
る
方
法
を
考
え
さ
せ
、
ノ
ー

ト
に
書
か
せ
る
。
教
科
書
を
見
る
子

や
自
分
で
考
え
る
子
が
い
る
。

そ
の
後
、
班
に
な
っ
て
発
表
し
合

い
、
調
べ
る
方
法
を
一
つ
決
め
さ
せ

る
。私

の
学
級
で
は
、
三
つ
出
た
。

１　
ビ
ー
玉
を
使
う

２　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
入
れ
物

を
使
う

３　
定
規
を
使
う

１
確
か
め
る
方
法
を
考
え
る

①
と
②
は
、
教
科
書
を
参
考
に
し

て
考
え
た
も
の
で
あ
る
。
定
規
を
使

う
方
法
は
、
子
供
が
考
え
た
も
の
で

あ
る
。
定
規
を
地
面
に
置
い
て
、
定

規
の
傾
き
で
、
ど
ち
ら
が
低
い
か
を

調
べ
る
方
法
で
あ
る
。

右
の
図
の
よ
う
に
定
規
を
使
う
こ

理科
Science

４年生「雨水のゆ
くえと地面のよう
す」②
確かめる方法を子供に考え
させ、分かりづらさを追究
することで、深い学びにつ
ながる。

福井県福井市立社西小学校

尾
お

川
がわ

智
とも

子
こ

東京書籍・４年　P56-60

と「主体的・対話的で深い学びの授業例」「基礎・基本の授業例」

主体的・対話的

で深い学び

定規

地面

ビー玉
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す
き
っ
か
け
に
も
つ
な
が
る
。

　

特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
児
童

も
四
五
分
間
集
中
し
て
授
業
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
た
。

②
　
通
常
学
級
で
の
授
業

　

教
科
書
本
文
を
読
み
聞
か
せ
た
後
、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
あ
る
発
問
・
指
示

を
、そ
っ
く
り
ト
レ
ー
ス
す
れ
ば
よ
い
。

発
問
１  

登
場
人
物
は
誰
で
す
か
。

発
問
２  

そ
う
た
君
の
パ
ソ
コ
ン

の
使
い
方
は
、
何
が
よ
く
な

か
っ
た
の
で
す
か
。

発
問
３  

そ
う
た
君
の
パ
ソ
コ
ン

の
使
い
方
は
何
を
直
せ
ば
よ

い
で
す
か
。

発
問
４  

一
番
う
ま
く
い
か
な
い

と
思
う
の
は
、
ど
れ
で
す
か
。

発
問
５  

そ
う
た
君
の
家
の
ル
ー

ル
を
、
も
う
少
し
パ
ソ
コ
ン
を

使
い
や
す
い
よ
う
に
変
え
る

と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
変
え

ま
す
か
。

る
日
、
お
母
さ
ん
が
約
束
を
守
ら
な

か
っ
た
の
で
自
分
も
い
い
の
だ
と
、

こ
っ
そ
り
パ
ソ
コ
ン
の
電
源
を
入
れ
、

ゲ
ー
ム
の
攻
略
サ
イ
ト
を
調
べ
て
し

ま
う
。
す
る
と
、お
父
さ
ん
か
ら
「
一

人
で
パ
ソ
コ
ン
に
触
っ
て
い
な
い
か
？　

や
た
ら
と
ゲ
ー
ム
の
広
告
が
入
っ
て

く
る
ん
だ
」
と
言
わ
れ
、
約
束
を

破
っ
た
こ
と
が
見
付
か
っ
て
し
ま
う
。

①
　
特
別
支
援
学
級
で
の
授
業

　

教
科
書
の
本
文
は
、
長
い
の
で
、

内
容
を
理
解
さ
せ
る
の
は
難
し
い
。

前
掲
書
に
は
、
本
教
材
と
関
連
し
た

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
を
配
付
し
、
お
話
を
読
み
聞

か
せ
る
。
教
科
書
と
似
た
内
容
の
お

話
が
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
の
で
、
状
況
が
、
す
っ
と
頭

に
入
る
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
沿
っ
て
、

授
業
を
す
す
め
る
こ
と
で
、
主
題
で

あ
る
「
約
束
を
守
ろ
う
と
す
る
心

情
」
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お

か
つ
、
自
分
の
家
の
ル
ー
ル
を
見
直

　

消
費
者
庁
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
障

害
者
の
消
費
相
談
件
数
は
年
々
増
加

傾
向
に
あ
る
。
特
に
人
を
信
じ
や
す

く
、
疑
う
こ
と
を
知
ら
な
い
知
的
障

害
者
の
場
合
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
る
割
合
が
高
い
。
そ
の
よ
う
な

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、
学
童

期
か
ら
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
の
授
業

を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の

た
め
に
活
用
し
た
い
書
籍
が
あ
る
。

学
芸
み
ら
い
社
か
ら
出
て
い
る
『
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
時
代
の
「
ネ
ッ
ト

１

特
別
支
援
学
級
児
童
に
ネ
ッ
ト

リ
テ
ラ
シ
ー
の
授
業
を
！

リ
テ
ラ
シ
ー
」
の
授
業
プ
ラ
ン
』（
堀

田
和
秀
・
津
田
泰
至
著
）
で
あ
る
。

　

本
書
の
特
徴
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ

ジ
タ
ル
ス
キ
ル
に
つ
い
て
、
授
業
で

そ
の
ま
ま
使
え
る
発
問
・
指
示
付
き

の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
学
べ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
し
か
も
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
お
話
が
シ
ン
プ

ル
で
分
か
り
や
す
い
。

〈
あ
ら
す
じ
〉
そ
う
た
は
、
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

使
用
時
の
約
束
を
決
め
て
い
た
。
あ

２
「
ち
ゃ
ん
と
使
え
た
の
に
」
の

授
業

特別支援学級にこ
そ必要なネットリ
テラシーの授業プ
ラン
インターネットを正しく安
全に使う方法を考えさせよ
う。

3年道徳

兵庫県南あわじ市立湊小学校

榎
えの

本
もと

寛
ひろ

之
ゆき

日本文教出版・３年
P36-39「ちゃんと使えたのに」
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学習指導要領対応 道徳・英語・オンラインの授業実践

　メインのダイアログは、以下である。

A： What time do you get up?
B： I always get up at six.

　教科書で設定されているゴールは、「家の
手伝いや一日の生活についてたずね合うこと
ができる。」である。さらに、頻度を表す副
詞を用いて、どのくらいするのかたずね合う
ことが求められる。
　まず、「get up」「take out the garbage（ご
みを出す）」など行動や手伝いを表す表現、

「always」「usually」など頻度を表す表現を
練習する。
　ペアでどんなお手伝いをしているかたずね
合う。

A ： Do you take out the garbage?
B ： Yes, I do.
A ： Always?
B ： No. I sometimes take out the garbage.

　教科書のイラストや付属カードもあるが、
熊本市教育センター※作成のデジタル教材

「My　Day」を使うと言語活動が盛り上がる。
児童が自分でタブレットを操作し、以下の表
を作成することができる。

　この表は、左には頻度、中央には手伝いや
行動、右には時間を選んで入れることができ
る。手伝いや行動の選択肢が多く、自分の生
活と照らし合わせながら選んでいくことがで
きる。
　児童はできあがった自分の表を見ながら、
右のような会話をする。
　タブレットを用いて、互いにやりとりでき
るため楽しい授業となる。

A： What time do you get up?
B： I get up at six.
A： Always?
B： Yes, I always get up at six.
A： Do you take out the garbage?
B： Yes, I do.

…

右のQRコードから
お試しを！

Unit ４ ：What 
time do you get 
up?
メインのダイアログを練習した
後、タブレットを使って、子供
たちが楽しく会話できるように
練習する。

熊本県熊本市立白坪小学校

長
なが

峰
みね

里
り

枝
え

光村図書

5 年英語

※ http://www.kumamoto-kmm.ed.jp/contents/
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教師が身に付けると
子供も使いこなすよ
うになる
新型コロナウイルス感染
症の流行が落ち着いてき
た。しかしオンライン授
業の必要がなくなるわけ
ではない。オンライン授
業は「多様な学びの場」
を確保するための重要な
手段の一つだ。

北海道北見市立三輪小学校

塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

の
が
「
オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
」
で
あ
る
。

感
染
症
な
ど
の
状
況
に
関
係
な
く
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
、
今
後
も
重
要

に
な
る
の
だ
。

２　

教
師
の
工
夫
を
子
供
が
知
る

　
教
室
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
授
業
を
行
う
際
、
教
師
は

様
々
な
工
夫
を
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

カ
メ
ラ
の
高
さ
や
向
き
、
光
の
映
り

込
み
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
子
供
の
学

習
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
、「
で

き
た
ら
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
、
手
を

振
っ
て
ご
ら
ん
」「
画
面
に
ノ
ー
ト

を
開
い
て
見
せ
て
」
な
ど
の
よ
う
に

指
示
の
工
夫
も
行
っ
て
い
る
。
注
目

業
を
教
師
が
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、

こ
れ
ま
で
何
度
も
見
て
い
た
子
供
た

ち
だ
。
グ
ル
ー
プ
の
子
供
た
ち
は
、

私
の
真
似
を
始
め
た
。「
聞
こ
え
る
？　

聞
こ
え
た
ら
手
を
振
っ
て
ね
！
」
と

音
声
を
確
認
し
た
後
、
グ
ル
ー
プ
の

様
子
が
分
か
る
よ
う
に
カ
メ
ラ
の
高

さ
を
調
整
し
て
い
た
。
高
さ
を
確
保

す
る
た
め
に
、
端
末
の
下
に
図
鑑
を

置
い
て
い
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加

し
て
い
た
子
も
と
て
も
嬉
し
そ
う

だ
っ
た
。
こ
う
し
た
姿
を
助
言
者
の

先
生
も
見
て

い
て
く
れ
て
、

授
業
後
に

「
驚
き
ま
し

た
！　

オ
ン

ラ
イ
ン
の
子

も
普
通
に
協

働
的
に
学
ん

で
い
ま
し
た
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。

　
今
後
も
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
る
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
ス
キ
ル
を
高
め
て
い

き
た
い
。

し
た
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
教
師
の

工
夫
が
、
子
供
た
ち
が
見
て
い
る
前

で
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
一
度

見
た
だ
け
で
は
、
工
夫
の
意
味
は
分

か
ら
な
い
。
し
か
し
、
日
常
的
に
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
授

業
を
受
け
る
う
ち
に
、「
先
生
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
人
の
た
め
に
工
夫
し

て
い
る
」
と
気
付
き
始
め
る
子
が
出

て
く
る
。

３　

子
供
が
使
い
こ
な
す

　
不
登
校
へ
の
対
応
で
は
な
い
が
、

次
の
よ
う
な
出
来
事
が
あ
っ
た
。

　
公
開
研
究
授
業
で
、
二
年
生
に
物

語
を
読
解
す
る
授
業
を
行
っ
た
。

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
見
な
が
ら
子
供
た

ち
が
そ
れ
ぞ
れ
選
択
し
た
学
び
方
で

読
み
取
っ
て
い
く
授
業
だ
。
こ
の
日
、

欠
席
し
た
児
童
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参

加
し
た
。
前
時
ま
で
一
緒
に
学
習
し

て
い
た
グ
ル
ー
プ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

参
加
し
て
い
る
子
に
、
接
続
し
て
い

る
端
末
を
預
け
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授

１　

文
科
省
C
O
C
O
L
O
プ
ラ
ン

　
令
和
五
年
三
月
三
一
日
に
文
部
科

学
大
臣
の
下
、「
誰
一
人
取
り
残
さ

れ
な
い
学
び
の
保
障
に
向
け
た
不
登

校
対
策
」（
C
O
C
O
L
O
プ
ラ
ン
）

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
大
き
く
三

つ
の
対
策
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の

が
次
の
対
策
だ
。

不
登
校
の
児
童
生
徒
全
て
の
学

び
の
場
を
確
保
し
、
学
び
た
い
と

思
っ
た
時
に
学
べ
る
環
境
を
整
え

る　
こ
の
「
学
び
の
場
の
確
保
」
の
た

め
の
具
体
策
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る

のワザワザ12

オンライン・
ハイブリッド授業で使える

学びのプラットフォーム活用編
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い
よ
う
で
す
ね
。
皆
さ
ん
な
ら
、
Ａ

Ｉ
に
も
負
け
な
い
正
し
い
絵
が
描
け

る
で
し
ょ
う
。
も
う
一
度
、
調
べ
て

み
ま
し
ょ
う
」
と
語
っ
た
。

　

そ
の
後
、
も
う
一
度
ア
リ
を
観
察

さ
せ
た
。
み
ん
な
夢
中
で
観
察
し
て

い
た
。
ア
リ
と
遊
ん
だ
体
験
で
蓄
積

さ
れ
た
情
報
を
絵
で
「
表
現
」
さ
せ
、

Ａ
Ｉ
の
画
像
も
交
え
て
検
討
さ
せ
る

こ
と
で
、「
足
の
数
」
と
い
う
「
新

し
い
問
い
」
に
意
欲
的
に
取
り
組
ま

せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

３　

画
像
生
成
Ａ
Ｉ
に
描
か
せ
る

「
Ａ
Ｉ
に
も
ア
リ
の
絵
を
描
い
て
も

ら
お
う
」
と
話
し
て
、
大
型
テ
レ
ビ

に
「
キ
ャ
ン
バ
」
を
映
す
。「T

extto
Im
age

」
は
、
以
前
に
紹
介
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
の
で
、
子
供
た
ち
は

知
っ
て
い
た
。
Ａ
Ｉ
な
ら
ば
、
正
し

い
絵
を
描
く
だ
ろ
う
と
身
を
乗
り
出

し
て
い
る
。「
上
か
ら
見
た
ア
リ
」

と
入
力
し
て
画
像
を
作
ら
せ
た
。

　

三
〇
秒
ほ
ど
で
で
き
あ
が
っ
た
。

　
「
あ
れ
⁉
」
画
像
を
見
て
驚
き
の

声
が
あ
が
る
。「
足
が
五
本
あ
る
！
」

そ
の
後
、
何
度
か
同
じ
言
葉
を
入
力

し
て
作
成
さ
せ
た
が
、
ど
れ
も
ど
こ

か
お
か
し
い
。

　

私
は
「
Ａ
Ｉ
で
も
う
ま
く
描
け
な

１　

ア
リ
と
遊
ば
せ
る

　

天
気
の
良
い
日
に
、
子
供
た
ち
を

連
れ
て
校
舎
前
の
広
場
に
行
っ
た
。

指
示  

ア
リ
を
探
し
て
遊
び
な
さ
い
。

　

子
供
た
ち
は
、
喜
ん
で
ア
リ
を
探

し
に
行
く
。
ア
リ
を
見
付
け
て
、
手

に
乗
せ
た
り
、
じ
っ
く
り
見
つ
め
た

り
し
て
い
る
。
夢
中
だ
。
三
〇
分
ほ

ど
遊
ば
せ
た
後
、
教
室
に
戻
っ
た
。

Ａ
４
の
上
質
紙
を
配
り
、
ア
リ
の
絵

を
大
き
く
描
か
せ
た
。
ど
の
子
も
楽

し
そ
う
に
絵
を
描
い
て
い
た
。

２　

絵
の
検
討
を
行
う

　

次
の
時
間
、
三
枚
の
絵
を
選
び
提

示
し
た
。「
ま
ち
が
い
」
は
あ
る
け
ど

「
で
た
ら
め
で
は
な
い
」
絵
で
あ
る
。

三
枚
を
比
較
さ
せ
た
。
「
足
の
数
が

ち
が
う
」「
体
が
三
つ
に
分
か
れ
て

い
な
い
」「
口
が
ち
が
う
」「
し
ょ
っ

か
く
が
な
い
」
な
ど
が
出
さ
れ
る
。

　

視
点
を
三
つ
に
ま
と
め
た
。

①　

数
は
い
く
つ
あ
る
か

②　

ど
こ
か
ら
出
て
い
る
か

③　

あ
る
も
の
は
何
か

　

こ
の
三
つ
の
視
点
で
、
各
自
、
絵

を
検
討
さ
せ
る
。
一
番
、
意
見
が
分

か
れ
た
の
は
「
足
の
数
」
だ
。
子
供

た
ち
は「
足
は
四
本
だ
」「
六
本
だ
」「
八

本
だ
っ
た
」
と
口
々
に
話
し
て
い
る
。

いつも正しいとは限らない
AIの特性を生かして、子供
たちを熱中させる。
（２年・生活科）

向山実践「アリの絵を
描く」の追試で、画像
生成AIを活用する

北海道北見市立三輪小学校

塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

学習指導要領対応 道徳・英語・オンラインの授業実践

情報活用能力を伸ばす指導法

新時代の
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数 学
授 業 実 践
高 校 の

振り返りシートに
よるコーチング
コーチングの内容は生徒
ごとに異なる。しかし、向
山洋一氏の「できない」
内容を分類することで、
生徒の苦手箇所を特定す
ることができる。

東京都立工芸高等学校

村
むら

瀬
せ

歩
あゆむ

ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
。

　

こ
れ
が
意
外
と
好
評
で
、
途
中
式

や
解
き
方
や
考
え
方
を
ま
と
め
る
生

徒
が
出
て
き
た
。
よ
い
シ
ー
ト
は
授
業

内
で
紹
介
し
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が

自
分
な
り
の
ま
と
め
を
書
い
て
い
っ
た
。

「
ま
ち
が
い
」
か
つ
「
つ
ま
ず
き
」

の
生
徒
で
、
一
斉
授
業
に
つ
い
て
い

く
の
に
精
一
杯
の
生
徒
は
「
で
き
な

い
」
と
考
え
た
。
そ
の
生
徒
を
放
課

後
、
補
習
教
室
で
指
導
し
た
。
振
り

返
り
シ
ー
ト
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
、

以
下
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
。

「
ま
ち
が
い
」
の
箇
所
は
、
消
し
ゴ

ム
を
使
わ
な
い
。
消
す
と
き
は
×
を

書
き
な
さ
い
。
×
が
多
い
ほ
ど
伸
び

ま
す
。
「
つ
ま
ず
き
」
は
、
隣
に
い

る
私
に
質
問
を
し
て
く
だ
さ
い
。
解

き
終
わ
っ
た
ら
、
解
き
方
を
簡
単
に

説
明
し
ま
し
ょ
う
。

　

補
習
の
甲
斐
あ
っ
て
、
そ
の
生
徒

は
学
年
末
試
験
で「
百
点
」を
取
っ
た
。

　

先
生
あ
り
が
と
う
。
百
点
を

取
っ
た
の
、
人
生
で
初
め
て
で
す
。

て
い
な
い
。「
で
き
な
い
」
は
「
そ

の
時
の
学
習
を
す
る
た
め
の
条
件
が

不
足
し
て
い
る
場
合
」
で
あ
る
。

　

全
員
の
苦
手
な
と
こ
ろ
を
調
べ
る

た
め
に
「
振
り
返
り
シ
ー
ト
」
を
作

り
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
コ
ー
チ
ン

グ
を
行
っ
た
。

３
「
で
き
な
い
」
内
容
を
も
と
に

コ
ー
チ
ン
グ

「
で
き
な
い
」
内
容
を
分
類
さ
せ
る

た
め
に
シ
ー
ト
に

①
　
普
段
か
ら
う
っ
か
り
ミ
ス
を
し

ま
す
か
。

②
　
類
題
が
出
さ
れ
て
も
、
正
解
で

き
そ
う
で
す
か
。

と
い
う
項
目
を
載
せ
た
。

　

①
は
「
ま
ち
が
い
」
を
、②
は
「
つ

ま
ず
き
」
を
調
べ
る
た
め
で
あ
る
。

そ
し
て
、
①
の
生
徒
に
は
「
途
中
式

を
省
略
せ
ず
、
丁
寧
に
書
き
ま
し
ょ

う
」、
②
は
「
分
か
ら
な
か
っ
た
ら

友
達
や
先
生
に
質
問
し
ま
し
ょ
う
」

「
考
え
方
を
整
理
す
る
た
め
に
、
解

き
方
を
文
章
で
書
き
ま
し
ょ
う
」
な

１
入
れ
込
み
す
ぎ
た
試
験
対
策

　

授
業
で
た
く
さ
ん
解
い
た
の

に
、
試
験
で
頭
が
真
っ
白
に
な

る
の
で
す
。

　

定
時
制
高
校
の
実
践
で
あ
る
。
入

試
の
数
学
の
点
数
は
一
〇
点
、
二
〇

点
、
一
桁
も
珍
し
く
な
い
。
現
在
定

時
制
高
校
を
希
望
す
る
生
徒
の
中
に

は
、
小
学
校
、
中
学
校
に
不
登
校
を

経
験
し
た
者
が
一
定
数
い
る
。
試
験

勉
強
を
経
験
さ
せ
よ
う
と
、
対
策
問

題
を
た
く
さ
ん
解
か
せ
た
結
果
、
先

の
セ
リ
フ
が
出
て
し
ま
っ
た
。

　

私
は
そ
の
当
時
、「
自
分
の
体
験
」

で
し
か
伸
ば
す
術
を
知
ら
な
か
っ
た
。

２
「
で
き
な
い
」
内
容
の
分
類

　

向
山
洋
一
氏
の
『
授
業
の
腕
を
み

が
く
』（
明
治
図
書
）
に
あ
る
「『
で

き
な
い
』
内
容
の
分
類
」
を
も
と
に

コ
ー
チ
ン
グ
を
し
よ
う
と
考
え
た
。

同
じ
「
で
き
な
い
」
で
も
、「
つ
ま

ず
き
」
と
「
ま
ち
が
い
」
と
「
で
き

な
い
」
に
分
類
さ
れ
る
。

　

詳
細
は
前
掲
書
に
詳
し
い
が
、
要

約
す
る
と
「
つ
ま
ず
き
」
は
「
授
業

の
中
心
的
な
ね
ら
い
が
理
解
さ
れ
て

い
な
い
場
合
」
で
あ
る
。「
ま
ち
が

い
」
は
「
ウ
ッ
カ
リ
ミ
ス
」
で
あ
る
。

学
習
内
容
が
不
安
定
に
し
か
定
着
し



※ 
口
を
縦
に
開
け
て
喉
が
開
い
て
る
状
態
で
、

「
ろ
」
と
発
音
す
る
こ
と
。

47 2023. 7

音 楽
授 業 実 践
中 学 校 の

合唱指導は日々の
積み重ね
生徒自身が合唱を創り出
せる素地を、日々の授業
で指導する。

埼玉県熊谷市立妻沼西中学校

豊
とよ

田
だ

雅
まさ

子
こ

し
い
感
じ
で
切
る
。「
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
」
は
そ
の
逆
だ
。
こ
れ
ら
を
動
作

と
一
緒
に
覚
え
る
。

Ｔ
：
歌
詞
の
リ
ズ
ム
読
み
！　

ま
ね

し
ま
す
。

　

フ
レ
ー
ズ
感
や
フ
レ
ー
ズ
の
抑
揚

を
マ
ス
タ
ー
す
る
時
に
行
う
方
法
だ
。

音
程
を
つ
け
ず
に
歌
う
。

３
合
唱
練
習
に
て

　

合
唱
練
習
で
は
、
パ
ー
ト
別
の
練

習
時
間
を
取
る
。
生
徒
ら
は
、
音
源

を
操
作
し
、
必
要
な
所
か
ら
音
を
流

し
練
習
を
始
め
る
。

「
ム
ン
ク
や
ろ
う
」「
鯉
の
ぼ
り
に

な
っ
て
い
る
？
」「
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
に
し
よ
う
」
と
、
ど
う
表
現
し
た

ら
良
い
か
考
え
て
練
習
を
し
て
い
る
。

音
源
を
最
初
か
ら
最
後
ま
で
流
し
、

た
だ
歌
う
と
い
う
練
習
方
法
は
取
ら

な
い
。

　

普
段
の
授
業
で
、
学
び
方
を
教
え

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
生
徒
自
身
が
ふ

さ
わ
し
い
学
び
方
を
選
択
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
く
。

Ｃ
：
ハ
イ
ッ
。

　

息
を
軽
く
吸
い
、
優
し
い
声
で
短

く
返
事
を
し
て
座
る
。

⑵
　
響
く
声
に
す
る
た
め
に

「
こ
い
の
ぼ
り
の
口
」
や
「
ム
ン
ク

の
叫
び
が
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
」
を
行
う

と
、
口
の
中
に
広
が
り
が
で
き
、
声

に
響
き
が
出
る
。

　

だ
が
、
口
の
周
り
の
筋
肉
を
上
手

に
使
う
の
は
難
し
い
。
口
元
に
ソ
フ

ト
タ
ッ
チ
で
指
を
あ
て
、
口
を
あ
け

る
補
助
を
す
る
。
そ
の
様
子
が
「
鯉

の
ぼ
り
の
口
」
や
「
ム
ン
ク
の
叫
び
」

に
似
て
い
る
。

⑶
　
歌
唱
教
材
で
ニ
ュ
ア
ン
ス
指
導

Ｔ
：
フ
レ
ー
ズ
の
終
わ
り
は
。

Ｃ
：
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
。

Ｔ
：言
い
切
り
た
い
時

は
。

Ｃ
：
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
。

　

ど
ん
な
時
に
ど
の

歌
い
方
を
す
る
と
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
か
、「
合
言
葉
」

に
し
て
覚
え
る
。「
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
」
は
、
歌
い
終
わ
り
を
丁
寧
に
優

「
合
言
葉
」
を
示
し
、
何
を
や
る
の

か
、
ど
の
よ
う
に
や
る
の
か
生
徒
が

で
き
る
状
態
に
し
て
お
く
。
日
々
の

授
業
の
積
み
重
ね
で
、
生
徒
だ
け
で

合
唱
が
創
り
出
せ
る
よ
う
に
な
る
。

１
合
唱
の
合
言
葉

⑴
　
発
声

①　

こ
い
の
ぼ
り
の
口

②　

ム
ン
ク
の
叫
び
が
リ
フ
ト
ア
ッ
プ

③　

ハ
ミ
ン
グ
、
ロ
ロ
ロ
歌
い
※

④　

長
息
伸
ば
し

⑵
　
ニ
ュ
ア
ン
ス

①　

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

②　

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

③　

リ
ズ
ム
読
み
（
楽
曲
の
リ
ズ
ム

で
音
読
）

（
参
考
：『
さ
す
が
!

と
い
わ
れ
る
合
唱
指
導

の
原
則
』
横
崎
剛
志
著　

学
芸
み
ら
い
社
）

２
普
段
の
授
業
で
、
積
み
重
ね
る

⑴
　
お
返
事
発
声

　

お
返
事
発
声
は
自
分
の
声
を
つ

く
っ
て
い
く
土
台
と
な
る
。
毎
時
間
、

複
数
の
場
面
で
、
何
度
も
行
う
。

Ｔ
：
♪
ド
レ
ミ
フ
ァ
ソ
。

Ｃ
：
ハ
ー
イ
。

　

息
を
た
っ
ぷ
り
吸
い
、
ハ
ー
イ
と

優
し
い
声
で
返
事
を
し
な
が
ら

4

4

4

4

立
つ
。

Ｔ
：
♪
ソ
フ
ァ
ミ
レ
ド
。

中学校中学校（高校）での（高校）でのTOSS実践TOSS実践



「
教
え
な
い
」
で
「
熱
中
さ
せ
る
」

「
教
え
な
い
」
で
「
熱
中
さ
せ
る
」

異
次
元
の
授
業

異
次
元
の
授
業

個
別
の
「
審
査
」
は
今
回
だ
け
は
割
愛
し
、
向
山
氏
の
授
業
を
紹
介
す
る
。
ご
自
分
の
授

個
別
の
「
審
査
」
は
今
回
だ
け
は
割
愛
し
、
向
山
氏
の
授
業
を
紹
介
す
る
。
ご
自
分
の
授

業
プ
ラ
ン
と
比
較
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

業
プ
ラ
ン
と
比
較
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

算数

木き

村む
ら 

重し
げ

夫お

48

　

向
山
氏
の
授
業
映
像
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

　

ど
な
た
も
（
む
ろ
ん
私
も
）
思
い
付
か
な
い

「
異
次
元
の
展
開
」
に
引
き
込
ま
れ
て
い
く
。

　

教
科
書
は
一
目
見
て
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
し
て
い

る
。
ど
こ
を
見
さ
せ
る
の
か
。「
視
線
の
混
乱
」

を
招
き
や
す
い
。
神
奈
川
の
宮
森
氏
の
指
摘
。

問
題
を
解
く
た
め
に
は
挿
絵

↓
1

↓
面
積
図

と
視
点
の
移
動
が
上

↓

下

↓

中
央
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
低
位
の
子
に
と
っ
て
は
辛
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
向
山
氏
の
授
業
を
受
け
て
い
る

と
、「
視
線
の
混
乱
」
が
生
ま
れ
な
い
。
ゆ
っ

た
り
と
全
員
を
い
ざ
な
う
明
快
な
指
示
。

（
略
）
上
に
１
ぱ
ん
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

２
は
ん
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
３
ぱ
ん
と

書
い
て
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
に
、
子
ど
も

た
ち
の
絵
が
描
い
て
あ
り
ま
す
。
い
ち
ば

ん
左
側
の
絵
は
何
ぱ
ん
で
す
か
。
お
と
な

り
同
士
と
話
し
合
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

（
５
秒
後
）

　

は
い
、
で
は
そ
の
ペ
ー
ジ
の
右
側
、
４

人
の
形
、
そ
れ
は
何
ぱ
ん
で
す
か
。
ど
う

し
て
で
す
か
。
お
と
な
り
同
士
と
話
し

合
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

は
い
、
そ
れ
で
は
67
ペ
ー
ジ
、
も
の
さ

し
を
持
っ
た
女
の
子
が
い
る
。
そ
こ
は
何

ぱ
ん
で
す
か
。
３
ぱ
ん
で
す
ね
。
ど
う
し

て
で
す
か
。
お
と
な
り
同
士
で
。

　

ま
っ
た
く
教
え
て
い
な
い
。
確
認
は
す
べ
て

「
お
と
な
り
同
士
で
」
話
し
合
わ
せ
る
。

　

子
供
は
図
と
イ
ラ
ス
ト
を
丹
念
に
見
る
。

　

上
の
イ
ラ
ス
ト
に
は
絵
が
三
つ
描
い
て

あ
り
ま
す
。
そ
の
絵
を
簡
単
に
し
た
の
が
、

そ
こ
の
図
で
す
ね
。
１
ぱ
ん
、
２
は
ん
。

　

新
聞
イ
ラ
ス
ト
と
図
の
関
係
を
サ
ラ
ッ
と
説

明
す
る
。

　

そ
れ
で
は
、
１
ぱ
ん
の
色
が
つ
い
た
所
、

２
は
ん
の
色
が
つ
い
た
所
、
ど
ち
ら
が
広

い
の
で
す
か
。
お
と
な
り
の
人
に
分
か
る

よ
う
に
説
明
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

向
山
氏
の
授
業
映
像
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

ど
な
た
も
（
む
ろ
ん
私
も
）
思
い
つ
か
な
い

「
異
次
元
の
展
開
」
に
引
き
込
ま
れ
て
い
く
。

教
科
書
は
一
目
見
て
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
し
て
い

る
。
ど
こ
を
見
さ
せ
る
の
か
。「
視
線
の
混
乱
」

を
招
き
や
す
い
。
神
奈
川
の
宮
森
氏
の
指
摘
。

問
題
を
解
く
た
め
に
は
挿
絵
↓
□
１
↓
面
積

図
と
視
点
の
移
動
が
上
↓
下
↓
中
央
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
低
位
の
子
に
と
っ
て
は
辛
い
。

向
山
型
算
数
に
挑
戦
２
０
２
３
年
７
月
号

「
教
え
な
い
」
で
「
熱
中
さ
せ

る
」
異
次
元
の
授
業

個
別
の
「
審
査
」
は
今
回
だ
け
は
割
愛

し
、
向
山
氏
の
授
業
を
紹
介
す
る
。
ご
自

分
の
授
業
プ
ラ
ン
と
比
較
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

東
京
都
八
王
子
市

日
本
文
化
大
學
講
師

木
村

重
夫
（
き
む
ら

し
げ
お
）

と
こ
ろ
が
、
向
山
氏
の
授
業
を
受
け
て
い
る

と
、
「
視
線
の
混
乱
」
が
生
ま
れ
な
い
。
ゆ
っ

た
り
と
全
員
を
い
ざ
な
う
明
快
な
指
示
。

（
略
）
上
に
１
ぱ
ん
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

２
は
ん
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
３
ぱ
ん
と
書

い
て
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
に
、
子
ど
も
た
ち

の
絵
が
描
い
て
あ
り
ま
す
。
い
ち
ば
ん
左
側

の
絵
は
何
ぱ
ん
で
す
か
。
おお
とと
なな
りり
同同
士士
とと
話話

しし
合合
っっ
てて
ごご
らら
んん
なな
ささ
いい
。。
（
５
秒
後
）

は
い
、
で
は
そ
の
ペ
ー
ジ
の
右
側
、
４
人

の
形
、
そ
れ
は
何
ぱ
ん
で
す
か
。
ど
う
し
て

で
す
か
。
おお
とと
なな
りり
同同
士士
とと
話話
しし
合合
っっ
てて
ごご
らら

んん
なな
ささ
いい
。。

は
い
、
そ
れ
で
は
６
７
ペ
ー
ジ
、
も
の
さ

し
を
持
っ
た
女
の
子
が
い
る
。
そ
こ
は
何
ぱ

ん
で
す
か
。
３
ぱ
ん
で
す
ね
。
ど
う
し
て
で

す
か
。
おお
とと
なな
りり
同同
士士
でで
。。

ま
っ
た
く
教
え
て
い
な
い
。
確
認
は
す
べ
て

「「
おお
とと
なな
りり
同同
士士
でで
」」
話
し
合
わ
せ
る
。

子
ど
も
は
図
と
イ
ラ
ス
ト
を
丹
念
に
見
る
。

上
の
イ
ラ
ス
ト
に
は
絵
が
三
つ
描
い
て
あ

り
ま
す
。
そ
の
絵
を
簡
単
に
し
た
の
が
、
そ

こ
の
図
で
す
ね
。
１
ぱ
ん
、
２
は
ん
。

新
聞
イ
ラ
ス
ト
と
図
の
関
係
を
サ
ラ
ッ
と
説

明
す
る
。

そ
れ
で
は
、
１
ぱ
ん
の
色
が
つ
い
た
所
、

２
は
ん
の
色
が
つ
い
た
所
、
ど
ち
ら
が
広
い

の
で
す
か
。
おお
とと
なな
りり
のの
人人
にに
分分
かか
るる
よよ
うう
にに

説説
明明
しし
てて
ごご
らら
んん
なな
ささ
いい
。。

参
加
者
を
指
名
「
同
じ
で
す
。
２
は
ん
の
左

上
の
絵
の
部
分
を
下
に
移
動
さ
せ
る
と
、
１
ぱ

ん
と
同
じ
図
に
な
る
か
ら
で
す
」
こ
れ
だ
け
で

終
わ
ら
せ
な
い
か
ら
知
的
な
展
開
に
な
る
。

　

参
加
者
を
指
名
「
同
じ
で
す
。
２
は
ん
の
左

上
の
絵
の
部
分
を
下
に
移
動
さ
せ
る
と
、
１
ぱ

ん
と
同
じ
図
に
な
る
か
ら
で
す
」
こ
れ
だ
け
で

終
わ
ら
せ
な
い
か
ら
知
的
な
展
開
に
な
る
。

　

そ
の
よ
う
に
考
え
た
人
？�

�

　

そ
う
じ
ゃ
な
い
と
い
う
人
？
（
挙
手
な

向山型に挑戦！

東
京
都
日
本
文
化
大
学
・
講
師
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向山型 に挑戦！　国語・算数の難問良問

　

最
初
の
問
題
、
１
と
２
を
比
べ
る
。

　

二
番
目
、
１
と
３
を
比
べ
る
。

　

そ
れ
と
明
ら
か
に
今
の
問
題
は
質
が
違

い
ま
す
。
ど
う
し
て
質
が
違
う
ん
で
す
か
。

お
と
な
り
同
士
と
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

向
山
氏
は
何
も
解
説
せ
ず
に
先
に
行
く
。

　

も
う
一
度
１
ぱ
ん
の
図
に
行
き
ま
す
。

　

大
き
な
新
聞
は
１
ｍ
１
ｍ
で
１
㎡
で
す
。

２
つ
に
分
け
た
１
つ
ず
つ
。
し
た
が
っ
て

こ
れ
は
２
分
の
１
㎡
で
す
。
そ
の
下
に
書

い
て
く
だ
さ
い
。
１
ｍ
の
下
に
２
分
の
１
㎡
。

　

２
は
ん
、
こ
れ
も
２
分
の
１
と
同
じ
で

す
が
、
表
し
方
が
違
い
ま
す
。
４
つ
に
分

け
た
２
つ
で
す
か
ら
、
下
に
書
い
て
く
だ

さ
い
。
お
と
な
り
同
士
で
見
せ
合
っ
て
、

で
き
た
ら
丸
を
付
け
な
さ
い
。

　

会
場
に
次
々
と
熱
中
が
生
ま
れ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
に
考
え
た
人
？

そ
う
じ
ゃ
な
い
と
い
う
人
？
（
挙
手
な
し
）

こ
こ
は
み
ん
な
単
細
胞
で
す
ね
。
（
笑
）
え

ー
？
い
な
い
で
す
か
？

「
２
は
ん
の
右
下
の
図
を
上
に
持
ち
上
げ
て
、

く
る
っ
と
回
す
と
１
ぱ
ん
と
同
じ
に
な
る
」

こ
う
い
う
ひ
ね
く
れ
た
の
も
中
に
は
い
ま

す
ね
。
（
笑
）
そ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
た
人
？

え
ら
い
ね
え
。
天
才
だ
。
天
才
５
年
生
。

ほ
か
に
い
ま
せ
ん
か
？

１
ぱ
ん
を
縦
に
半

分
に
切
る
。
当
然
あ
り
ま
す
よ
ね
え
。
素
直

だ
な
あ
。
向
山
先
生
と
同
じ
考
え
。

と
い
う
ふ
う
に
や
っ
て
み
ま
す
と
、
１
ぱ

ん
２
は
ん
が
同
じ
で
す
ね
。

じじ
ゃゃ
ああ
、、
１１
ぱぱ
んん
とと
３３
ぱぱ
んん
をを
比比
べべ
てて
みみ
まま

すす
。。
おお
とと
なな
りり
同同
士士
でで
話話
しし
合合
っっ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

やや
りり
方方
をを
二二
つつ
説説
明明
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
一一
人人
がが

説説
明明
しし
たた
らら
、、
相相
手手
はは
別別
のの
方方
法法
でで
説説
明明
しし
てて

くく
だだ
ささ
いい
。。

一
斉
に
話
し
合
う
声
が
会
場
に
響
き
渡
る
。

お
よ
そ
３
７
秒
後
、
向
山
氏
の
声
。
こ
こ
は
二

度
目
だ
か
ら
サ
ラ
リ
と
教
師
が
束
ね
る
。

こ
れ
、
さ
き
ほ
ど
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
す

ね
。
上
の
３
分
の
１
を
下
に
お
ろ
し
ち
ゃ
う

と
い
う
の
と
、
左
側
１
ぱ
ん
を
３
つ
に
分
け

ち
ゃ
う
と
い
う
こ
と
。
ま
っ
た
く
同
じ
原
理

が
使
わ
れ
て
い
て
、
説
明
し
た
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
２
は
ん
と
３
ぱ
ん
を
比
べ
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。
おお
とと
なな
りり

同同
士士
とと
話話
しし
合合
っっ
てて
みみ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

こ
こ
で
向
山
氏
か
ら
教
師
向
け
の
教
材
研
究

の
発
問
が
出
さ
れ
た
。
異
次
元
で
あ
る
。

合
計
３
つ
の
問
題
を
出
し
ま
し
た
。

最
初
の
問
題
、
１
と
２
を
比
べ
る
。

二
番
目
、
１
と
３
を
比
べ
る
。

そ
れ
と
明
ら
か
に
今
の
問
題
は
質
が
違
い

ま
す
。
ど
う
し
て
質
が
違
う
ん
で
す
か
。
おお

とと
なな
りり
同同
士士
とと
話話
しし
合合
っっ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

向
山
氏
は
何
も
解
説
せ
ず
に
先
に
行
く
。

も
う
一
度
１
ぱ
ん
の
図
に
行
き
ま
す
。

大
き
な
新
聞
は
１
ｍ
１
ｍ
で
１
㎡
で
す
。

２
つ
に
分
け
た
１
つ
ず
つ
。
し
た
が
っ
て
こ

れ
は
２
分
の
１
㎡
で
す
。
そ
の
下
に
書
い
て

く
だ
さ
い
。
１
ｍ
の
下
に
２
分
の
１
㎡
。

２
は
ん
、
こ
れ
も
２
分
の
１
と
同
じ
で
す

が
、
表
し
方
が
違
い
ま
す
。
４
つ
に
分
け
た

２
つ
で
す
か
ら
、
下
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

おお
とと
なな
りり
同同
士士
でで
見見
せせ
合合
っっ
てて
、、
でで
きき
たた
らら
丸丸
をを

つつ
けけ
なな
ささ
いい
。。

会
場
に
次
々
と
熱
中
が
生
ま
れ
て
い
た
。

　

一
斉
に
話
し
合
う
声
が
会
場
に
響
き
渡
る
。

お
よ
そ
三
七
秒
後
、
向
山
氏
の
声
。
こ
こ
は
二

度
目
だ
か
ら
サ
ラ
リ
と
教
師
が
束
ね
る
。

　

こ
れ
、
さ
き
ほ
ど
と
ま
っ
た
く
同
じ
で

す
ね
。
上
の
３
分
の
１
を
下
に
お
ろ
し

ち
ゃ
う
と
い
う
の
と
、
左
側
１
ぱ
ん
を
３

つ
に
分
け
ち
ゃ
う
と
い
う
こ
と
。
ま
っ
た

く
同
じ
原
理
が
使
わ
れ
て
い
て
、
説
明
し

た
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
、
２
は
ん
と
３
ぱ
ん
を
比
べ
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。
お
と

な
り
同
士
と
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
こ
で
向
山
氏
か
ら
教
師
向
け
の
教
材
研
究

の
発
問
が
出
さ
れ
た
。
異
次
元
で
あ
る
。

　

合
計
３
つ
の
問
題
を
出
し
ま
し
た
。

し
）

　

こ
こ
は
み
ん
な
単
細
胞
で
す
ね
。（
笑
）

え
ー
？　

い
な
い
で
す
か
？

「
２
は
ん
の
右
下
の
図
を
上
に
持
ち
上
げ
て
、

く
る
っ
と
回
す
と
１
ぱ
ん
と
同
じ
に
な
る
」

　

こ
う
い
う
ひ
ね
く
れ
た
の
も
中
に
は
い

ま
す
ね
。（
笑
）
そ
う
い
う
ふ
う
に
考
え

た
人
？　

え
ら
い
ね
え
。
天
才
だ
。
天
才

５
年
生
。

　

ほ
か
に
い
ま
せ
ん
か
？　

１
ぱ
ん
を
縦

に
半
分
に
切
る
。
当
然
あ
り
ま
す
よ
ね
え
。

素
直
だ
な
あ
。
向
山
先
生
と
同
じ
考
え
。

　

と
い
う
ふ
う
に
や
っ
て
み
ま
す
と
、
１

ぱ
ん
２
は
ん
が
同
じ
で
す
ね
。

じ
ゃ
あ
、
１
ぱ
ん
と
３
ぱ
ん
を
比
べ
て

み
ま
す
。
お
と
な
り
同
士
で
話
し
合
っ
て

く
だ
さ
い
。
や
り
方
を
二
つ
説
明
し
て
く

だ
さ
い
。
一
人
が
説
明
し
た
ら
、
相
手
は

別
の
方
法
で
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。
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教
師
の
手
数
で
生
徒
の
活
動
を
増
や
す

現
状
を
把
握
し
、
変
え
る
行
動
を
選
び
、
実
行
す
べ
き
行
動
を
決
め
、

振
り
返
る
こ
と
に
よ
り
活
動
量
が
増
え
て
い
っ
た
。

　

卒
業
式
前
日
、「
逃
げ
道
は
自
分
で
断
っ
た
の

で
」
と
笑
顔
で
話
す
彼
は
、
こ
れ
ま
で
イ
ベ
ン
ト

ご
と
は
こ
と
ご
と
く
欠
席
し
て
い
た
。

＊
一
年
目
⑴
　
登
校
す
る
だ
け
で
疲
れ
る

　

一
八
歳
の
Ａ
君
は
小
学
校
か
ら
九
年
間
不
登
校
。

最
初
は
週
二
日
午
前
の
み
の
登
校
。
そ
ん
な
彼
と

繰
り
返
し
や
り
続
け
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。

①
現
状
の
把
握
を
一
緒
に
行
う

②
そ
の
中
か
ら
変
え
て
み
る
行
動
を
一
つ
だ
け

選
ぶ

③
ど
う
変
え
る
か
決
め
て
実
行
。
二
週
間
後
に

振
り
返
り

④
で
き
て
い
た
ら
次
の
課
題
へ
、
で
き
て
い
な

か
っ
た
ら
見
直
し
て
再
実
行

　

こ
の
ル
ー
プ
を
授
業
・
行
事
と
様
々
な
こ
と
に

当
て
は
め
て
繰
り
返
し
て
き
た
。

「
登
校
す
る
こ
と
だ
け
で
疲
れ
る
の
で
無
理
で

す
」
と
授
業
に
は
一
切
参
加
で
き
な
か
っ
た
。

③
週
三
日
午
前
登
校
に
増
や
す　

④
増
や
せ
た

か
ら
、
週
三
日
で
そ
の
う
ち
二
日
を
一
日
登
校
に

　

こ
う
し
て
、徐
々
に
環
境
に
慣
れ
さ
せ
て
い
っ
た
。

＊
一
年
目
⑵
　
話
を
聞
い
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る

　

登
校
に
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
授
業
へ
の
参
加
を
促

し
た
。「
や
り
た
く
な
い
」
と
断
ら
れ
た
。

①
授
業
も
行
事
も
や
り
た
く
な
い　

②
こ
ち
ら

で
全
体
の
う
ち
ち
ょ
っ
と
だ
け
や
っ
て
く
れ
そ

う
な
こ
と
を
考
え
る　

③
行
事
の
遊
び
の
企
画

に
誘
う　

④
や
っ
て
み
た
け
ど
、
思
い
描
い
た

も
の
と
違
い
帰
る

　

数
日
登
校
し
な
く
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
何

度
断
ら
れ
て
も
誘
い
続
け
た
。

＊
二
年
目
　
ち
ょ
っ
と
活
動
す
る

　

集
団
の
騒
々
し
さ
や
人
に
慣
れ
て
き
て
か
ら
も
、

「
や
り
た
く
な
い
」
を
受
け
入
れ
続
け
た
。
そ
ん

な
中
で
、
彼
単
独
の
活
躍
の
場
を
設
け
て
い
っ
た
。

③
教
材
の
準
備
を
手
伝
っ
て
も
ら
う　

④
あ
り

が
と
う
と
伝
え
る

　

一
年
間
何
度
も
お
願
い
し
て
い
く
う
ち
に
、
会

話
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
生
ま
れ
た
。
成
人
式
の

ス
ピ
ー
チ
で
は
、「
人
と
話
す
の
が
不
安
だ
っ
た

が
意
外
と
そ
の
ま
ま
で
い
い
み
た
い
」
と
語
っ
た
。

＊
三
年
目
　
た
く
さ
ん
活
動
す
る

　

ル
ー
プ
が
う
ま
く
回
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

①
二
度
寝
を
し
て
休
ん
で
し
ま
う　

②
睡
眠
を

整
え
る
・
決
め
ら
れ
た
時
間
に
遅
刻
す
る　

③

遅
刻
し
て
み
る
。
注
目
を
集
め
そ
う
で
不
安　

④
で
き
た
。
全
然
誰
も
遅
刻
し
た
こ
と
を
気
に

し
て
な
か
っ
た

　

こ
れ
以
降
、
安
心
し
て
遅
刻
で
き
る
よ
う
に
な

り
欠
席
が
極
端
に
減
っ
た
。

①
楽
し
く
て
、
な
ん
で
も
や
り
す
ぎ
て
し
ま
い
、

翌
日
疲
れ
て
休
む　

②
切
り
替
え
を
す
る
・
体

力
を
つ
け
る　

③
三
〇
分
お
き
に
五
分
の
休
憩

を
と
る
・
時
間
割
の
中
に
ヨ
ガ
と
リ
ン
グ

フ
ィ
ッ
ト
を
入
れ
る　

④
で
き
た
。
け
れ
ど
自

己
管
理
は
難
し
い
。

　

こ
う
し
て
冒
頭
の
よ
う
に
卒
業
し
て
い
っ
た
。

N
P
O
法
人
翔
和
学
園
・
長
野
翔
和
学
園
教
務
　
市い

ち

川か
わ

彩あ
や

乃の

市川 彩乃
NPO法人翔和学園 
長野翔和学園教務

翔和学園でのドラマ
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小こ

嶋じ
ま

悠ゆ
う

紀き

発達障害のある子供をさらに伸ばす！　1年間の支援プラン！

N
P
O
法
人
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
理
事

㈱
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ

発
達
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　

夏
休
み
は
、
発
達
障
害
の
子
供
た

ち
に
と
っ
て
も
待
ち
に
待
っ
た
長
期

休
み
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
発
達
障
害
の
子
供
た
ち

に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
が
失
わ
れ
る

ピ
ン
チ
で
も
あ
る
。

「
日
常
の
ル
ー
テ
ィ
ン
」

で
あ
る
。

　

夜
遅
く
ま
で
起
き
て
し
ま
い
、
起

き
る
の
は
昼
頃
。
保
護
者
は
仕
事
へ

行
っ
て
い
る
の
で
ゲ
ー
ム
し
放
題
。

こ
う
や
っ
て
、
一
学
期
に
せ
っ
か
く

作
っ
た
ル
ー
テ
ィ
ン
が
壊
れ
て
し
ま

う
。

　

た
だ
し
、キ
ツ
キ
ツ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
組
む
と
、
こ
れ
も
き
つ
い
。

　

そ
こ
で
、
私
が
保
護
者
の
方
に
提

案
し
て
い
た
「
長
期
休
み
支
援
プ
ラ

ン
」
を
以
下
に
述
べ
た
い
。

１　

宿
題
量
を
三
分
の
一
に

　

ま
ず
、
宿
題
の
量
の
多
さ
で
夏
休

み
後
半
に
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な

る
家
庭
も
多
い
。

　

そ
こ
で
、
宿
題
は
三
分
の
一
程
度

に
す
る
。

「
自
分
だ
け
で
取
り
組
め
る
」
と
い

う
状
態
を
最
初
か
ら
つ
く
る
の
で
あ

る
。

２　

朝
日
を
浴
び
る

　

起
き
る
時
間
と
寝
る
時
間
を
一
定

に
す
る
た
め
に
、「
起
床
し
た
ら
朝

日
を
親
子
で
浴
び
る
」
こ
と
を
推
奨

し
た
。

　

特
に
目
に
朝
日
の
光
が
入
る
と
、

セ
ロ
ト
ニ
ン
と
メ
ラ
ト
ニ
ン
の
ス

イ
ッ
チ
ン
グ
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
こ

と
で
昼
夜
逆
転
を
予
防
で
き
る
。

３　

宿
題
は
午
前
中

　

宿
題
を
取
り
組
む
時
間
を
午
前
中

に
設
定
す
る
。

　

こ
れ
は
重
要
な
教
科
が
午
前
中
に

入
っ
て
く
る
学
校
の
日
程
に
配
慮
し

た
も
の
で
あ
る
。

「
午
前
中
に
学
習
を
終
わ
ら
せ
て
、

昼
食
を
取
る
」
と
い
う
ル
ー
テ
ィ
ン

を
つ
く
っ
て
い
く
。

　

保
護
者
の
方
が
、
い
な
く
て
も
良

い
宿
題
量
に
す
る
の
は
そ
の
た
め
だ
。

４　

ゲ
ー
ム
は
午
後
に
す
る

　

午
前
中
は
、
宿
題
が
終
わ
れ
ば
外

に
遊
び
に
行
く
の
で
も
、
テ
レ
ビ
を

観
る
の
で
も
い
い
。

　

ゲ
ー
ム
は
午
後
に
設
定
し
た
い
。

今
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ゲ
ー
ム
で
友
達
と
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で

会
う
こ
と
も
あ
る
し
、
そ
の
約
束
も

夏
休
み
の
生
活
を
整
え
る
長
期
休
み
プ
ラ
ン

夏
休
み
を
二
学
期
へ
つ
な
げ
る
、
崩
れ
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
支
援
。

あ
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
午
前
中
か
ら
始
め
れ
ば

延
々
と
夕
方
ま
で
や
っ
て
し
ま
う
。

「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
友
達
と
会
う
の
は

午
後
に
し
よ
う
ね
」
と
、
そ
こ
ま
で

約
束
を
取
り
付
け
て
ほ
し
い
。

５　

食
べ
物
、
飲
み
物
を
過
剰
に
甘

い
も
の
に
し
な
い

　

家
の
戸
棚
や
キ
ッ
チ
ン
・
冷
蔵
庫

に
糖
分
が
多
い
お
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス

を
常
備
し
な
い
。

　

発
達
障
害
の
子
供
は
刺
激
が
強
く
、

ド
ー
パ
ミ
ン
が
出
や
す
い
食
べ
物
や

飲
料
を
好
む
。
そ
の
結
果
、
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
に
抑
制
が
効
か
な
い
状
態

で
、
二
学
期
を
迎
え
か
ね
な
い
。

６　

最
後
の
三
日
間
は
リ
ハ
ビ
リ

「
最
後
の
三
日
間
は
学
校
に
行
く
前

の
リ
ハ
ビ
リ
と
し
て
く
だ
さ
い
」
と

お
願
い
す
る
。

　

朝
起
き
て
、
通
学
路
ま
で
行
っ
て

み
る
。

　

寝
る
時
間
も
調
整
す
る
。

　

で
き
る
だ
け
通
常
に
近
づ
け
て
、

夏
休
み
を
終
え
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮

し
た
い
。
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学
習
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
プ
リ

ン
ト
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
難

し
い
子
も
い
る
。
そ
の
子
に
は
、ボ
ー

ド
ゲ
ー
ム
を
使
用
し
た
学
習
支
援
を

行
っ
て
い
る
。い
く
つ
か
紹
介
を
す
る
。

　

算
数
の
た
し
算
・
か
け
算
の
学
習

が
で
き
る
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

ウ
ミ
ガ
メ
の
島

　

ル
ー
ル
は
、

①　

す
ご
ろ
く
の
よ
う
な
ゲ
ー

ム
で
、
一
周
（
二
一
マ
ス
）

す
る
ご
と
に
数
字
カ
ー
ド
を

も
ら
え
る
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。

②　

最
大
三
回
サ
イ
コ
ロ
を
振

る
こ
と
が
で
き
る
。

③　

サ
イ
コ
ロ
の
出
目
の
合
計

が
８
以
上
の
場
合
、
ス
タ
ー

ト
に
戻
る
。

④　

サ
イ
コ
ロ
の
出
目
の
合
計

が
７
以
下
の
場
合
、（
出
目

の
合
計
）×（
サ
イ
コ
ロ
を

振
っ
た
回
数
）
分
だ
け
駒
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、
三
つ
の
サ
イ
コ
ロ
の
出

目
数
の
合
計
が
３
（
１
＋
１
＋
１
）

で
あ
れ
ば
、
３
（
出
目
数
の
合
計
）

×
３
（
ふ
っ
た
サ
イ
コ
ロ
の
数
）
で

九
マ
ス
進
め
る
。
二
つ
の
サ
イ
コ
ロ

の
出
目
数
の
合
計
が
７
（
２
＋
５

や
３
＋
４
）
で
あ
れ
ば
、
残
り
一

つ
の
サ
イ
コ
ロ
は
振
ら
な
い
と
い
う

選
択
肢
も
可
能
な
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。

　

こ
の
ゲ
ー
ム
で
は
、

①　

他
の
子
の
順
番
を
待
つ
。

②　
楽
し
み
な
が
ら
た
し
算
・

か
け
算
の
学
習
が
で
き
る
。

③　

サ
イ
コ
ロ
を
振
る
か
振
ら

な
い
か
の
選
択
を
考
え
る
。

こ
と
を
目
的
に
で
き
る
た
め
、
自
身

で
考
え
る
力
の
育
成
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
る
。

　

二
つ
め
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
鍛
え
る
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。

ご
き
ぶ
り
ポ
ー
カ
ー

　

八
種
類
の
害
虫
が
描
か
れ
た
カ
ー

ド
が
あ
る
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、
持
ち

札
か
ら
人
に
押
し
付
け
た
い
カ
ー
ド

を
選
ぶ
。
他
の
人
に
伏
せ
て
渡
し
な

が
ら
何
の
絵
柄
を
出
し
た
か
宣
言
し

て
渡
す
。
本
当
の
こ
と
や
嘘
を
つ
い

て
も
良
い
。
例
え
ば
、
ク
モ
の
カ
ー

ド
を
渡
し
な
が
ら
、「
ゴ
キ
ブ
リ
で

す
」
と
言
っ
て
嘘
を
言
っ
て
も
良
い
。

も
ら
っ
た
側
は
、
相
手
が
本
当
の
こ

と
を
話
し
て
い
る
の
か
、
嘘
を
つ
い

て
い
る
か
を
予
測
す
る
。

　

こ
の
ゲ
ー
ム
で
は
、

①　
相
手
の
表
情
を
読
み
、
自

分
の
表
情
や
態
度
を
相
手
に

見
破
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

②　
カ
ー
ド
が
回
っ
て
き
た
と

き
の
判
断
力
（
次
に
回
す

か
・
勝
負
す
る
か
を
選
択
す

る
力
）

を
養
う
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。

詳
し
い
ル
ー
ル
は
、
説
明
書
を
読
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

医療・療育現場からの発信！

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
使
用
し
た
学
習
支
援

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
し
た
グ
ル
ー
プ
学
習
に
つ
い
て
。

笹さ
さ

野の

達た
つ

哉や

㈱
ｏ
ｎ
ｅ
ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｃ
も
こ
も
こ

安原 昭博
安原こどもクリニック　院長

安原ドクター語録語録
から学ぶ

特別支援教育

アドバイザー



特別支援教育  専門家の視点 特別支援教育の指導システム＆
全国で大人気

2023. 753

プロが教え
る

プロが教え
る 教室でできる

新
宿
日
本
語
学
校
：
江え

副ぞ
え

隆た
か

秀ひ
で

　
協
力
：
白し

ら

杉す
ぎ

亮
り
ょ
う

日本語指導

１　

な
ぜ「
京
都
は
へ
行
き
ま
す
」と
言
え
な
い
？

　
日
本
語
の
助
詞
に
つ
い
て
、
教
科
書
に
よ
っ

て
数
や
分
類
が
違
う
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

実
は
、
現
在
で
も
日
本
語
の
助
詞
に
つ
い
て
確

定
し
た
見
解
が
な
い
た
め
、
入
試
に
も
出
題
さ

れ
な
い
の
だ
。
し
か
し
、
外
国
人
に
日
本
語
を

教
え
る
場
合
に
は
、
相
手
が
理
解
で
き
る
よ
う

に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
私
が
助
詞
の
分
析
を
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
の
は
、あ
る
外
国
人
学
生
か
ら
の
質
問
だ
っ
た
。

「『
京
都
へ
行
き
ま
す
』
は
言
え
る
。『（
大
阪

は
行
か
な
い
が
）
京
都
は
行
き
ま
す
』
も
、
二

つ
を
合
わ
せ
た
『
京
都
へ
は
行
き
ま
す
』
も
言

え
る
。
で
も
、
逆
の
『
京
都
は
へ
行
き
ま
す
』

と
は
言
え
な
い
。
な
ぜ
で
す
か
」

　
こ
こ
で
、
た
だ
「
そ
う
い
う
言
い
方
は
し
ま

せ
ん
」
と
い
う
説
明
で
は
、
学
生
は
納
得
し
な

い
。
そ
こ
で
私
は
、
一
〇
八
九
の
助
詞
の
組
み

合
わ
せ
に
つ
い
て
、
一
つ
一
つ
「
言
え
る
・
言

え
な
い
」
と
調
べ
た
。
そ
し
て
、「
日
本
語
の

助
詞
は
二
列
」
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
の
だ

（
左
図
）。
一
列
目
と
二
列
目
の
助
詞
は
そ
れ
ぞ

れ
単
独
で
使
え
る
。
組
み
合
わ
せ
る
と
き
は
、

「
一
列
目
↓
二
列
目
」
の
順
で
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
の
逆
は
誤
り
と
な
る
。

２　

助
詞
の
教
え
方
の
例

⑴

数
量
や
期
間
を
表
す
言
葉
の
後
ろ
に
は
、

助
詞
が
必
要
な
い
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
を

「（
×
）」
で
表
現
し
て
い
る
。（「
三
時
間
（
×
）

寝
た
」「
全
部
（
×
）
食
べ
る
」
な
ど
）

⑵

文
法
に
は
「
メ
タ
文
法
」
と
「
科
学
文
法
」

が
あ
る
。「
科
学
文
法
」
で
は
、助
詞
の
「
に
」

を
、「
場
所
（
机
の
上
に
）」「
時
間
（
六
時
に
）」

な
ど
、
一
つ
一
つ
用
法
を
細
か
く
分
類
す
る
。

し
か
し
、
私
た
ち
が
採
用
し
て
い
る
「
メ
タ

文
法
」
で
は
、「
に
」
は
「（
机
や
時
間
を
）

指
し
て
い
る
」
だ
け
と
考
え
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
外
国
人
も
助
詞
の
意
味
が
イ
メ
ー
ジ
で

き
、使
い
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

⑶
「
を
」
は
、
四
つ
の
使
い
方
を
教
え
る
。

①
「
通
過
」（
山
を
登
る
、
横
断
歩
道
を
渡
る
）

②
「
離
脱
」（
席
を
立
つ
、
学
校
を
卒
業
す
る
）

③
「
対
象
」（
パ
ン
を
食
べ
る
、
本
を
読
む
）

④
「
す
る
名
詞
の
『
を
』」（「
日
本
語
の
勉
強
を

す
る
」
と
「
日
本
語
を
勉
強
す
る
」）

⑷

助
詞
を
教
え
る
場
合
は
、
一
つ
一
つ
細
か

く
説
明
す
る
よ
り
も
、
セ
ッ
ト
で
示
す
方
が

分
か
り
や
す
い
。
例
え
ば
「
に
・
で
・
を
」

を
ま
と
め
て
、「
風
呂
に
入
る
」「
風
呂
で
洗

う
」「
風
呂
を
出
る
」
／
「
電
車
に
乗
る
」「
電

車
で
行
く
」「
電
車
を
降
り
る
」
な
ど
と
セ
ッ

ト
で
教
え
る
の
だ
。

日
本
語
の
助
詞
は
「
二
列
」
で
あ
る
。

外
国
人
へ
の
日
本
語
教
育
か
ら
「
ろ
う
教
育
」
に
ま
で
活
用
さ
れ
た
新
し
い

文
法
②

江副 隆秀

学校法人 江副学園
新宿日本語学校 校長



TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564
TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

◆TOSS教材　お得情報！ 2023年6月15日～ 2023年7月14日　現在

教育技術研究所だけでなく、光村教育図書、正進社、騒人社、学芸みらい社、日本教育新聞社、などの
お得な情報を随時お知らせいたします。（P54，55の上欄の記事と連携しています）

ワーキングメモリをきたえる

SDGsどこどこ
はじまり物語

騒人社

※ 光村教育図書の教材は、教育技術研究所から直接お申
込みいただけます。

● トークライン読者限定！　下記のフォームよりご応募いた
だいた方から抽選で1名様に、騒人社の「SDGsどこどこ」
と「脳トレ絵本　はじまり物語」（3冊セット）の計4冊を
セットでプレゼントいたします‼

すべての子供に学力の保障を！

特別支援教育
教材キャンペーン

教育技術
研究所

キャンペーン期間：
2023年６月６日（火）～６月30日（金）
TOSSオリジナル教材：
https://www.tiotoss.jp/

応募期間：
2023年６月15日（木）～７月14日（金）
応募フォーム：
https://forms.gle/k4gmkXEPqjSteBzT9

● 「すべての子供に学力の保障を！」
　 教育技術研究所では、特別支援教育に対する教材がお得
にお求めいただけるキャンペーンを開催いたします。上記
記事にある「学校ソーシャルスキルフラッシュカード」を
はじめ、充実のラインナップです。この機会にぜひご利用
ください！
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TOSS教材
お得情報!!
くわしくは、下を
ご覧ください。

や
ん
ち
ゃ
が
熱
中
す
る

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

チ
ャ
イ
ム
と
同
時
に
説
明
な
し
で
い
き
な
り
始
め
る
と

シ
ー
ン
と
な
っ
た
。

加か

藤と
う

雅ま
さ

成な
り

東
京
都
江
戸
川
区
立
第
三
松
江
小
学
校

　
朝
、
始
業
時
に
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
。

　
チ
ャ
イ
ム
と
同
時
に
、

教
師
「
授
業
中
か
っ
て
に
席
を
」

教
師
「
立
ち
ま
せ
ん
」

子
供
「
立
ち
ま
せ
ん
」

と
め
く
っ
て
始
め
る
。

　
一
年
生
で
学
級
崩
壊
し
て
い
た
ク

ラ
ス
を
二
年
生
で
担
任
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
朝
の
時
間
が
一
番
大
変

だ
っ
た
。
登
校
時
か
ら
、
人
を
傷
つ

け
る
言
葉
が
飛
び
交
い
、
け
ん
か
の

仲
裁
を
し
て
い
る
と
ま
た
別
の
け
ん

か
が
始
ま
っ
た
。
そ
ん
な
四
月
で

あ
っ
た
。
本
当
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ

る
子
供
た
ち
で
あ
っ
た
。
毎
朝
、
何

が
起
き
る
の
か
と
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
た
。

　
そ
の
時
に
助
か
っ
た
の
が
、「
学

校
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
フ
ラ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
」
で
あ
っ
た
。
チ
ャ
イ
ム
と

同
時
に
い
き
な
り
始
め
る
と
、
真
面

目
な
子
も
や
ん
ち
ゃ
な
子
も
自
然
と

「
立
ち
ま
せ
ん
」
や
「
取
り
組
も
う
」

と
声
を
出
し
て
取
り
組
ん
だ
。
そ
の

後
に
朝
学
習
や
朝
読
書
な
ど
の
指
示

を
出
し
て
い
く
と
、「
シ
ー
ン
」
と

な
っ
て
教
師
の
話
を
聞
い
た
。

　
五
月
に
は
、
離
席
の
際
に
も
私
が
、

「
授
業
中
、
か
っ
て
に
席
を
」
と
言

う
と
「
立
ち
ま
せ
ん
」
と
言
っ
て
自

席
に
戻
る
こ
と
が
増
え
て
い
っ
た
。

クラス全員が熱中するこの教材！



クラス全員が熱中するこの教材！

説明  バトンを使って体を動かします。
指示  右を振り向いてバトンを渡します。最後まで到着したら、左側からバトンを渡します。
指示  今度は反対。左を振り向いて渡す。

　今回の遊びは、身近なものを使用します。教室にあるものを使うと良いでしょう。動画で
はバトンを使っていますが、消しゴムや教科書などでも代用はできます。

指示  今度は反ってバトンを渡します。戻すときは左側から。
指示  次は、「またをくぐらせて」渡します。よーい、始め。
指示  右足だけ上げて、またくぐりで渡します。
指示  今度は左足。

　実際に指示だけで動かしていると、この遊びは面白みがなくなってしまいます。例えば動
画にあるように、教師がBGMを歌いながら行ったり、順位を競ったりすることで熱中して取
り組みます。ぜひ、身近にあるもので体を動かしてみてください。

身近なものを使って体を動かそう
左右のバランスを考えて動いてみよう！

本
ほん

澤
ざわ

航
わたる

埼玉県川口市立本町小学校

55 2023. 7

特
別
支
援
学
級
の
子
供
も
熱
中
し
た

「
ど
こ
ど
こ
」（
騒
人
社
）

対
戦
形
式
で
行
う
と
さ
ら
に
熱
中
し
た
。

荒あ
ら

川か
わ

拓ひ
ろ

之ゆ
き

栃
木
県
高
根
沢
町
立
阿
久
津
中
学
校

TOSS教材
お得情報!!
くわしくは、下を
ご覧ください。

デジタル・トークライン連動！
すぐに使える今月のおすすめレク動画

　

特
別
支
援
学
級
の
授
業
を
も
っ
た

と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
Ａ
さ
ん
や
Ｂ

さ
ん
は
、
興
味
が
な
い
も
の
は
や
ろ

う
と
し
な
い
。
そ
ん
な
と
き
に
彼
ら

に
使
っ
た
も
の
が
、『
ア
タ
マ
げ
ん

き
ど
こ
ど
こ
』
だ
っ
た
。

「
あ
れ
っ
？　

ど
こ
？
」

「
あ
っ
、
こ
こ
に
あ
っ
た
！
」

と
、
熱
中
し
て
行
っ
て
い
た
。

『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ど
こ
ど
こ
』
を
Ａ
さ
ん
、

Ｂ
さ
ん
に
一
冊
ず
つ
渡
し
て
、
一

ペ
ー
ジ
目
を
指
を
さ
し
て
読
み
上
げ

た
。
最
初
は
あ
ま
り
興
味
を
示
さ
な

か
っ
た
が
、
最
初
の
「
見
つ
け
て
ど

こ
ど
こ
」
を
読
む
と
、

「
簡
単
だ
よ
」「
こ
こ
だ
！
」

　

二
人
と
も
す
ぐ
に
見
付
け
て
い
た
。

「
数
え
て
ど
こ
ど
こ
」
が
さ
ら
に
盛

り
上
が
っ
た
。「
あ
れ
？　

あ
と
一

つ
ど
こ
に
あ
る
の
？
」
と
Ｂ
さ
ん
が

言
い
、
早
く
見
付
け
た
Ａ
さ
ん
に
、

「
ヒ
ン
ト
は
？
」
と
言
う
と
、「
ペ
ー

ジ
の
端
の
方
」
と
つ
ぶ
や
い
て
い
た
。

「
あ
っ
、
あ
っ
た
ー
」
嬉
し
そ
う
に

言
う
Ｂ
さ
ん
。
Ａ
さ
ん
に
感
想
を
聞

く
と
、
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

「
こ
れ
、
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
」

「『
ウ
ォ
ー
リ
ー
を
探
せ
』
の
よ
う

で
す
」

　

Ｂ
さ
ん
も
「
見
付
け
ら
れ
た
と
き
、

嬉
し
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。
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授業参観の鉄板ネタ！
「一字題一行詩」の授業
一人一人を活動させ、褒めるから、保護者の心もグッとつかめる！

千葉県柏市立高柳小学校 並
なみ

木
き

友
とも

寛
ひろ

「すごい！」「なるほど！」「先生、これ好きだなあ！」
　これは、授業参観で「一字題一行詩」の授業を実施した時に、子供にかけた言葉だ。
「先生、もう一つ書いてもいいですか？」
　子供たちは、次々とノートを見せに来る。
「いいなあ！」「◯◯さんらしいね！」「天才！」
　私はただただ驚き、笑顔で褒める。
「これ、今すぐお家の人に見てもらっておいで」
　保護者にもすぐに見てもらう。子供は、教師と保護者にたくさん褒めてもらう。
　授業参観後には、「◯◯くんの作品、面白いですよね。授業中もいつも盛り上げてくれるん
ですよ」と保護者と話すきっかけにもなる。
　４年生の年度末に実践した授業参観では、保護者も巻き込んで大盛り上がりであった。
　授業参観だからこそ、子供をたくさん褒めたい。そんな先生にうってつけの授業である。
「一字題一行詩」と検索すると13件ヒットする。
　中でもおすすめは、勝田仁氏と太田政男氏のサイトだ。
　勝田氏のサイトでは、「チョーク」と「黒板」、「ノート」を活用し、すぐにどこでも誰でも
できる組み立てになっている。発問指示もシンプルで分かりやすい。
　太田氏は、令和の教室に欠かせない「端末を活用した実践」を紹介している。オンラインでは、
即座に友達の作品を見ることができるのが強みだろう。
　ただでさえ、緊張感がある授業参観だからこそ、教室が明るく楽しくなる授業をすることが
大切だ。保護者も巻き込んでできると、さらに盛り上がる。

【今月のコンテンツ】

TOSSランド
「一字題一行詩」

TOSS指導法授業が激変！ 最前線
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高
学
年
児
童
の
意
見
文
作
成
に
お
け

る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
相
互

参
照
の
効
果
」
日
本
教
育
工
学
会
論

文
誌
二
○
二
二
年
九
月
二
日
）。

四
重
要
な
の
は
、関
係
図
の
説
明

　

全
員
が
ス
ラ
ス
ラ
と
関
係
図
を
説

明
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
は
図

読
法
の
「
再
話
」
と
同
じ
く
最
も
重

要
な
こ
と
で
あ
る
。

　

関
係
図
が
完
成
し
た
と
こ
ろ
で
満

足
し
て
は
い
け
な
い
。
一
番
、
理
解

が
深
ま
っ
て
い
く
の
は
、
説
明
を
さ

せ
て
い
る
時
で
あ
る
。

　

使
用
し
た
ア
プ
リ
は
コ
ラ
ボ
ノ
ー

ト
。
ジ
ャ
ム
ボ
ー
ド
と
似
て
い
る
機

能
の
ア
プ
リ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
左
図
）

を
示
す
こ
と
で
、
班
で
協
働
し
な
が

ら
質
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。

三
相
互
参
照
で
質
を
高
め
合
う

「
他
の
グ
ル
ー
プ
の
ペ
ー
ジ
も
見
て

ご
ら
ん
」
と
指
示
し
た
。
こ
の
一
言

で
、
一
班
の
良
い
工
夫
が
他
の
班
へ

瞬
く
間
に
広
が
っ
て
い
く
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
相
互
参
照
と
い
う
。

　

相
互
参
照
の
効
果
を
実
証
し
た
論

文
も
あ
る
（
佐
藤
和
紀
ら
「
小
学
校

一  

複
雑
な
歴
史
人
物
の
関
係
が

ス
ッ
と
頭
に
入
っ
て
く
る

「
ド
ラ
マ
や
ア
ニ
メ
の
人
物
関
係

図
っ
て
あ
る
で
し
ょ
。
こ
れ
を
、
歴

史
上
の
人
物
で
作
っ
て
も
ら
い
ま
す
」

　

す
ぐ
に
、「
面
白
そ
う
！
」
と
子

供
か
ら
声
が
上
が
っ
た
。
最
後
に
は
、

「
ス
ッ
キ
リ
し
た
！
」
と
い
う
子
も

い
た
。

二
人
物
関
係
図
づ
く
り
の
方
法

　

太
田
政
男
氏
「
人
物
関
係
図
で
ま

と
め
る
ノ
ー
ト
指
導
」（
本
誌
二
〇

二
一
年
八
月
号
）
の
実
践
を
参
考
に

し
た
。

①　

付
箋
一
枚
に
一
人
の
人
物
に
つ

い
て
ま
と
め
る

②　

人
物
と
人
物
の
つ
な
が
り
を
見

付
け
る

③　

線
で
結
ぶ

④　

ど
ん
な
関
係
か
書
く

歴史がスッと頭に
入ってくる「人物
関係図づくり」
歴史上の人物同士の関係
が、より複雑になる戦国
時代以降の単元でおすす
めの指導法。

静岡県藤枝市立青島北小学校

田
た

中
なか

泰
たい

慈
し

GIGAスクール
端末１人１台時代の
指導術

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！
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の
で
あ
る
。
全
体
の
ス
ピ
ー
ド
感
を

上
げ
る
に
は
こ
れ
し
か
な
い
。

　

集
会
で
体
育
館
に
行
く
と
き
も
、

キ
チ
ン
と
並
ば
ず
に
、
私
の
後
を

次
々
に
子
供
た
ち
が
つ
い
て
き
た
。

４　

褒
め
る
褒
め
る
褒
め
る

　

そ
れ
ら
の
行
動
を
定
着
さ
せ
る
に

は
、
そ
の
行
動
を
次
々
に
褒
め
て
い

く
こ
と
だ
。

「
褒
め
る
褒
め
る
褒
め
る
」

で
あ
る
。一
つ
で
も
「
叱
る
」
が
入
っ

た
ら
だ
め
だ
。

　

そ
ん
な
一
年
半
を
過
ご
し
た
子
供

た
ち
を
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
教
師
が
複
数
見
学

に
や
っ
て
き
た
。

「
子
供
た
ち
の
決
断
と
行
動
が
早
い
」

「
す
ぐ
に
終
わ
る
」

と
驚
い
て
い
た
。

　

そ
ん
な
彼
ら
の
一
年
半
前
の
姿
を

伝
え
た
。

　

驚
愕
し
て
い
た
。

　

こ
れ
も
日
常
を
通
し
て
ゆ
っ
く
り

だ
が
変
化
し
た
大
き
な
ド
ラ
マ
で
あ

ろ
う
。

４　

褒
め
る
褒
め
る
褒
め
る

　

こ
の
経
験
を
次
々
に
積
み
重
ね
て

行
っ
た
。

２　

生
活
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
た
い

な
ら
ば
、
授
業
か
ら

　

授
業
が
リ
ズ
ム
と
テ
ン
ポ
よ
く
進

む
こ
と
で
生
活
リ
ズ
ム
も
大
き
く
変

わ
っ
て
い
く
。

　

子
供
た
ち
の
時
間
軸
は
、

「
教
師
の
時
間
軸
が
そ
の
ま
ま
乗
り

移
る
」

の
で
あ
る
。
教
師
が
授
業
で
ダ
ラ
ダ

ラ
や
っ
て
い
る
ク
ラ
ス
は
日
常
生
活

も
そ
の
よ
う
に
な
る
。

３　

待
た
な
い
！　

キ
チ
ン
と
し
な

い
！　

と
に
か
く
動
き
始
め
ろ
！

　

と
に
か
く
ダ
ラ
ダ
ラ
し
た
学
級
は
、

「
待
ち
た
が
る
」

「
全
員
で
キ
チ
ン
と
し
た
が
る
」

「
そ
れ
が
で
き
る
ま
で
全
体
の
動
き

を
止
め
る
」

と
い
う
こ
と
を
や
り
が
ち
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
こ
と
は
せ
ず
に
、

「
待
た
ず
に
動
き
始
め
る
」

２　

生
活
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
た
い

な
ら
ば
、
授
業
か
ら

３　

待
た
な
い
！　

キ
チ
ン
と
し
な

い
！　

と
に
か
く
動
き
始
め
ろ
！

　

教
室
の
中
の
ド
ラ
マ
と
い
う
と
、

「
あ
の
子
が
発
言
し
た
！
」

「
あ
の
子
が
一
〇
〇
点
だ
っ
た
」

と
い
う
劇
的
な
逆
転
現
象
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
先
生
も
多
い
。

　

も
ち
ろ
ん
そ
れ
も
い
い
。

　

し
か
し
、
大
切
な
こ
と
は
、「
見

え
な
い
劇
的
な
変
化
は
長
期
で
訪
れ

る
」
と
い
う
こ
と
だ
。

か
つ
て
担
任
し
て
い
た
大
変
な
学
級
。

　

給
食
の
準
備
に
三
〇
分
以
上
か
か

る
。
連
絡
帳
を
書
き
終
わ
る
の
に
も

三
〇
分
か
か
る
。
帰
る
の
に
も
三
〇

分
以
上
か
か
る
。

　

そ
ん
な
ク
ラ
ス
だ
っ
た
。

　

私
が
受
け
も
つ
ま
で
の
二
年
間
は

常
に
騒
然
状
態
だ
っ
た
と
い
う
。

　

私
は
、
時
間
が
か
か
る
こ
と
を

怒
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
な
か
っ
た
。

　

ま
し
て
や
、「
時
間
を
計
測
し
て
そ

れ
を
短
縮
す
る
の
を
目
標
に
す
る
」

と
い
う
よ
う
な
指
導
を
現
役
時
代
一

七
年
間
で
一
切
や
っ
た
こ
と
が
な
い
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
以
下
の
点
だ
。

１
「
早
く
終
わ
っ
た
ら
良
い
こ
と

が
ま
っ
て
い
る
」
を
経
験
さ
せ
た

　

給
食
の
準
備
が
早
く
終
わ
っ
た
ら
、

体
育
館
の
場
所
取
り
で
一
番
乗
り
に

な
る
。

　

帰
る
用
意
が
早
く
終
わ
れ
ば
、
ど

の
ク
ラ
ス
よ
り
も
早
く
帰
れ
る
。

１
「
早
く
終
わ
っ
た
ら
良
い
こ
と

が
ま
っ
て
い
る
」
を
経
験
さ
せ
た

ドラマは日常の
中で自然と起こる

劇的な変化だけがドラマ
ではない。

NPO法人TOSS理事
㈱RIDGE SPECIAL 
EDACATION WORKS
発達支援コンサルタント

小
こ

嶋
じま

悠
ゆう

紀
き

学級経営の極意極意・
子供たちのドラマドラマ

有段者が教える！
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⑩

Google

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に
て
入

力
し
た
内
容
が
、
そ
の
ま
ま

Gm
ail 

の
画
面
に
転
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
内
容
を
確

認
し
て
、「
送
信
」
を
ク
リ
ッ
ク

す
る
。

⑤
　
続
い
て
「
メ
ー
ル
下
書
き
」
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
。
す
る
と
、
文
書

の
中
に
表
が
挿
入
さ
れ
る
。

⑥
　
表
の
中
に
あ
る
「
宛
先
」
の
右

の
セ
ル
に
、
送
信
し
た
い
相
手
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
入
力
す
る
。

「Cc

」「Bcc

」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
右

の
セ
ル
に
も
、
必
要
に
応
じ
て
送

信
し
た
い
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
入

力
す
る
。

⑦
　「
件
名
」
の
右
の
セ
ル
に
、メ
ー

ル
の
件
名
に
し
た
い
文
章
を
入
力

す
る
。

⑧
　「
件
名
」
の
下
の
セ
ル
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
と
「
メ
ー
ル
文
を
入

力
…
」
と
表
示
さ
れ
る
。
こ
の
セ

ル
に
は
、
メ
ー
ル
の
本
文
に
し
た

い
文
章
を
入
力
す
る
。

⑨
　
全
て
の
項
目
の
入
力
を
終
え
た

ら
、
表
の
左
上
に
あ
る
ア
イ
コ
ン

（
青
いGm

ail

の
ア
イ
コ
ン
）
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
。
す
る
と
別
の
ウ
ィ

ン
ド
ウ
が
開
か
れ
てGm

ail

の

メ
ー
ル
本
文
の
作
成
画
面
が
表
示

さ
れ
る
。

メ
ー
ル
の
共
同
編
集
の
実
現

Google W
orkspace

の
メ
ー
ル

ア
プ
リ
「Gm

ail

」
を
使
う
場
合
、

ア
プ
リ
を
操
作
し
て
い
る
本
人
の
み

メ
ー
ル
の
作
成
が
で
き
る
。
メ
ー
ル

の
校
正
を
他
者
に
依
頼
す
る
場
合
、

そ
の
画
面
を
直
接
見
せ
る
な
ど
の
過

程
が
必
要
に
な
る
。
そ
こ
で
、

Google

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
「
メ
ー
ル

の
下
書
き
」
を
用
い
る
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、Google

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の

フ
ァ
イ
ル
を
開
い
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー

同
士
で
メ
ー
ル
本
文
を
共
同
で
作
成

で
き
る
。
メ
ー
ル
の
校
正
の
効
率
化

を
実
現
で
き
る
の
で
あ
る
。

メ
ー
ル
の
共
同
編
集
の
実
現

メ
ー
ル
の
下
書
き
の
手
順

①
　「Google Chrom

e

」
な
ど
の

ブ
ラ
ウ
ザ
を
開
い
て
お
き
、
あ
ら

か
じ
め Google

ア
カ
ウ
ン
ト
に

ロ
グ
イ
ン
を
し
て
お
く
。

②
　
ア
プ
リ
「Google
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
」
を
開
く
。
こ
の
段
階
で
、メ
ー

ル
を
共
同
で
作
成
し
た
い
ユ
ー

ザ
ー
に
、
そ
の
フ
ァ
イ
ル
の
共
有

権
限
を
付
与
し
、
フ
ァ
イ
ル
を
開

く
よ
う
に
要
請
す
る
。

③
　
上
部
メ
ニ
ュ
ー
の
「
挿
入
」
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
。

④
　「
構
成
要
素
」
に
カ
ー
ソ
ル
を

合
わ
せ
る
。

メ
ー
ル
の
下
書
き
の
手
順

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

Googleドキュメ
ントでメールの下
書きを複数人で作
成する

メールを複数人で作成す
ることで、他者による校
正を効率化する。

Google 認定教育者レベル２

田
た

口
ぐち

晋
すすむ

時間短縮の仕事術仕事術
仕事に役立つこのアプリ！
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般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
内
容
か
。

【
遠
く
】

・�

教
育
界
以
外
の
世
界
で
は
ど
う
扱

わ
れ
て
い
る
か
。

・�

ア
メ
リ
カ
な
ど
他
国
の
論
文
で
は

ど
う
研
究
さ
れ
て
い
る
か
。

　

今
で
はGoogle

翻
訳
やD

eepL

な

ど
の
翻
訳
サ
イ
ト
を
用
い
れ
ば
、
英

語
の
論
文
で
も
調
べ
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

日
本
語
の
書
籍
や
Ｈ
Ｐ
だ
け
で
は

出
会
え
な
か
っ
た
情
報
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
う
や
っ
て
調
べ
て
い
く
中
で
、

新
し
い
キ
ー
ワ
ー
ド
が
見
付
か
る
。

　

そ
こ
で
、
ま
た
同
じ
よ
う
に
「
古

今
東
西
」
を
意
識
し
て
更
に
調
べ
て

い
く
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
バ
ラ
バ
ラ

だ
っ
た
内
容
が
つ
な
が
っ
て
い
き
、

以
前
よ
り
も
少
し
指
導
案
の
密
度
が

濃
く
な
っ
て
い
く
実
感
が
あ
っ
た
。

　

ま
だ
ま
だ
満
足
の
い
く
指
導
案
を

書
け
た
と
思
え
た
こ
と
は
な
い
が
、

こ
れ
か
ら
も
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検

定
に
挑
戦
し
続
け
て
い
く
。

何
時
代
か
。

・�

こ
の
テ
ー
マ
を
日
本
で
最
初
に
取

り
扱
っ
た
人
物
は
誰
か
。

・�

向
山
洋
一
氏
の
実
践
の
中
に
同
様

の
テ
ー
マ
の
実
践
は
な
い
か
。

【
現
在
】

・�

こ
の
テ
ー
マ
の
研
究
に
お
い
て
現

在
の
第
一
人
者
は
誰
か
。

・�

現
在
の
学
習
指
導
要
領
の
中
で
は

ど
の
領
域
に
当
て
は
ま
る
の
か
。

【
未
来
】

・�

今
後
の
国
の
教
育
政
策
（
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
、
令
和
の
日
本
型
教

育
）
な
ど
と
、
ど
の
よ
う
に
関
連

す
る
か
。

・�

ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
パ
ス
２
０
３
０

や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
、
最
先
端
の
情

報
と
ど
の
よ
う
な
関
連
が
あ
る
か
。

　

ま
た
、「
空
間
的
な
広
が
り
」
と

は
、
近
く
か
ら
遠
く
へ
の
場
所
の
広

が
り
で
あ
る
。

【
近
く
】

・�
自
分
の
身
の
回
り
で
ど
の
よ
う
に

取
り
扱
わ
れ
て
い
る
か
。

・�

日
本
で
の
認
知
度
は
高
い
か
。
一

　

今
ま
で
何
度
も
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技

量
検
定
に
挑
戦
し
て
き
た
。

　

そ
の
度
に
検
定
者
の
先
生
に
言
わ

れ
て
き
た
言
葉
が
あ
る
。

指
導
案
が
薄
い
。

　

有
段
者
の
先
生
の
よ
う
な
内
容
的

に
厚
み
の
あ
る
指
導
案
を
書
き
た
い

と
思
っ
て
も
、
ど
う
す
れ
ば
そ
の
よ

う
な
指
導
案
が
書
け
る
の
か
、
具
体

的
な
調
べ
方
や
書
き
方
が
分
か
ら
な

か
っ
た
。

　

あ
る
時
の
検
定
で
の
コ
メ
ン
ト
で
、

高
段
者
の
先
生
か
ら
指
導
案
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
指
導
い
た
だ
い
た
。

授
業
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
「
古

今
東
西
」
ま
で
調
べ
尽
く
す
気

概
を
。

　

そ
こ
で
教
わ
っ
た
「
古
今
東
西
」

と
い
う
言
葉
の
意
味
が
、
自
分
の
中

で
ス
ト
ン
と
胸
に
落
ち
た
。

「
古
今
東
西
」
と
は
時
間
的
な
広
が

り
と
空
間
的
な
広
が
り
を
表
す
。

「
時
間
的
な
広
が
り
」
と
は
過
去
か

ら
現
在
、
そ
し
て
未
来
へ
の
つ
な
が

り
で
あ
る
。

【
過
去
】

・
過
去
の
先
行
実
践
は
あ
る
か
。

・�

最
初
に
こ
の
言
葉
が
で
き
た
の
は

TOSS授業技量検定

指　導　案

調べる指針は 
「古今東西」

自分が授業したいテーマにつ
いて調べる時は「古今東西」
を意識する。時間的な広がり
と空間的な広がりを意識すると、
一歩突っ込んだ指導案になっ
ていく。

奈良県私立天理小学校 

田
た

中
なか

 直
なお

行
ゆき
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T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6,380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
南み

な
み

舞ま
　い衣

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イラスト：木村 雄介

女
子
更
衣
室
を
の
ぞ
い
た
と
い
う

噂
を
立
て
ら
れ
た

　
水
泳
の
授
業
の
と
き
に
、
女
子

の
集
合
が
遅
い
た
め
、
女
子
更
衣

室
の
前
の
廊
下
か
ら
注
意
を
し
た

と
こ
ろ
、「
の
ぞ
い
た
」
と
い
う

噂
を
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
潔
白
を
証
明
し
た
い
の
で
す
が
、

ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

ぞ
い
て
い
な
い
」
と
い
う
主
張
を
す
る

と
い
う
姿
勢
を
示
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
、
で
き
る
だ
け
具
体
的
な
見
取

り
図
を
準
備
し
て
、
内
側
が
見
え
な
い

立
ち
位
置
か
ら
、
入
口
に
向
け
て
大
き

な
声
で
注
意
の
声
掛
け
を
し
た
に
す
ぎ

な
い
こ
と
を
き
ち
ん
と
報
告
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
そ
う
い
う
場
面
に
な
っ

た
時
に
は
、
で
き
れ
ば
証
人
を
作
っ
て

お
い
た
方
が
よ
い
の
で
、
同
僚
の
先
生
、

特
に
女
性
の
教
師
に
も
つ
い
て
き
て
も

ら
っ
て
声
掛
け
の
様
子
を
見
て
も
ら
っ

て
お
い
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
女
性

の
教
師
が
い
な
い
場
合
は
、
他
の
男
性

の
教
師
と
二
人
以
上
で
行
き
、
一
人
に

見
て
も
ら
い
な
が
ら
、
中
を
の
ぞ
き
込

ん
で
な
い
と
い
う
姿
勢
で
、
大
き
な
声

で
「
早
く
し
な
さ
い
」
と
い
う
注
意
を

す
る
の
が
よ
い
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
日
頃
か
ら
気
を

付
け
た
上
で
、
ク
レ
ー
ム
が
出
た
場
合

に
は
、
見
取
り
図
で
自
分
の
立
ち
位
置

を
示
し
た
り
、
声
の
方
向
を
示
し
た
り

し
ま
し
ょ
う
。
誤
解
が
生
じ
て
い
る
わ

け
で
す
か
ら
、
口
頭
だ
け
で
済
ま
せ
る

の
で
は
な
く
、紙
の
資
料
に
し
、ス
キ
ャ

ン
で
控
え
を
残
し
て
管
理
職
に
す
ぐ
に

提
出
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

次
回
の
事
件
簿
。
回
答
は
、
次
号
。

　

ク
ラ
ス
に
食
べ
物
の
好
き
嫌
い
が

多
い
児
童
が
い
ま
す
。
給
食
の
時
に
、

「
一
口
は
食
べ
て
み
よ
う
ね
」
と
声

を
か
け
た
だ
け
で
無
理
に
食
べ
さ
せ

る
よ
う
な
こ
と
は
し
て
い
な
い
の
で

す
が
、
保
護
者
か
ら
「
嫌
い
な
も
の

を
無
理
矢
理
食
べ
さ
せ
る
な
ん
て
体

罰
だ
」
と
ク
レ
ー
ム
が
あ
り
ま
し
た
。

ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

ま
ず
、
潔
白
を
証
明
し
よ
う
と
す
る

こ
と
自
体
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
か
え
っ

て
精
神
的
に
も
自
分
を
追
い
込
ん
で
し

ま
う
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
、
や
め
た

方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
身
の
潔
白
を

証
明
す
る
こ
と
自
体
が
か
な
り
難
し
い

か
ら
で
す
。

　

む
し
ろ
大
切
な
の
は
姿
勢
で
す
。「
の
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説
明慣

用
句
の
学
習
で
す
。
慣
用
句
と
は
、
昔
か

ら
あ
る
二
つ
以
上
の
言
葉
が
組
み
合
わ
さ
っ
て

特
別
な
意
味
と
な
る
も
の
で
す
（
学
級
に
応
じ

て
は
、
説
明
は
し
な
く
て
も
良
い
）。

発
問
・
指
示

「
口
」
と
い
う
字
が
付
く
慣
用
句
。
例
え
ば
何

で
す
か
。
言
い
な
さ
い
。

例　

①
口
が
悪
い

　
　

②
み
ど
り
の
窓
口

　
　

③
入
口

指
示

　

ノ
ー
ト
い
っ
ぱ
い
に
書
き
な
さ
い
（
原
実
践

に
は
、
ノ
ー
ト
い
っ
ぱ
い
と
あ
る
。
学
級
の
実

態
に
よ
っ
て
は
、「
五
つ
以
上
書
き
な
さ
い
」

な
ど
も
有
り
得
る
）。

指
示一

〇
書
け
た
ら
持
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。

指
示黒

板
に
書
き
ま
す
（
こ
こ
で
、
ズ
ラ
ー
ッ
と

例
文
が
並
ぶ
。
今
な
ら
ば
、
学
習
端
末
を
用
い

て
、
ジ
ャ
ム
ボ
ー
ド
や
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
で

共
有
も
で
き
る
）。

指
示二

つ
に
分
け
な
さ
い
。

（
原
実
践
で
は
、「
二
つ
か
三
つ
」
で
あ
る
が
、

二
つ
に
絞
る
と
こ
こ
で
「
Ａ
．
口
を
さ
す
」

「
Ｂ
．
口
以
外
を
さ
す
」
と
出
や
す
い
）

指
示

（
例
文
を
い
く
つ
か
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
）

「
口
が
か
た
い
」
と
あ
り
ま
す
。
で
は
、
か
た

い
口
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。「
口
が
重
い
」
と

あ
り
ま
す
。
重
い
口
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

子
供
た
ち
は
挑
戦
し
、「
で
き
な
い
」
と
熱

中
す
る
こ
と
間
違
い
な
し
だ
。

※
他
に
も
「
足
」「
手
」
の
つ
く
漢
字
な
ど
も

熱
中
す
る
の
で
お
す
す
め
で
あ
る
。

この向山実践を追試追試しよう
～誰でもできる追試手順

子供熱中 教室激変！

　

国
語
科
、
慣
用
句
の
学
習
で
あ
る
。
こ

の
単
元
は
、
教
育
実
習
生
を
担
当
し
て
い

た
時
の
久
し
ぶ
り
の
向
山
氏
の
授
業
だ
。

　

前
提
条
件
と
し
て
、
実
習
生
の
Ｒ
氏
の

邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
授
業
を
し
な
い

と
な
ら
な
い
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
飛
び
込
み
の
学
習
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　

向
山
氏
は
、「
口
」
を
使
っ
た
慣
用
句

の
例
文
を
書
か
せ
、
ノ
ー
ト
に
列
挙
さ
せ

る
。
列
挙
さ
せ
た
後
は
、
ノ
ー
ト
を
持
っ

て
来
さ
せ
る
。
そ
の
後
は
子
ど
も
が
板
書

し
て
い
き
、
分
類
さ
せ
る
こ
と
で
子
ど
も

た
ち
は
熱
中
す
る
の
で
あ
る
。

（『
向
山
洋
一
年
齢
別
実
践
記
録
集　

Ｄ
Ｌ
版
』
教
育
技
術
研
究
所
）

神
奈
川
県
大
和
市
立
林
間
小
学
校

村む
ら

上か
み

諒り
ょ
う

「
重
い
口
を
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
」と

表
現
さ
せ
る
こ
と
で
熱
中

慣
用
句
の
学
習
を
、
体
感
さ
せ
る
こ
と
で
教
室
が
熱
中
状
態
に
な
る
向
山
氏
の
実
践
。



2023. 763

出
だ
し
が
「
底
」、
あ
と
は
上
が
る
だ
け

出
逢
い
は
ご
縁
だ
。
子
供
を
選
ぶ
教
師
に
な
る
な
。
楽
を
し
よ
う
と
策
を
弄
せ
ば
大
い
な
る
し
っ

ぺ
返
し
が
待
っ
て
い
る
。

　

そ
の
年
、
私
は
も
ち
あ
が
り
で
二
学
年
主
任

兼
担
任
を
務
め
た
。

　

当
時
の
勤
務
校
で
は
始
業
式
と
入
学
式
が
初

日
の
午
前
中
に
行
わ
れ
る
形
で
あ
っ
た
。
三
〇

分
枠
の
学
活
が
あ
る
の
は
新
入
生
の
み
で
、
二
、

三
年
生
と
担
任
と
が
教
室
で
過
ご
す
の
は
朝
の

会
、
帰
り
の
会
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

出
逢
い
の
そ
の
日
に
、
最
低
限
、
所
信

表
明
は
行
い
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　

一
〇
分
弱
の
朝
の
会
は
各
種
資
料
配
付
、
説

明
、
記
名
等
で
終
わ
っ
た
。

　

始
業
式
と
入
学
式
と
の
間
に
、
予
定
よ
り
二

〇
分
長
い
隙
間
時
間
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
場
で

提
案
し
、
一
度
生
徒
を
教
室
に
戻
ら
せ
、
一
五

分
間
の
短
学
活
を
設
け
た
。
そ
こ
で
一
週
間
の

予
定
を
示
し
、
持
ち
物
等
を
確
認
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
帰
り
の
会
で
全
員
の
目
を
見

つ
め
つ
つ
所
信
表
明
を
行
っ
た
。
人
間
関
係
に

お
い
て
辛
い
過
去
を
背
負
う
子
供
が
多
い
か
ら

こ
そ
、「
過
去
に
拘
泥
す
る
な
。
今
を
生
き
る

の
だ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
具
体
的
事
例

に
包
ん
で
語
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

他
学
級
の
子
供
た
ち
が
驚
き
や
慰
労
、
心
配

の
声
を
次
々
と
寄
せ
て
く
る
我
が
学
級
で
あ
っ
た
。

　

外
に
貼
り
だ
さ
れ
た
名
簿
を
見
て
、
幾
つ
か

の
理
由
で
涙
を
流
し
た
子
供
が
複
数
い
る
我
が

学
級
で
あ
っ
た
。

　

仕
方
の
な
い
こ
と
だ
。
当
時
は
、
他
に
任
せ

ら
れ
な
い
子
供
が
ま
だ
ま
だ
多
く
い
た
の
だ
。
そ

の
場
合
は
こ
ち
ら
が
請
け
負
う
以
外
に
な
い
。

　

代
わ
り
に
、
前
年
度
担
任
し
、
大
き
く
成
長

し
た
子
供
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
外
に
出
て
行
っ

た
。
ど
の
子
が
欲
し
い
と
か
、
ど
の
子
は
要
ら

な
い
と
か
、
手
を
替
え
品
を
替
え
「
選
択
」
す

る
教
師
が
い
る
が
、
論
外
で
あ
る
。

　

ど
ん
な
メ
ン
バ
ー
が
集
う
た
と
し
て
も
、
学

級
は
出
だ
し
が
「
底
」
だ
。
後
は
最
高
峰
に
向

か
っ
て
進
む
だ
け
だ
。

「
高
け
れ
ば
高
い
壁
の
方
が　

登
っ
た
時
気
持

ち
い
い
も
ん
な
」（「
終
わ
り
な
き
旅
」M

r.
children

）
の
精
神
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
我
が
学
年
で
あ
る
が
、

　

約
一
二
〇
名
の
一
人
残
ら
ず
全
員
が
朝

の
段
階
で
登
校
し
、
朝
の
会
か
ら
帰
り
の

会
ま
で
す
べ
て
を
こ
な
し
て
下
校
し
て

い
っ
た
。

　

学
年
全
員
の
完
全
登
校
。
勤
務
校
で
は
つ
い

ぞ
な
か
っ
た
こ
と
だ
と
評
さ
れ
た
。
当
然
、
そ

う
な
る
よ
う
に
春
休
み
の
仕
事
を
組
み
立
て
た

の
で
あ
る
。

　

事
実
で
物
を
語
る
。
向
山
型
の
神
髄
で
あ
る
。

実践日誌圧倒的圧倒的
長谷川博之の

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校



64
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谷
たに

和
かず

樹
き

優
れ
た
発
問
を
つ
く
り
だ
す
力
を
、

若
い
先
生
が
い
ま
す
ぐ
身
に
付
け
る

こ
と
は
難
し
い
。

だ
か
ら
「
追
試
」
が
必
要
な
の
で

あ
る
。

追
試
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
子
供

た
ち
の
思
考
を
促
す
発
問
の
特
徴
を

学
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。

リ
ズ
ム
よ
く
テ
ン
ポ
よ
く
進
む
場

面
と
、
子
供
た
ち
が
立
ち
止
ま
っ
て

思
考
し
て
い
る
場
面
と
が
あ
っ
て
こ

そ
、
心
地
よ
い
「
緩
急
」
が
実
現
す

る
。

⑨
　
検
討
場
面
が
あ
る

優
れ
た
発
問
を
す
る
と
、
多
く
の

場
合
子
供
た
ち
の
意
見
が
分
か
れ
る
。

そ
こ
で
「
検
討
」
さ
せ
る
必
要
が
出

て
く
る
。

ま
ず
、「
的
外
れ
な
意
見
」「
お
か

し
い
意
見
」
を
検
討
し
削
除
す
る
。

残
っ
た
意
見
を
大
き
く
二
つ
に
整

理
し
、
討
論
す
る
。
こ
う
し
た
検
討

場
面
が
授
業
の
山
場
を
つ
く
る
。

⑩
　
終
了
時
間
を
守
っ
て
い
る

こ
れ
は
次
の
項
目
で
述
べ
る
。

ち
が
退
屈
す
る
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
キ

ル
７
「
作
業
指
示
」
の
項
目
を
再
度

参
照
い
た
だ
き
た
い
。

⑧
　
思
考
場
面
が
あ
る

い
く
ら
活
動
量
が
多
く
て
も
、
非

生
産
的
な
お
し
ゃ
べ
り
を
延
々
と
し

て
い
る
だ
け
で
は
意
味
が
な
い
。

か
つ
て
野
口
芳
宏
氏
が
言
っ
た
よ

う
に
、

活
動
あ
っ
て
指
導
な
し

と
い
う
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
。

重
要
な
の
は
、

知
的
な
熱
中
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
次
の
こ
と
が
必

要
だ
。

優
れ
た
発
問

優
れ
た
発
問
を
す
る
た
め
に
は
、

優
れ
た
教
材
研
究
が
必
要
だ
。

今
回
は
心
地
よ
い
緩
急
を
実
現
し

て
い
る
教
師
の
ポ
イ
ン
ト
そ
の
⑥
か
ら
。

⑥
　
空
白
禁
止
を
守
っ
て
い
る
（
グ

ラ
ジ
ュ
ア
ル
・
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ

ン
）

リ
ズ
ム
・
テ
ン
ポ
の
項
目
で
解
説

し
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
ポ
イ
ン
ト

を
再
確
認
し
よ
う
。

ま
ず
授
業
開
始
か
ら
で
あ
る
。
準

備
の
で
き
て
い
な
い
子
、
席
に
つ
い

て
い
な
い
子
な
ど
を
待
た
な
い
。
す

ぐ
に
授
業
に
突
入
す
る
こ
と
。

授
業
展
開
は
で
き
る
だ
け
ス
モ
ー

ル
ス
テ
ッ
プ
に
す
る
こ
と
。
遅
れ
が

ち
な
子
が
見
通
し
を
も
て
る
程
度
で

区
切
る
の
で
あ
る
。

速
く
作
業
が
で
き
た
子
に
板
書
さ

せ
た
り
、
発
言
さ
せ
た
り
し
て
、
空

白
の
時
間
を
つ
く
ら
な
い
。
あ
る
い

は
次
の
作
業
を
指
示
し
な
が
ら
緩
や

か
に
活
動
を
移
行
さ
せ
る
。

こ
れ
は
欧
米
の
幼
児
教
育
で
は

「
グ
ラ
ジ
ュ
ア
ル
・
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ

ン
」
と
い
っ
て
常
識
的
な
手
法
だ
。

⑦
　
児
童
・
生
徒
の
活
動
量
が
多
い

一
番
悪
い
イ
メ
ー
ジ
は
「
下
手
な

大
学
の
講
義
」
だ
ろ
う
。

教
授
が
だ
ら
だ
ら
と
ノ
ー
ト
を
読

む
。
難
解
な
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
提

示
し
て
ボ
ソ
ボ
ソ
と
説
明
す
る
。
学

生
は
何
も
し
て
い
な
い
。

活
動
量
の
少
な
い
授
業
は
子
供
た

授業のベーシックスキル９
「緩急」（４）
子供たちが熱中している授業
には例外なく「心地よい緩急」
がある。緩急という概念を意
識し、実現するために意図的
に努力する教師でなければ、
それを身に付けることはでき
ない。

授業の
ベーシックスキル
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朝
、
目
覚
め
る
と
念
じ
る
。

「
授
業
が
う
ま
く
な
り
た
い

　
も
っ
と
　
う
ま
く
な
り
た
い

　
も
っ
と
　
も
っ
と
　
う
ま
く
な
り
た
い
」

　
ど
う
す
れ
ば
う
ま
く
な
る
？

　
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
自
分
を
さ
ら
そ
う
。
そ

し
て
批
判
を
受
け
、
そ
れ
を
糧
に
技
量
を
高
め

よ
う
。
こ
う
考
え
、
自
分
で
制
約
を
課
し
た
。

　
元
来
意
志
が
弱
い
自
分
。
数
値
と
し
て
記
録

す
れ
ば
や
る
気
に
つ
な
が
る
と
思
い
、Excel

の
表
を
作
り
、
晒
す
た
び
に
記
録
を
付
け
る
よ

う
に
し
た
（
下
図
）。

　
数
値
が
伸
び
る
よ
う
に
ル
ー
ル
は
緩
く
設
定

す
る
。
私
の
メ
ン
タ
ル
は
弱
い
の
だ
。

　
積
小
為
大
。
自
分
に
力
を
与
え
て
く
れ
る
の

は
、
小
さ
な
絶
え
間
な
い
積
み
重
ね
。

　
通
勤
の
運
転
の
中
で
の
発
声
練
習

　
毎
朝
論
語
の
言
葉
を
一
つ
読
む

　
授
業
を
作
る
つ
も
り
で
読
書

　
一
冊
読
ん
だ
ら
授
業
作
成

　
サ
ー
ク
ル
例
会
で
は
必
ず
模
擬
授
業

　
登
壇
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
立
候
補

　
授
業
技
量
検
定
へ
の
絶
え
間
な
い
挑
戦

　
九
割
五
分
は
実
施
し
て
い
る
と
思
う
が
、
で

き
な
い
時
が
あ
っ
た
と
し
て
も
「
ま
ぁ
い
っ

か
」
で
気
に
し
な
い
こ
と
に
す
る
。
な
ぜ
な
ら

私
の
メ
ン
タ
ル
は
弱
い
の
だ
。

　
積
み
重
ね
は
子
供
た
ち
の
笑
顔
に
反
映
さ
れ
、

私
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
。

　
夜
、
寝
る
前
に
も
念
じ
る
。

「
授
業
が
う
ま
く
な
り
た
い

　
も
っ
と
　
う
ま
く
な
り
た
い

　
も
っ
と
　
も
っ
と
　
う
ま
く
な
り
た
い
」

　
授
業
が
う
ま
く
な
り
た
い

二
六
年
も
ち
続
け
た
た
っ
た
一
つ
の
願
い
。

山
口
県
周
防
大
島
町
立
久
賀
小
学
校

奥お
く

田だ

嚴よ
し

文ふ
み

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

私の
教師道



向山洋一が学んだこの１冊！ 授業力向上に
役立つこの１冊
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一
　
幼
児
教
育
で
の
向
山
氏
の
関
心
事

　

向
山
氏
の
関
心
事
は
、
単
な
る
理
論
よ
り
も
具

体
的
な
子
育
て
の
方
法
論
で
あ
っ
た
。『
幼
児
教
育

と
脳
』
の
新
書
版
で
折
り
込
み
が
多
数
付
け
て

あ
っ
た
の
は
後
半
部
分
で
あ
っ
た
。

「
第
四
章
い
か
に
育
て
る
か
」
の
内
容
の
部
分
で

あ
っ
た
こ
と
を
向
山
氏
に
話
す
と
、「
そ
れ
は
鋭
い

分
析
だ
ね
」
と
返
し
て
く
れ
た
。
向
山
氏
の
関
心

事
は
、
や
は
り
具
体
的
な
こ
と
に
あ
る
こ
と
を
、

改
め
て
実
感
し
た
。

　

も
う
一
つ
折
り
込
み
が
集
ま
っ
た
章
が
「
第
五

章
人
間
ら
し
く
育
て
る
―
Ｐ
Ｑ
教
育
」
で
あ
る
。

　

こ
の
二
つ
の
章
は
、
折
り
込
み
、
マ
ー
カ
ー
、

そ
し
て
書
き
込
み
（
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
枠
、
○
印
）

が
あ
っ
た
。

　

以
前
、
マ
ー
カ
ー
で
黄
緑
や
ピ
ン
ク
が
あ
る
こ

と
を
尋
ね
る
と
、「
そ
れ
は
二
回
読
ん
だ
か
ら
だ
」

と
教
え
て
も
ら
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
本

も
繰
り
返
し
読
ま
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

二
　
向
山
氏
が
注
目
し
た
内
容

　

折
り
込
み
と
書
き
込
み
が
重
な
る
部
分
は
、
そ

れ
だ
け
重
要
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
向
山
氏
が
思
い

出
す
手
掛
か
り
に
と
、
そ
の
箇
所
に
見
出
し
を
書

い
た
付
箋
を
貼
り
付
け
て
み
た
。

　

前
半
は
「
ガ
ー
ド
ナ
ー
の
知
性
の
多
重
性
」「
多

重
フ
レ
ー
ム
モ
デ
ル
」「
感
受
性
は
４
歳
、
言
語
フ

レ
ー
ム
は
８
歳
ま
で
」
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

　

第
四
・
五
章
の
付
箋
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
知
性
を
伸
ば
す
脳
内
物
質
」「
ほ
め
る
こ
と
と
達

成
感
」「
Ｐ
Ｑ
教
育
が
幼
児
教
育
の
根
幹
」「
Ｐ
Ｑ

と
密
接
に
関
連
す
る
は
た
ら
き
」

（
※
Ｉ
Ｑ
や
Ｅ
Ｑ
と
は
異
な
る
、
こ
の
Ｐ
Ｑ
と
は
前

頭
連
合
野
の
知
性
を
総
称
し
た
も
の
と
、
筆
者
の

澤
口
氏
は
述
べ
て
い
る
）

　

こ
う
し
た
見
出
し
を
見
れ
ば
、
本
書
の
内
容
も

一
部
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
便
宜
上
板
倉
が
付
け

た
見
出
し
だ
が
、
向
山
氏
の
実
際
の
書
き
込
み
跡

は
、
そ
の
と
き
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
よ
り
伝
わ
っ
て

く
る
の
で
、
デ
ジ
タ
ル
で
参
照
し
て
ほ
し
い
。

三
　
幼
児
教
育
の
出
発
点
の
枠
組
み

『
幼
稚
園
教
育
の
内
容
』
の
本
を
向
山
氏
に
手
渡

し
た
時
、
同
席
し
た
師
尾
氏
も
「
向
山
先
生
が
い

つ
も
言
わ
れ
て
い
た
通
り
、
ち
ゃ
ん
と
原
典
か
ら

読
ん
で
い
る
ん
だ
ね
」
と
感
心
し
き
り
で
あ
っ
た
。

　

一
九
九
二
年
に
開
講
さ
れ
た
幼
児
通
信
教
育
の

準
備
段
階
と
し
て
、
向
山
氏
が
調
べ
た
一
書
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
推
察
す
る
。

　

三
人
の
大
学
研
究
者
の
鼎
談
で
進
め
ら
れ
て
い

る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
折
り
込
み
と
マ
ー
カ
ー

部
分
は
前
掲
書
に
く
ら
べ
る
と
少
な
い
。
け
れ
ど

も
、
幼
児
教
育
に
お
け
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
向
山
氏
は
印
を
付
け
た
に
違
い
な
い
。

　

内
容
順
に
は
次
の
五
つ
で
あ
る
。

①　

幼
稚
園
教
育
の
位
置
付
け

②　

目
標
の
達
成

③　

自
由
遊
び

④　

遊
び
か
ら
逸
脱
し
た
遊
び

⑤　

生
活
習
慣
の
自
立

　

①
の
法
令
上
の
位
置
付
け
は
、
小
学
校
教
育
と

の
対
比
に
お
い
て
で
あ
る
。
②
の
目
標
か
ら
は
「
遊

び
や
生
活
習
慣
の
重
要
性
」
を
向
山
氏
が
把
握
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
⑤
で
は
、
習
慣
形
成
の

五
つ
の
観
点
を
マ
ー
カ
ー
で
大
き
く
〇
囲
み
し
て

強
調
し
て
い
る
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ
た
。

「
幼
児
教
育
」
の
原
典
・

枠
組
み
・
具
体
性

幼
児
教
育
の
指
導
法
や
教
材
の
開
発
で
、
向
山
氏
が
繰
り

返
し
強
調
し
て
い
た
こ
と
。

板い
た

倉く
ら

弘ひ
ろ

幸ゆ
き

東
京
都
台
東
区
立
大
正
小
学
校

『幼児教育
と脳』
（澤口俊之著　
文藝春秋）

『幼稚園教
育の内容』
（高杉自子・平井
信義・森上史朗
編著　小学館）
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q
　
A

」

Q 負
け
る
と
暴
言
を
吐
く
子
へ
の
対
応

魔
法
の
杖
は
な
い
。
プ
ロ
の
教
師
と
し
て
知
識
と
技
能
を

身
に
付
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

る
の
で
す
。

　
二
つ
め
。

　
時
に
は
毅
然
と
し
て
対
応
し
ま
す
。

「
◯
◯
く
ん
、
立
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
そ
う

い
う
こ
と
を
言
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

な
た
の
そ
の
言
い
方
は
、
谷
先
生
は
お
か
し
い

と
思
い
ま
し
た
。
神
様
が
い
た
ら
絶
対
許
さ
な

い
言
い
方
だ
っ
た
で
し
ょ
う
？
　
そ
う
思
い
ま

せ
ん
か
？
」

　
場
面
に
よ
っ
て
は
、
こ
う
し
て
問
い
詰
め
る

こ
と
も
技
術
と
し
て
必
要
で
す
。

　
さ
ら
に
勉
強
し
た
い
の
は
、

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
レ
ッ
ド
ビ
ー
ス
ト
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
は
読
ま

れ
ま
し
た
か
？
　
絵
本
も
あ
り
ま
す
。
子
供
と

一
緒
に
読
む
と
い
い
で
す
ね
。

「
み
ん
な
の
頭
の
中
に
こ
う
い
う
赤
い
怪
獣
が

い
る
ん
だ
ね
。
赤
い
怪
獣
と
の
上
手
な
付
き
合

い
方
を
勉
強
す
る
よ
」

　
日
本
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会
か
ら
も

『
イ
ラ
ス
ト
版
子
供
の
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
』
と
い
っ
た
本
が
出
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
勉
強
し
て
、
知
識
と
技
能

を
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
よ
ね
。

私
た
ち
は
、
プ
ロ
な
の
で
す
か
ら
。

な
ど
と
思
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
残
念
な
が
ら
魔
法
の
杖
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
と
っ
て
お
き
の
方
法
で
五
秒
で
解
決
！
　
な

ど
と
い
う
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、

あ
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
方
法
は
副
作
用
が
大

き
い
で
し
ょ
う
。
他
の
先
生
の
時
に
は
も
っ
と

暴
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
意
味
が
な
い
の
で

す
。

　
一
番
大
事
な
こ
と
は
こ
れ
で
す
。

大
人
の
ゆ
と
り
感

　
ゆ
っ
た
り
と
構
え
て
い
ま
す
。
そ
の
子
が
ど

ん
な
に
暴
言
を
吐
こ
う
が
、
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ

そ
う
が
、
先
生
は
カ
ッ
と
な
っ
て
怒
っ
た
り
し

な
い
の
で
す
。
逆
上
し
な
い
、
怒
鳴
ら
な
い
、

い
つ
も
落
ち
着
い
て
冷
静
、
か
つ
に
こ
や
か
。

「
〇
〇
く
ん
。
こ
っ
ち
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
。
そ

う
か
、
怒
鳴
り
た
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
な
」

　
に
こ
や
か
で
、
か
つ
優
し
い
感
じ
で
対
応
す

体
育
の
リ
レ
ー
な
ど
で
負
け
る
と
、
す

ぐ
暴
言
を
吐
く
子
が
い
ま
す
。
リ
レ
ー

で
抜
か
れ
た
子
や
失
敗
し
た
子
に
対
し

て
「
お
前
の
せ
い
で
負
け
た
」
な
ど
言

い
、
雰
囲
気
を
悪
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
子
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
き
ま
す
か
？

＆＆

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

谷た
に

和か
ず

樹き

東
京
都
・
玉
川
大
学

教
職
大
学
院
教
授

１　

こ
れ
だ
！　

と
い
う
魔
法
の
杖
は

な
い

「
あ
の
暴
言
を
吐
い
て
い
た
子
が
、
な
ん
だ
か
、

谷
先
生
の
ク
ラ
ス
に
な
っ
て
か
ら
お
と
な
し
い

ん
だ
け
ど
。
お
そ
ら
く
谷
先
生
は
〝
魔
法
の

杖
〞
を
持
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
」

A

動画

※
書
籍
に
つ
い
て
は
デ
ジ
タ
ル
版
を
参
照
の
こ
と
。
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向む
こ
う

山や
ま

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
教
育
学
部
特
任
教
授

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

七
月
の
梅
雨
と
防
災
対
策

二
　
地
図
帳
で
捉
え
る
災
害
地

　

こ
れ
ま
で
も
多
く
の
社
会
科
や
総
合
的
な

学
習
の
授
業
を
見
て
き
た
が
、
地
図
帳
を
活

用
し
た
授
業
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
新
学

習
指
導
要
領
で
、
小
学
校
三
年
生
か
ら
地
図

帳
が
配
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
喜
ば
し

い
こ
と
な
の
だ
が
、
肝
心
の
学
校
現
場
で
の

利
用
は
限
定
的
だ
。

　

ふ
だ
ん
、
地
図
帳
に
馴
染
み
の
薄
い
教
師

た
ち
も
い
る
。
音
楽
専
科
、
養
護
教
諭
、
低

学
年
担
任
ら
は
、
系
統
的
に
地
図
帳
の
活
用

を
習
得
す
る
機
会
が
乏
し
い
。
そ
こ
で
研
修

会
で
は
地
図
帳
の
使
い
方
を
演
習
す
る
。
先

ず
は
、
自
分
た
ち
の
学
校
の
位
置
を
適
切
な

地
図
帳
の
ペ
ー
ジ
で
抑
え
さ
せ
る
。
し
か
し
、

こ
の
段
階
で
さ
え
、
手
こ
ず
る
教
師
が
い
る
。

　

研
修
で
は
、
防
災
教
育
の
観
点
か
ら
、
自

然
災
害
の
発
生
し
た
場
所
を
扱
う
。
前
述
し

島
の
土
石
流
、
常
総
市
の
利
根
川
で
の
氾
濫

な
ど
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
記
憶
し
て
い
る
で

あ
ろ
う
。
言
わ
れ
て
み
て
、
そ
う
言
え
ば
そ

う
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
な
と
思
う
程
度
だ
。

　

千
葉
県
一
宮
町
の
向
山
洋
一
別
邸
ほ
ど
近

く
に
「
延
宝
の
津
波
供
養
碑
」
が
あ
る
。
一

六
七
七
年
十
一
月
に
襲
っ
た
津
波
で
一
四
三

名
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
そ
の
供
養
塔
で
あ
る
。

同
時
に
、
往
時
の
人
々
は
、
こ
の
地
に
供
養

塔
を
建
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
つ
か
再
び

大
津
波
が
襲
う
か
も
知
れ
ぬ
と
警
告
し
て
い

る
。
そ
の
よ
う
に
災
害
を
伝
え
て
き
た
。

　

国
土
地
理
院
は
、
二
〇
一
九
年
か
ら
「
自

然
災
害
伝
承
碑
」
を
、
ウ
ェ
ブ
地
図
に
掲
載

し
始
め
た
。
先
人
の
教
訓
を
伝
承
し
、
災
害

の
備
え
に
生
か
す
た
め
で
あ
る
。
伝
承
碑
を

抱
え
る
全
国
の
自
治
体
に
呼
び
か
け
、
そ
の

充
実
を
図
っ
て
い
る
。

一
　
先
人
の
教
訓
を
伝
え
る
碑

　

熊
本
県
人
吉
市
は
、
相
良
氏
の
城
下
町
で

あ
る
。
城
跡
に
登
る
と
、
球く

磨ま

川
沿
い
に
城

下
町
が
見
渡
せ
る
。
風
光
明
媚
な
街
に
は
国

宝
、
青
井
阿
蘇
神
社
も
鎮
座
す
る
。

　

二
〇
二
〇
年
七
月
三
日
夜
、
熊
本
県
南
部

で
幅
約
七
〇
㎞
、
長
さ
二
八
〇
㎞
の
線
状
降

水
帯
が
発
生
。
熊
本
県
を
中
心
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
。
気
象
庁
は
「
令
和
二
年

七
月
豪
雨
」
と
命
名
。
日
本
三
大
急
流
の
一

つ
、
大
河
川
の
球
磨
川
が
氾
濫
。
人
吉
市
内

へ
流
入
、
青
井
阿
蘇
神
社
も
水
没
し
た
。

　

そ
の
後
の
関
係
者
の
努
力
で
、
よ
う
や
く

神
社
も
復
旧
し
た
。

　

わ
ず
か
三
年
前
の
出
来
事
だ
が
、
当
事
者

以
外
の
人
々
は
、
記
憶
か
ら
次
第
に
薄
れ
て

い
く
。
残
念
だ
が
、
そ
れ
が
現
実
だ
。

　

例
え
ば
、
岡
山
県
真
備
町
の
災
害
や
北
広

の

新
時
代

63

学
校
物
語

学
校
物
語

学
校
物
語
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私
に
は
、
到
底
無
理
の
よ
う
に
思
え
る
。

し
か
し
、
最
高
裁
の
判
断
で
あ
る
か
ら
、
行

政
も
学
校
も
、
こ
の
判
例
に
基
づ
い
て
対
策

を
講
じ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

全
国
で
約
二
万
の
小
学
校
区
で
も
、
そ
の

立
地
条
件
は
さ
ま
ざ
ま
。
自
分
の
学
区
域
の

堤
防
や
砂
防
ダ
ム
な
ど
の
施
設
、
橋
、
ト
ン

ネ
ル
、
擁よ

う

壁へ
き

、
た
め
池
用
水
路
な
ど
の
公
共

イ
ン
フ
ラ
等
の
現
況
を
ど
う
捉
え
る
か
。

　

戦
後
の
国
家
建
設
の
復
旧
で
急
造
し
た
イ

ン
フ
ラ
も
劣
化
し
つ
つ
あ
る
。
整
備
し
た
く

と
も
、
公
共
工
事
費
用
は
目
の
敵
に
さ
れ
る
。

学
区
域
に
は
、
こ
う
し
た
老
朽
施
設
も
多
い

は
ず
だ
が
情
報
は
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
学
校

の
安
全
対
策
を
講
じ
る
上
で
の
盲
点
で
あ
る
。

　

七
月
の
梅
雨
は
、
米
作
り
に
恩
恵
を
も
た

ら
す
。
古
来
か
ら
、
私
た
ち
は
梅
雨
に
よ
っ

て
豊
葦
原
の
瑞
穂
の
国
と
し
て
、
自
然
の
恵

み
を
頂
い
て
き
た
。

　

長
雨
が
続
く
季
節
だ
。
梅
雨
の
は
じ
め
と

終
わ
り
に
思
わ
ぬ
豪
雨
が
あ
る
や
も
知
れ
ぬ
。

か
と
い
っ
て
、
か
ら
梅
雨
も
農
作
物
に
被
害

を
も
た
ら
す
。
適
度
の
雨
量
を
天
に
願
う

日
々
が
続
く
。

で
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
き
た
。

　

我
が
国
の
気
象
予
測
は
、
予
測
困
難
な
新

た
な
位
相
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

三
　
最
高
裁
判
決
と
学
校
の
防
災
対
策

　

二
〇
一
九
年
十
月
十
日
、
大
川
小
学
校
津

波
訴
訟
で
、
最
高
裁
は
行
政
や
学
校
に
厳
し

い
判
決
を
出
し
た
。
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
本
件
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
が
児
童
生
徒
の
安
全
に
直
接
か
か
わ
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
独
自
の
立
場
か
ら
そ
の
信

頼
性
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
要
請
さ

れ
て
い
た
と
言
う
べ
き
で
あ
る
」

「︵
当
該
の
︶
地
区
の
住
民
の
認
識
が
根
拠

を
欠
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
説
得
し
、

そ
の
認
識
を
改
め
さ
せ
た
上
で
、
在
籍
児
童

の
避
難
行
動
と
︵
当
該
︶
地
区
住
民
の
避
難

行
動
が
整
合
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
調
整
を

図
る
べ
き
義
務
が
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ

る
」

　

つ
ま
り
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
疑
え
、
地

区
の
古
老
の
経
験
は
当
て
に
す
る
な
と
言
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
現
実
の
学
校
で
、
こ
の

よ
う
な
対
応
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

た
茨
城
県
常
総
市
。
町
の
中
を
鬼
怒
川
が
流

れ
る
。
守
谷
市
を
超
え
た
地
点
で
利
根
川
に

合
流
す
る
。
利
根
川
を
上
流
方
向
へ
遡
上
す

る
。
前
橋
市
を
越
え
て
吾
妻
川
に
な
り
、
長

野
県
境
ま
で
伸
び
る
。

　

山
間
地
で
の
豪
雨
が
下
流
に
寄
せ
る
。
こ

ら
え
き
れ
な
い
利
根
川
は
、
鬼
怒
川
か
ら
の

流
入
を
嫌
う
。
行
き
場
を
失
っ
た
鬼
怒
川
の

本
流
は
滞
留
す
る
。
バ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
現

象
だ
。
や
が
て
堤
防
を
越
水
し
、
堤
防
を
こ

わ
す
。
付
近
に
大
洪
水
が
発
生
す
る
、
家
屋

も
田
畑
も
水
没
す
る
。

　

つ
ま
り
、
首
都
圏
か
ら
遠
く
離
れ
た
長
野

県
境
の
大
雨
が
、
利
根
川
下
流
域
の
治
水
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
だ
が
線
状
降
水
帯

の
発
生
の
予
告
は
極
め
て
難
し
い
。

　

大
陸
と
大
洋
に
挟
ま
れ
、
南
北
に
延
び
る

日
本
列
島
の
気
象
予
測
は
、
地
球
上
で
も
指

折
り
の
難
解
な
地
域
だ
。
そ
れ
で
も
、
気
象

庁
を
中
心
に
日
本
気
象
予
測
は
世
界
に
冠
た

る
実
績
を
上
げ
て
き
た
。

　

二
〇
二
〇
年
七
月
上
旬
は
、
一
時
間
五

〇
㎜
以
上
の
降
雨
が
八
二
回
発
生
し
た
。
一

時
間
五
〇
㎜
の
降
雨
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
気

象
の
常
識
で
は
め
っ
た
に
発
生
し
な
い
も
の
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感
の
獲
得
、
自
立
心
そ
の
他
の
精
神
の
涵
養

等
の
た
め
に
個
人
ま
た
は
集
団
で
行
わ
れ
る

運
動
競
技
そ
の
他
の
身
体
活
動
」

　

ま
た
、
同
法
に
基
づ
く
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計

画
で
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
に
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
種
目
の
様
な
も
の
だ

け
で
な
く
、
野
外
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
も
含
ま
れ
る
」
と
あ
る

よ
う
に
、
大
変
多
様
な
身
体
的
活
動
が
含
ま

れ
る
。

　

ま
た
、
英
語
の
s
p
o
r
t
の
語
源
は
、

ラ
テ
ン
語
の
d
e
p
o
r
t
a
r
e
で
、
そ

の
語
義
は
、
日
々
の
仕
事
や
生
活
か
ら
離
れ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
気
晴
ら
し
、
遊
び

を
意
味
す
る
。
英
語
で
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
と

い
う
と
き
に
、
ｐ
ｌ
ａ
ｙ
と
い
う
単
語
を
使

う
が
、
こ
れ
は
そ
の
名
残
で
あ
ろ
う
。

　

本
来
、
ス
ポ
ー
ツ
は
、
自
由
に
楽
し
く
遊

ぶ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
日
本
発
祥
の

「
世
界
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
協
会
」
の
活
動
に
注

目
し
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
が
統
一
さ
れ
た
ル
ー
ル
の
下
で

の
「
競
技
ス
ポ
ー
ツ
」
と
し
て
確
立
す
る
の

三
　
近
代
ス
ポ
ー
ツ
の
成
立

プ
、
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク

な
ど
の
国
際
大
会
で
の
日
本
チ
ー
ム
、
選
手

の
活
躍
は
、
私
た
ち
国
民
を
熱
く
さ
せ
、
感

動
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
と
今
日
、
前
述
の
よ
う

な
勝
敗
を
争
う
ス
ポ
ー
ツ
競
技
を
思
い
浮
か

べ
る
が
、
そ
も
そ
も
、
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
概

念
は
、
大
変
幅
広
い
も
の
で
あ
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
前
文
に
は
、
次
の
よ
う

な
規
定
が
あ
る
。

「
ス
ポ
ー
ツ
は
、
世
界
共
通
の
人
類
の
文
化

で
あ
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
は
、
心
身
の
健
全
な
発
達
、
健

康
及
び
体
力
の
保
持
増
進
、
精
神
的
な
充
足

二
　
そ
も
そ
も
ス
ポ
ー
ツ
と
は

　

四
年
前
の
二
〇
一
九
年
、
日
本
で
初
め
て

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
。

日
本
チ
ー
ム
が
プ
ー
ル
戦
を
一
位
で
突
破
し

て
初
め
て
決
勝
ラ
ウ
ン
ド
に
進
出
す
る
快
進

撃
で
日
本
国
中
が
熱
狂
し
た
。
国
籍
を
問
わ

な
い
日
本
チ
ー
ム
の
姿
は
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

T
E
A
M
と
し
て
、
そ
の
年
の
流
行
語
大
賞

に
も
選
ば
れ
た
。

　

今
年
は
、
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
、
フ

ラ
ン
ス
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開

催
さ
れ
る
。他
国
開
催
で
あ
る
が
、日
本
チ
ー

ム
の
活
躍
を
心
か
ら
期
待
し
た
い
。

　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
以
外
で
も
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

一
　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

ス
ポ
ー
ツ
を
め
ぐ
っ
て

楽
し
ん
で
こ
そ
ス
ポ
ー
ツ
。
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ま
た
、
部
活
的
活
動
が
縮
小
さ
れ
た
な
ら
、

学
校
は
、「
授
業
中
心
に
勉
強
す
る
と
こ
ろ
」

と
い
う
意
識
が
、
教
員
、
子
供
と
も
に
強
く

な
る
。
学
校
が
一
層
、
ゆ
と
り
と
余
裕
、
あ

え
て
言
え
ば
、
遊
び
の
要
素
が
少
な
く
な
り
、

子
供
た
ち
に
と
っ
て
多
様
性
の
な
い
、
楽
し

く
な
い
場
所
に
な
る
こ
と
を
一
番
危
惧
す
る
。

　
"
部
活
命
"
の
よ
う
な
行
き
過
ぎ
た
部
活

指
導
は
見
直
さ
な
い
と
い
け
な
い
。
高
校
野

球
な
ど
の
全
国
大
会
の
在
り
方
も
検
討
が
必

要
で
あ
ろ
う
。

　

ス
ポ
ー
ツ
が
苦
手
な
子
供
の
た
め
の
「
ス

ポ
ー
ツ
が
好
き
に
な
る
部
活
」
も
あ
れ
ば
よ

い
。
部
活
の
運
営
を
生
徒
が
中
心
と
な
り
行

う
こ
と
に
よ
り
、

教
員
の
負
担
も

軽
減
さ
れ
る
。

　

体
育
の
授
業

も
含
め
て
、
ス

ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
を
実
感
で
き

る
学
校
で
あ
っ

て
も
ら
い
た
い
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
企
業
の
ス
ポ
ン
サ
ー
制

度
導
入
の
た
め
に
、
プ
ロ
選
手
の
参
加
を
容

認
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
テ
レ
ビ

の
放
映
権
料
も
年
々
高
騰
し
、
一
気
に
商
業

ビ
ジ
ネ
ス
化
が
進
ん
だ
。
そ
の
結
果
が
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
の
汚
職
事
件
に
も

つ
な
が
っ
た
。

　

国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
、
ス

ポ
ー
ツ
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
ス
ポ
ー
ツ
選

手
フ
ァ
ー
ス
ト
で
見
直
す
こ
と
も
必
要
で
あ

ろ
う
。

　

近
年
、
学
校
ス
ポ
ー
ツ
を
巡
っ
て
は
、
学

校
の
働
き
方
改
革
の
観
点
か
ら
、
部
活
の
地

域
移
行
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
教
員
の
現
状

を
見
た
と
き
、
働
き
方
改
革
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
学
校
の
主
役
は
子
供
た
ち
で
あ
る
。

す
べ
て
の
子
供
た
ち
に
、
教
室
で
の
座
学
以

外
に
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
文
化
な
ど
の
幅
広
い

活
動
に
触
れ
る
機
会
を
学
校
で
与
え
て
あ
げ

た
い
と
思
う
。
学
校
外
の
活
動
と
な
れ
ば
、

家
庭
環
境
の
厳
し
い
子
供
た
ち
は
参
加
が
難

し
く
な
る
。

五
　
部
活
の
在
り
方

は
、
一
九
世
紀
、
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
し
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
る
。
当
初
は
、
自
由
時
間

を
多
く
有
す
る
貴
族
階
級
の
余
暇
、
社
交
的

活
動
で
あ
っ
た
も
の
が
、
教
育
的
価
値
も
認

め
ら
れ
て
、
学
校
や
市
民
の
間
に
幅
広
く
広

ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
は
、
余
技
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の

と
さ
れ
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
こ
と
で
報
酬

を
得
な
い
」
と
い
う
、
一
種
貴
族
主
義
的
な

ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
が
確
立
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
と
は
別
に
、
ア
メ
リ
カ
な

ど
で
は
、
興
行
的
な
観
点
か
ら
、
見
せ
る
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
が
形
作
ら

れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
界
の
状
況
の
中
で
、

一
八
九
六
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
ク
ー
ベ
ル
タ
ン

男
爵
の
提
唱
で
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
若

者
の
国
際
交
流
を
通
じ
て
、
世
界
平
和
を
実

現
し
よ
う
」
と
い
う
理
想
を
掲
げ
て
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
大
会
が
始
め
ら
れ
た
。

　

当
初
は
、
厳
し
い
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
が

守
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
規
模
が
大
き
く

な
り
、
開
催
経
費
が
か
さ
む
よ
う
に
な
り
、

四
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
と
変
容

イラスト：水川　勝利
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向
山
論
文

染そ
め

谷や

幸こ
う

二じ

北
海
道
別
海
町
立
別
海
中
央
中
学
校

★
学
級
通
信
「
ア
チ
ャ
ラ
」
№
５　

①

　

一
九
八
二
年
四
月
十
日　

調
布
大
塚
小

四
の
二

　

何
と
な
く
気
に
か
か
っ
た
。
見
過
ご
し

て
も
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
気
に
か

か
っ
た
。「
友
だ
ち
の
良
い
所
」
を
書
い

た
カ
ー
ド
を
読
ん
で
い
て
で
あ
る
。
昨
日

報
じ
た
よ
う
に
、「
い
じ
め
ら
れ
た
と
き

な
ぐ
さ
め
ら
れ
た
」
と
い
う
文
が
い
く
つ

か
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
程
度
な
ら
ど

こ
に
で
も
あ
る
。
気
に
か
か
っ
た
の
は
、

こ
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
カ
ー
ド
は
、
文

に
迫
力
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
文
の
量
も

他
の
子
の
三
倍
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ

だ
け
熱
心
に
「
い
じ
め
ら
れ
た
子
」
は
書

い
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
熱

心
に
「
助
け
ら
れ
た
う
れ
し
さ
」
を
書
い

た
の
か
？　

推
定
で
き
る
こ
と
は
一
つ
。

「
い
じ
め
」
が
激
し
く
お
こ
な
わ
れ
た
の

で
あ
る
。
②

　

だ
か
ら
私
は
子
供
た
ち
に
聞
い
た
。

「
は
げ
し
く
、
い
じ
め
ら
れ
た
事
の
あ
る

人
、
手
を
あ
げ
な
さ
い
。」

　

何
人
か
が
手
を
あ
げ
た
。「
み
ん
な
知
っ

て
ま
し
た
か
？
」
と
聞
い
た
。
男
の
子
は

全
員
「
ハ
ァ
ー
イ
」
と
い
う
よ
う
に
手
を

あ
げ
た
。
女
の
子
は
数
人
が
、
ひ
っ
そ
り

と
手
を
あ
げ
た
。
女
の
子
の
手
の
あ
げ
方

に
「
い
じ
め
」
の
「
組
織
性
」
を
感
じ
た
。

　

だ
か
ら
私
は
子
供
た
ち
に
言
っ
た
。
③

「
い
じ
め
ら
れ
た
人
が
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
い
じ
め
た
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
い
じ
め
た
人
が
誰
か
は
聞
き
ま
せ
ん
。

ま
た
知
り
た
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、

私
は
三
年
の
時
に
悪
い
こ
と
を
や
っ
た
と

①
二
〇
代
の
頃
、
青
坂
信
司
氏
が
代
表
を
務
め

る
「
知
的
学
級
集
団
づ
く
り
研
究
会
」
で
学
級

づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ
。
教
科
書
は
向

山
洋
一
氏
の
学
級
通
信
「
ア
チ
ャ
ラ
」
で
あ
っ
た
。

②
子
供
た
ち
は
、
集
団
に
な
れ
ば
一
つ
の
社
会

構
造
を
つ
く
る
。
弱
肉
強
食
の
世
界
で
あ
る
。

こ
の
社
会
構
造
は
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
絶

対
で
、
永
遠
に
続
く
と
思
え
る
ほ
ど
頑
固
な
構

造
を
な
し
て
い
る
。
教
師
に
対
す
る
反
抗
も
、

授
業
の
乱
れ
も
、
い
じ
め
も
「
弱
肉
強
食
の
社

会
構
造
」
を
基
盤
と
し
て
発
生
す
る
。
向
山
氏

は
「
三
段
階
の
い
じ
め
調
査
」
の
重
要
性
を
説

い
て
い
る
。
一
つ
目
が
「
触
診
」
で
あ
る
。
担

任
が
見
た
こ
と
感
じ
た
こ
と
で
、
い
じ
め
の
有

無
を
判
断
す
る
。

③
「
三
段
階
の
い
じ
め
調
査
」
の
二
つ
目
は
、

医
者
が
「
睡
眠
は
？
」「
食
欲
は
？
」
と
聞
く

「
問
診
」
で
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
場
合
も
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
直
接
生
徒
に
聞
い
て
い
る
。

教
室
に
緊
張
感
が
漂
っ
て
い
る
。
絶
対
に
負
け

ら
れ
な
い
闘
い
で
あ
る
。
言
葉
に
力
を
込
め
、

毅
然
と
対
応
す
る
。
描
写
の
文
で
書
か
れ
て
い

る
か
ら
、
教
室
の
場
面
が
目
に
浮
か
ぶ
。

④
い
じ
め
て
い
る
子
と
闘
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
差
別
を
生
ん
で
い
る
学
級
集
団
に
対
す

向山洋一が教育界に創ってきたもの

い
じ
め
の
温
床
と
な
る
「
弱
肉
強
食
の
社
会
構
造
」
を

破
壊
で
き
る
の
は
教
師
だ
け

「
知
的
学
級
集
団
づ
く
り
研
究
会
」
の
教
科
書
で
あ
っ
た
「
ア
チ
ャ
ラ
」
か
ら
秩
序
あ
る
学

級
集
団
を
育
て
る
た
め
に
必
要
な
《
子
供
集
団
と
の
闘
い
方
》
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ
。
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る
闘
い
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
個
々
の
過
去
を
深

く
追
及
す
る
必
要
は
な
い
。
自
分
の
非
を
日
記

に
素
直
に
書
く
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
書
い
て

き
た
子
は
反
省
し
、
繰
り
返
さ
な
い
。
生
ま
れ

変
わ
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
い
る
。

⑤
一
切
、
お
説
教
を
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

一
つ
一
つ
事
実
を
確
認
し
、
改
め
る
こ
と
を
求

め
て
い
る
。
緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

⑥
「
触
診
」「
問
診
」
で
差
別
の
構
造
が
無
く
な

る
と
は
限
ら
な
い
。
常
に
、
学
級
集
団
の
変
化

に
敏
感
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
時
に
役

立
つ
の
が
隠
し
て
も
原
因
を
特
定
で
き
る
「
レ

ン
ト
ゲ
ン
」
で
あ
る
。
そ
の
典
型
が
、
定
期
的

に
行
う
「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
調
査
」
で
あ
る
。

⑦
向
山
氏
は
一
歩
突
っ
込
ん
だ
対
応
を
し
て
い

る
。
い
じ
め
を
え
ぐ
り
出
し
た
場
面
を
学
級
通

信
に
綴
り
、
保
護
者
に
伝
え
て
い
る
。
心
あ
る

親
は
教
師
の
味
方
に
な
っ
て
く
れ
る
。
力
強
い

応
援
団
に
な
る
。

⑧
『
学
級
集
団
形
成
の
法
則
と
実
践
』
に
「
学

級
集
団
形
成
の
向
山
の
法
則
」
が
六
つ
示
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
最
初
が
《
子
供
の
中
に
あ
る
差

別
の
構
造
を
破
壊
す
る
》
で
あ
る
。
楽
し
い
授

業
も
、
イ
ベ
ン
ト
も
、
す
べ
て
の
子
が
安
心
で

き
る
場
が
前
提
条
件
に
な
る
。

思
っ
た
ら
日
記
に
書
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
。

そ
れ
で
三
年
ま
で
の
こ
と
は
全
部
終
わ
り

に
し
ま
し
ょ
う
。」
④

　

そ
し
て
、
私
は
口
調
を
変
え
て
言
っ
た
。

「
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
そ
の
よ
う
な
事
が

あ
っ
た
ら
、
絶
対
に
先
生
は
許
し
ま
せ
ん

よ
。
先
生
は
教
育
の
プ
ロ
で
す
。
先
生
に

か
く
れ
て
こ
っ
そ
り
や
っ
た
と
し
て
も
必

ず
見
つ
け
ま
す
。」

　

子
供
た
ち
は
、
ピ
ー
ン
と
し
た
よ
う
な

姿
勢
で
聞
い
て
い
た
。
⑤

　

い
じ
め
ら
れ
た
子
は
、
さ
ぞ
や
つ
ら
く

悲
し
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
家
の
方
も

心
を
痛
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
い
じ
め
た
子
も
、
心
ぼ
そ
く
さ

び
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。「
い
じ
め
」
の

組
織
は
、「
や
ら
な
い
と
仲
間
は
ず
れ
に

す
る
わ
よ
」
と
い
う
心
ぼ
そ
さ
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
⑥

　

か
わ
い
そ
う
な
の
は
「
い
じ
め
ら
れ
て

い
る
子
」
ば
か
り
で
な
く
、「
い
じ
め
た
子
」

も
そ
う
な
の
だ
。

　

幼
児
か
ら
少
年
・
少
女
に
な
る
時
、
子

供
は
自
分
の
世
界
を
広
げ
よ
う
と
す
る
。

大
人
の
世
界
に
入
ろ
う
と
す
る
。
静
か
に

入
る
の
で
は
な
い
。
批
判
・
ぶ
つ
か
り
な

が
ら
入
ろ
う
と
す
る
の
だ
。
こ
れ
が
反
抗

期
で
あ
る
。
反
抗
期
は
「
序
の
口
」
か
ら

ぬ
け
出
す
と
き
の
「
ぶ
つ
か
り
稽
古
」
な

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
反
抗
期
」
が
な
い

と
、
い
び
つ
に
し
か
成
長
し
な
い
。

　

一
方
、
大
人
へ
の
「
ぶ
つ
か
り
稽
古
」

は
、
一
対
一
で
は
無
理
で
あ
る
。
だ
か
ら

子
供
は
集
団
で
ぶ
つ
か
ろ
う
と
す
る
。
群

れ
を
作
ろ
う
と
す
る
。
こ
の
年
代
の
こ
と

を
「
ギ
ャ
ン
グ
・
エ
イ
ジ
」
と
い
う
の
は

そ
の
た
め
で
あ
る
。

「
わ
る
さ
」「
い
た
ず
ら
」「
ひ
や
か
し
」

な
ど
も
、
そ
れ
故
に
生
じ
る
の
で
あ
る
。

「
い
じ
め
」
も
そ
う
で
あ
る
し
、
し
ば
し

ば
「
万
引
き
」
す
ら
も
そ
う
で
あ
る
。
こ

の
年
代
の
万
引
き
は
、
多
く
の
場
合
大
人

へ
の
挑
戦
で
あ
り
盗
み
の
意
識
も
う
す
い
。

事
実
、
手
に
す
る
の
も
学
用
品
、
お
か
し

な
ど
だ
。（
以
下
、
略
）
⑦

（『
学
級
集
団
形
成
の
法
則
と
実
践
』
明
治

図
書
）
⑧
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と
に
か
く
病
院
が
嫌
い
。
そ
の

私
が
、
救
急
車
騒
ぎ
を
起
こ
し
て

し
ま
っ
た
。

　

い
つ
も
の
よ
う
に
、
向
山
先
生

と
寿
司
屋
で
美
味
し
い
昼
食
を
済

ま
せ
、
会
社
に
戻
り
、
一
人
で
仕

事
を
し
て
い
た
。

　

急
に
吐
き
気
を
催
し
、
ト
イ
レ

に
駆
け
込
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
が
大

変
。
激
痛
と
気
持
ち
悪
さ
で
、
動

け
な
く
な
っ
た
。
数
分
は
我
慢
し
、

様
子
を
見
て
い
た
が
、
ひ
ど
く
な

る
一
方
で
、
床
に
突
っ
伏
し
た
ま

ま
、
隣
の
建
物
の
美
崎
さ
ん
に

「
助
け
て
…
」

　

や
っ
と
の
電
話
。
近
く
に
電
話

が
あ
っ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
。
研
究

所
か
ら
美
崎
さ
ん
と
峰
尾
さ
ん
が

駆
け
つ
け
て
く
れ
、
私
の
様
子
を

見
て
、
救
急
車
を
呼
ん
で
く
れ
た
。

　

そ
の
間
も
、
昼
食
を
一
緒
に

と
っ
た
向
山
先
生
が
心
配
で
、
美

崎
さ
ん
に
向
山
先
生
は
大
丈
夫
か

電
話
し
て
も
ら
う
。
異
常
な
し
と

の
こ
と
、
ほ
っ
と
し
た
。

　

近
く
の
昭
和
医
大
に
運
ば
れ
、

ず
っ
と
点
滴
を
打
ち
続
け
た
。
原

因
は
分
か
ら
な
い
が
、
腸
炎
と
の

こ
と
だ
っ
た
。

　

救
急
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人

の
出
入
り
が
あ
り
、
点
滴
の
最
中
、

様
々
な
事
情
が
聞
こ
え
て
き
た
（
耳

を
澄
ま
せ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
）。

「
す
ぐ
手
術
し
た
方
が
い
い
で
す
」

　

先
生
の
声
に
、
高
齢
の
男
性
の

返
事
に
は
当
然
元
気
が
な
い
。

　

す
ぐ
手
術
を
勧
め
ら
れ
る
な
ん

て
…
。
怖
す
ぎ
だ
。

　

し
か
し
、
そ
の
高
齢
者
は
、
手

術
に
つ
い
て
で
は
な
く
、

「
年
金
が
入
る
予
定
が
…
」

と
手
術
費
用
を
心
配
し
て
い
る
よ

う
だ
。
医
師
も
「
費
用
に
つ
い
て

は
、
こ
ち
ら
は
な
ん
と
も
言
え
な

く
て
…
」
と
困
っ
た
様
子
だ
。

　

私
の
ベ
ッ
ド
が
部
屋
の
中
央
に

あ
る
の
か
、
反
対
の
方
向
か
ら
、

こ
れ
ま
た
高
齢
者
ら
し
い
男
性
の

大
き
な
声
が
す
る
。
納
得
し
な
い

よ
う
な
声
は
元
気
だ
っ
た
。

　

遠
く
で
美
崎
さ
ん
と
主
人
の
声

が
聞
こ
え
て
き
た
。
迷
惑
を
か
け

て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
夜
、
自
宅

に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

翌
朝
、
再
度
病
院
に
来
る
よ
う

に
と
の
こ
と
で
、
病
院
に
着
き
、

待
っ
て
い
る
と
、
ま
た
昨
日
と
同

じ
よ
う
に
具
合
が
悪
く
な
っ
た
。

診
察
を
受
け
、
ま
た
同
じ
よ
う
に

点
滴
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
点

滴
が
一
瓶
空
い
て
も
、
全
然
痛
み

が
治
ま
ら
な
い
。

「
痛
み
を
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
る
と
、「
カ
ロ
ナ
ー
ル
の

点
滴
版
み
た
い
な
も
の
だ
か
ら
、

効
か
な
い
よ
う
で
す
ね
。
じ
ゃ
あ
、

少
し
強
く
し
ま
し
ょ
う
」
と
の
こ

と
。
早
く
や
っ
て
よ
ー
。

　

強
い
痛
み
止
め
の
せ
い
か
、
頭

が
フ
ラ
フ
ラ
し
て
、
自
宅
に
自
力

で
は
帰
れ
ず
、
旗
の
台
の
ホ
テ
ル

に
泊
ま
る
こ
と
に
し
た
。

　

救
急
車
で
運
ば
れ
て
か
ら
、
水

以
外
全
く
口
に
で
き
て
い
な
い
。

翌
朝
、
ホ
テ
ル
の
味
噌
汁
の
汁
が

美
味
し
か
っ
た
。
そ
の
後
も
ほ
ぼ

水
分
だ
け
で
過
ご
し
た
。
こ
れ
だ

け
食
べ
な
い
の
だ
か
ら
と
、
期
待

し
て
体
重
計
に
乗
る
の
に
、
思
っ

た
ほ
ど
体
重
は
減
ら
な
い
。

　

こ
ん
な
に
痛
い
思
い
を
し
て
、

美
味
し
い
も
の
も
食
べ
ら
れ
な
く

て
、
体
重
が
減
ら
な
い
こ
と
が
分

か
り
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
や
め
よ
う

と
思
っ
た
。

　

美
崎
さ
ん
に
そ
の
こ
と
を
告
げ

る
と
、「
結
果
は
す
ぐ
に
出
ま
せ

ん
。
来
週
ガ
リ
ガ
リ
に
痩
せ
ま

す
」
と
励
ま
さ
れ
た
。
翌
週
も
痩

せ
な
い
の
で
美
崎
さ
ん
に
言
う
と
、

「
世
の
中
、
そ
ん
な
に
思
い
通
り

に
は
い
き
ま
せ
ん
」

と
た
し
な
め
ら
れ
た
。
残
念
。

となりの座席の女発
女 社 長 奮 戦 記

師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ株式会社

騒人社

同じものを食べても
向山先生は無事！
病院嫌いが救急車で運ばれた。
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向山洋一の
日常から学ぶ仕 事 術

美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人 TOSS

１　

感
謝
は
そ
の
場
で

　

見
ず
知
ら
ず
の
方
や
お
世
話
に

な
っ
た
方
、
お
世
話
を
し
た
方
な

ど
か
ら
手
紙
や
書
籍
、
時
に
は
地

元
の
名
産
品
な
ど
が
向
山
先
生
に

届
く
。

　

向
山
先
生
は
す
ぐ
に
お
礼
の
ハ

ガ
キ
を
書
い
た
り
電
話
を
か
け
た

り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ハ
ガ
キ
が

な
い
と
き
な
ど
は
「
コ
ピ
ー
用
紙

で
も
よ
い
」
と
言
わ
れ
、
体
裁
よ

り
も
ス
ピ
ー
ド
を
優
先
さ
れ
る
。

　

先
般
、
小
嶋
悠
紀
先
生
の
書
籍

が
講
談
社
か
ら
発
刊
さ
れ
た
。

　

発
刊
前
か
ら
重
版
が
か
か
る
ほ

ど
の
勢
い
が
あ
り
、
講
談
社
の
社

内
で
も
話
題
に
な
っ
た
と
聞
い
た
。

　

講
談
社
の
編
集
者
か
ら
向
山
先

生
に
献
本
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
丁

寧
な
お
手
紙
と
名
刺
が
添
え
ら
れ

て
い
た
。

　

手
紙
を
読
み
、
名
刺
を
見
て

「
す
ぐ
に
電
話
を
か
け
る
よ
う
に
」

と
言
わ
れ
た
。

　

手
紙
に
は
小
嶋
悠
紀
先
生
の

書
籍
を
編
集
す
る
に
あ
た
り
、

T
O
S
S
の
セ
ミ
ナ
ー
に
も
参
加
、

向
山
先
生
の
書
籍
も
数
冊
読
ま
れ

て
い
た
こ
と
な
ど
が
綴
ら
れ
て
い

た
そ
う
だ
。

　

そ
の
編
集
者
に
電
話
を
か
け
、

向
山
先
生
は
、
直
接
、
書
籍
の
お

礼
を
伝
え
た
。

　

後
日
、
そ
の
方
は
ま
さ
か
直
接

向
山
先
生
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て

く
る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た

そ
う
で
、
た
い
そ
う
驚
か
れ
、
そ

し
て
感
激
さ
れ
た
と
聞
い
た
。

　

そ
の
様
子
を
沖
縄
か
ら
来
ら
れ

て
い
た
金
城
先
生
が
見
て
い
た
。

リ
ア
ル
に
見
た
金
城
先
生
も
、
も

ち
ろ
ん
感
激
さ
れ
て
い
た
。

　

私
も
そ
ば
で
見
て
い
た
が
、
さ

す
が
だ
な
と
思
っ
た
の
は
、
お
礼

の
言
葉
の
最
後
に
向
山
先
生
は
こ

う
言
わ
れ
た
こ
と
だ
。

「
T
O
S
S
に
は
、
ほ
か
に
も
た

く
さ
ん
優
秀
な
教
師
が
い
ま
す
か

ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

　

小
嶋
先
生
の
書
籍
の
大
き
な
反

響
と
向
山
先
生
の
こ
の
言
葉
か
ら
、

小
嶋
先
生
の
書
籍
に
続
く
出
版
企

画
が
始
ま
っ
た
。
向
山
先
生
は
常

に
T
O
S
S
全
体
の
こ
と
を
考
え
て

い
る
。
最
強
の
営
業
マ
ン
で
も
あ
る
。

２　

サ
ー
ビ
ス
精
神

　

写
真
は
、「
暗
唱
詩
文
集
」（
教

育
技
術
研
究
所
）
を
音
読
す
る
向

山
先
生
。

　

情
感
た
っ
ぷ
り
に
抑
揚
を
付
け

て
読
ん
で
く
れ
た
。

裏話人気女性ライタートークラインだけの裏話

仕事は、その場で
完結する
お礼の気持ちは体裁よりも 
スピードで。

▲累計発行部数7万冊のロングセラー教材。
「暗唱詩文集」350円

▲散歩の途中で、研究所
に立ち寄り皆に声をかけて
くれた。

▲仲良し兄弟。
中央事務局会議後の懇親会
にて。
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〜私が出会った素敵な先生〜

星
ほし

野
の

 優
ゆう

子
こ埼玉県

さいたま市立
指扇中学校

言葉ではなく行動で示す
生徒から「怖くて近づけない」と 
言われながらも尊敬されていた 
女性教師。

　　　トークライン女性教師女性教師

１　
「
近
づ
け
な
い
」
オ
ー
ラ

「
中
学
生
の
と
き
、
Ｗ
先
生
に
は

怖
く
て
近
づ
け
な
か
っ
た
」

　

当
時
を
振
り
返
っ
て
、
教
え
子

は
こ
の
よ
う
に
言
う
。

　

常
に
ピ
シ
ッ
と
し
て
い
て
、
言

う
べ
き
こ
と
は
遠
慮
せ
ず
に
言
う
。

荒
れ
た
中
学
生
に
対
し
て
も
一
歩

も
引
か
な
い
。
大
き
な
声
で
叱
る

こ
と
も
多
い
。

　

定
年
退
職
を
間
近
に
し
て
も
、

背
筋
を
ピ
ン
と
伸
ば
し
、
颯
爽
と

歩
く
。

　

Ｗ
先
生
は
そ
ん
な
女
性
教
師

だ
っ
た
。

　

中
学
生
に
と
っ
て
は
、
近
寄
り

が
た
い
オ
ー
ラ
が
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。

　

し
か
し
、
発
す
る
一
言
や
ブ
レ

な
い
芯
の
強
さ
に
は
、
Ｗ
先
生
の

暖
か
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

だ
か
ら
、
中
学
生
は
Ｗ
先
生
の

こ
と
を
信
頼
し
、
尊
敬
し
て
い
た
。

２　

見
え
な
い
「
行
動
」

　

あ
る
土
曜
日
、
部
活
動
の
後
に

ス
ー
ツ
に
着
替
え
て
い
る
Ｗ
先
生

に
出
会
っ
た
。

「
ど
う
さ
れ
た
の
で
す
か
？
」
と

尋
ね
る
と
、
次
の
答
え
が
返
っ
て

き
た
。

「
Ａ
子
を
こ
れ
か
ら
〇
〇
高
校
に

連
れ
て
い
く
の
よ
」

　

Ｗ
先
生
の
学
級
に
、
家
庭
環
境

が
複
雑
な
Ａ
子
が
い
た
。
生
徒
指

導
案
件
を
頻
発
さ
せ
て
い
る
Ａ
子

は
、
荒
れ
た
生
徒
と
し
て
校
内
で

も
有
名
だ
っ
た
が
、
そ
の
日
は
と

て
も
大
人
し
い
様
子
で
校
門
に
表

れ
た
。

　

保
護
者
が
Ａ
子
の
面
倒
を
全
く

み
よ
う
と
せ
ず
、
高
校
見
学
に
行

け
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
Ｗ

先
生
は
、
親
の
代
わ
り
に
Ａ
子
を

複
数
の
高
校
に
連
れ
て
行
き
、
進

路
指
導
を
進
め
て
い
た
。

　

荒
れ
て
い
た
Ａ
子
も
、
Ｗ
先
生

に
は
反
抗
し
な
か
っ
た
。
高
校
見

学
に
限
ら
ず
、「
自
分
の
た
め
に

Ｗ
先
生
が
動
い
て
く
れ
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
が
伝
わ
っ
て
い
た
か

ら
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
Ｗ
先
生
の
学
年
フ
ロ
ア

に
は
、
い
つ
も
お
花
が
飾
ら
れ
て

い
た
。
花
屋
で
売
っ
て
い
る
よ
う

な
切
り
花
に
限
ら
ず
、
紫
陽
花
や

梅
の
枝
が
花
瓶
に
挿
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
多
か
っ
た
。

「
ど
な
た
が
準
備
さ
れ
て
い
る
の

で
す
か
？
」
と
尋
ね
る
と
、「
う

ち
の
庭
に
咲
い
て
い
た
の
を
持
っ

て
き
た
の
よ
」
と
Ｗ
先
生
は
微
笑

ん
だ
。

３　

力
の
あ
る
教
師
の
共
通
点　

　

生
徒
た
ち
は
、
Ｗ
先
生
が
Ａ
子

を
高
校
に
連
れ
て
行
っ
た
り
、
お

花
を
準
備
し
た
り
し
て
い
た
こ
と

を
知
っ
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。

　

し
か
し
、
一
部
で
「
怖
い
」
と

噂
さ
れ
る
Ｗ
先
生
の
暖
か
さ
は
、

言
葉
で
は
な
く
、
行
動
と
し
て
至

る
所
に
表
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
生

徒
に
も
伝
わ
っ
て
い
た
よ
う
に
思

う
。

　

や
っ
て
い
る
こ
と
を
ひ
け
ら

か
す
こ
と
な
く
、
淡
々
と
行
動

し
続
け
る
。

　

Ｗ
先
生
に
限
ら
ず
、
私
が
尊
敬

す
る
女
性
教
師
は
皆
、
そ
の
よ
う

な
仕
事
の
仕
方
を
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
次
も
共
通
し
て
い
る
。

　

子
供
の
成
長
の
た
め
に
な
る

こ
と
は
手
間
を
惜
し
ま
な
い
。

　

力
の
あ
る
教
師
に
は
、
男
女
問

わ
ず
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
の
だ

ろ
う
。
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突
然
、
見
知
ら
ぬ
人
か
ら
「
は
じ

め
ま
し
て
〜
の
父
で
す
」
と
、
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
五
色
百
人
一
首
大
阪
市
内
大
会

（https://gosyoku-shinaitaikai.
jim

dofree.com
/

）
で
声
を
か
け
ら

れ
た
。

　

三
年
目
を
迎
え
る
五
色
百
人
一
首

オ
ン
ラ
イ
ン
子
ど
も
教
室
（
以
下
、

オ
ン
ラ
イ
ン
子
ど
も
教
室
）
に
毎
年

参
加
さ
れ
て
い
る
親
子
だ
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、「
子
供
た
ち
と

つ
な
が
り
た
い
」「
五
色
百
人
一
首

の
魅
力
を
届
け
た
い
」
そ
ん
な
思
い

で
、
始
め
た
オ
ン
ラ
イ
ン
子
ど
も
教

室
も
、
三
年
目
が
過
ぎ
た
冬
だ
っ
た
。

　

他
の
都
道
府
県
の
先
生
に
も
、
お

子
さ
ん
や
教
え
子
さ
ん
を
誘
っ
て
ほ

し
い
旨
、
繰
り
返
し
伝
え
て
き
た
の

「
私
は
、
〜
県
な
の
で
す
が
、
私
の

県
で
は
、
リ
ア
ル
で
大
会
を
や
っ
て

い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
」

と
、
必
ず
質
問
さ
れ
る
。
そ
の
思
い

を
各
都
道
府
県
担
当
の
先
生
に
つ
な

ぐ
。
そ
し
て
、
リ
ア
ル
大
会
の
開
催

を
模
索
し
て
い
た
だ
く
。
他
の
都
道

府
県
の
仲
間
に
と
っ
て
も
、
参
加
す

る
親
子
に
と
っ
て
も
、
私
た
ち
に
と
っ

て
も
、
い
い
循
環
に
な
っ
た
活
動
と

言
え
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
そ
れ
だ
け
、
リ
ア

ル
大
会
に
飢
え
て
い
る
親
子
が
い
る

こ
と
を
知
っ
た
。
コ
ロ
ナ
後
に
、
リ

ア
ル
大
会
へ
と
橋
渡
し
で
き
た
ら
と

始
め
た
オ
ン
ラ
イ
ン
子
ど
も
教
室
の

目
的
は
達
成
で
き
て
い
る
。

　

今
後
も
、
活
動
を
継
続
し
つ
つ
、

少
し
ず
つ
リ
ア
ル
に
移
行
す
る
。

で
、
少
し
ず
つ
参
加
さ
れ
る
都
道
府

県
が
増
え
た
。
過
去
に
は
、
大
阪
、

兵
庫
、
奈
良
、
京
都
、
滋
賀
、
東
京
、

神
奈
川
、
埼
玉
、
新
潟
、
静
岡
、
愛

知
、
愛
媛
、
高
知
、
島
根
、
熊
本
、

福
岡
か
ら
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
子
ど
も
教
室
の
開
始

一
五
分
前
は
決
ま
っ
て
、
子
供
た
ち

を
名
簿
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
点
呼
を

と
る
。
そ
の
中
で
、
一
人
ま
た
一
人

と
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
て
く
る
。
他

愛
も
な
い
会
話
が
私
た
ち
と
子
供
た

ち
を
つ
な
ぐ
。
そ
の
や
り
取
り
を
楽

し
み
に
し
て
く
れ
る
子
供
も
増
え
て

き
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
と
は
い
え
、
顔

馴
染
み
が
増
え
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
教
室
の
際
、
最
後
に
、

大
阪
市
内
大
会
の
案
内
を
す
る
際
、

『教育コミュニティ』とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、2014年３月にリニューアル創刊し
た、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年４月号より、『教育トークライン』と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

教育コミュニティWEB　７月号　■CONTENTS■
【連載】
１．TOSSキッズスクール日記……高山佳己
２．学校でのビジネスマナー……大場寿子
３．子ども観光大使活動報告……松本勝男
４．NPO TOSS予定表（主なセミナーなど）
【特別コンテンツ】
●詳報！　TOSSサマーセミナー2023
毎年恒例のサマーセミナーについて、2023年度の内容、お申
込み方法、2022年度のようすなど、詳しい情報を大公開します！

■教育コミュニティ
WEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス
　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、
　コメントを書き込むだけ！
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五
色
百
人
一
首
オ
ン
ラ
イ
ン

子
ど
も
教
室
の
ド
ラ
マ

コ
ロ
ナ
後
の
リ
ア
ル
大
会
に
橋
渡
し
す
る
活
動
。

原は
ら

田だ

朋と
も

哉や

大
阪
府
富
田
林
市
立
大
伴
小
学
校

リ
ア
ル
大
会

オ
ン
ラ
イ
ン



共に教育を語る仲間がいると、教師修業は何倍も楽しくなります！
授業の腕を上げたい先生、子供が熱中する授業をしたい先生は、ぜひTOSSサークルにご参
加ください。TOSSサークルウェブページから、各地のサークルを検索できます。

子供が自ら取り組みたくなるハードル授業
練習法と場づくりで取り組み方が変わる!!

群馬県桐生市立天沼小学校 田
た

中
なか

健
けん

太
た

　

ハ
ー
ド
ル
指
導
に
お
い
て
最
初
か
ら

次
の
指
導
は
行
わ
な
い
。

①　

イ
ン
タ
ー
バ
ル
を
計
っ
て
走
る
。

②　

同
じ
高
さ
の
ハ
ー
ド
ル
の
み

準
備
。

③　

ス
タ
ー
ト
か
ら
ゴ
ー
ル
ま
で

ハ
ー
ド
ル
を
全
て
置
く
。

　

子
供
自
ら
取
り
組
み
た
く
な
る
ハ
ー

ド
ル
指
導
の
ス
テ
ッ
プ
は
五
つ
で
あ
る
。

１　

一
台
だ
け
自
由
に
と
ば
せ
る

　
（
正
確
に
は
、
走
り
越
え
る
）

　

一
台
に
限
定
す
る
事
で
、
繰
り
返
し

と
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
運
動
の

苦
手
な
子
も
取
り
組
む
際
の
ハ
ー
ド
ル

が
低
く
な
る
。

２　

前
足
を
直
角
に
振
り
上
げ
る

　

ハ
ー
ド
ル
に
対
し
て
直
角
に
真
っ
直

ぐ
振
り
上
げ
る
こ
と
だ
け
を
教
え
る
。

そ
の
際
、「
前
か
ら
見
て
足
の
裏
が
見
え

て
い
れ
ば
合
格
で
す
」
と
ペ
ア
で
見
る

視
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
互
い
の

動
き
を
見
合
い
、
○
、
×
と
評
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
評
定
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
子
供
た
ち
は
熱
中
す
る
の
で
あ
る
。

３　

二
台
の
ハ
ー
ド
ル
を
与
え
る

　

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
、
ゴ
ー
ル
ラ
イ

ン
を
引
き
、
そ
の
間
に
二
台
の
ハ
ー
ド

ル
を
相
談
さ
せ
置
き
、
練
習
を
さ
せ
る
。

五
回
程
度
練
習
し
た
後
、
よ
り
速
く
走

れ
る
よ
う
に
、
ハ
ー
ド
ル
を
置
く
位
置

に
つ
い
て
は
変
え
て
も
良
い
こ
と
を
伝

え
る
。

４　

ハ
ー
ド
ル
を
三
台
に
す
る

　

踏
み
切
り
足
は
左
右
限
定
し
な
い
が
、

「
速
く
走
れ
る
方
法
を
探
し
な
さ
い
」

と
指
示
を
出
す
。
子
供
た
ち
は
「
同
じ

足
で
踏
み
切
っ
た
方
が
リ
ズ
ム
が
良

い
」
と
相
談
し
ほ
ぼ
全
員
が
踏
み
切
り

足
を
確
定
さ
せ
練
習
に
取
り
組
む
よ
う

に
な
る
。
お
お
よ
そ
こ
こ
ま
で
で
一
時

間
。
二
時
間
目
は
４
か
ら
取
り
組
む
。

５　

場
づ
く
り

　

イ
ン
タ
ー
バ
ル
（
ハ
ー
ド
ル
の
間
）

と
高
さ
を
変
え
た
場
所
を
設
置
す
る
。

そ
の
際
、「
歩
幅
が
広
い
人
、
狭
い
人

が
い
ま
す
。
自
分
の
走
り
や
す
い
場
所

を
見
付
け
て
よ
り
速
く
走
る
勉
強
で

す
」
と
伝
え
る
。

〈
参
考
文
献
〉『
教
え
方
の
プ
ロ
・
向
山
洋
一
全
集

９　

体
育
授
業
を
知
的
に
』『
26　

子
ど
も
の
運
動

量
を
確
保
す
る
向
山
流
体
育
授
業
』（
明
治
図
書
）

谷編集長の評定

結論から入っており具体的で追試しやすい。
指導言をもっと入れる。向山実践なのでそ
の引用元を明記すること。

A’
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向
山
日
記

四
月
一
日
㈯	

お
台
場
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
で
向
山
型
算
数
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
。

四
月
二
日
㈰	

お
台
場
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
で
向
山
型
国
語
教
え
方
教

室
に
参
加
。

四
月
三
日
㈪	
夕
方
か
ら
向
山
塾

ワ
イ
ワ
イ
に
参
加
。

四
月
八
日
㈯	

本
を
読
み
続
け
る
。

四
月
十
三
日
㈭	

夕
方
か
ら
中
央

事
務
局
会
議
。
全
国
か
ら
五
〇

名
参
加
。
会
議
後
、
リ
ア
ル
に

出
席
さ
れ
た
先
生
方
一
五
名
と

「
舟
武
」
で
懇
親
会
。

四
月
十
四
日
㈮	

荏
原
町
の
病
院

で
定
期
健
診
。
そ
の
後
、
雨
宮

と
「
亀
七
寿
司
」
へ
。

四
月
十
六
日
㈰	

郵
便
撮
影
。
そ

の
後
、
品
川
「
す
し
好
」、
師
尾
、

遠
藤
ほ
か
七
人
で
。

四
月
十
七
日
㈪	

昼
に
ト
ー
ク
ラ

イ
ン
八
月
号
の
特
集
チ
ェ
ッ
ク
。

広
尾
の
店
。

四
月
十
九
日
㈬	

リ
ハ
ビ
リ
の
途

中
で
研
究
所
に
寄
る
。
昼
食
は

「
木
曽
路
」。
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
五

月
号
を
読
み
ふ
け
る
。
夜
は
、

青
年
事
務
局
会
議
後
の
懇
親
会

へ
参
加
。

四
月
二
十
日
㈭	

雨
宮
、
並
木
氏

と
三
人
で
夕
方
、
荏
原
町
。
い

つ
も
の
店
。

四
月
二
四
日
㈪	

ア
ネ
ッ
ク
ス
一

階
で
、「
向
山
洋
一
今
月
の
一

言
」
を
撮
影
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
の
過
ご
し
方
を
話
す
。

四
月
二
六
日
㈬	

板
倉
、
師
尾
、

向
山
。
浅
草
の
い
つ
も
の
店
、

い
つ
も
の
席
、
い
つ
も
の
料
理
。

四
月
二
七
日
㈭	
週
末
の
環
境
セ

ミ
ナ
ー
の
資
料
チ
ェ
ッ
ク
。
騒

人
社
新
刊
の
若
い
先
生
方
の
原

稿
が
面
白
い
。

四
月
二
九
日
㈯	

両
国
K
F
C

ホ
ー
ル
で
、
I
C
T
セ
ミ
ナ
ー

に
出
席
、
挨
拶
す
る
。
懇
親
会

ま
で
参
加
。

四
月
三
十
日
㈰	

ア
ネ
ッ
ク
ス
一

階
か
ら
環
境
セ
ミ
ナ
ー
で
挨
拶
。

午
後
は
向
山
塾
の
講
座
で
話
す
。

谷
日
記

四
月
一
日
㈯	

大
学
院
初
日
。

四
月
二
日
㈰	

向
山
型
国
語
東
京
。

冒
頭
で
動
画
を
流
す
０
講
座
が

あ
っ
た
。
対
面
限
定
の
０
講
座
に

は
も
っ
と
魅
力
を
も
た
せ
ら
れ
る

感
じ
が
す
る
。
私
の
講
座
で
は

向
山
氏
の
漢
字
指
導
を
紹
介
。

四
月
三
日
㈪	

日
本
教
育
新
聞
の

対
談
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
。

行
雄
氏
、
岩
切
氏
。
向
山
塾
わ

い
わ
い
レ
ポ
ー
ト
審
査
。
質
の

向
上
が
顕
著
。

四
月
四
日
㈫	

デ
ジ
タ
ル
チ
ー
ム

会
議
。
執
行
部
会
議
。

四
月
五
日
㈬	

雨
宮
氏
と
メ
ー
ル

配
信
シ
ス
テ
ム
打
合
せ
。

四
月
六
日
㈭	

大
学
ガ
イ
ダ
ン
ス

後５
m
in.

の
収
録
。

四
月
九
日
㈰	

メ
ル
マ
ガ
執
筆
日
。

一
日
中
執
筆
す
る
。

四
月
十
日
㈪	

谷
企
画
会
議
。

四
月
十
一
日
㈫	

玉
川
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

学
生
サ
ー
ク
ル
和
に
参
加
。

四
月
十
二
日
㈬	

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
和
。

四
月
十
三
日
㈭	
中
央
事
務
局
ハ

向山・谷日記
2023年4月

イ
ブ
リ
ッ
ド
。
ア
ニ
ャ
ン
ゴ
の

親
友
加
納
氏
が
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
広
報

で
初
参
加
。

四
月
十
七
日
㈪	

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

機
材
補
助
説
明
会
。

四
月
十
八
日
㈫	

5m
in.

収
録
、
執

行
部
、
日
本
教
育
新
聞
。

四
月
十
九
日
㈬	

小
田
急
電
鉄
と

Ａ
Ｌ
Ｔ
ス
ク
ー
ル
会
議
。
そ
の

後
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
保
険
会
議
。
さ
ら

に
青
年
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
。

四
月
二
十
日
㈭	

郵
便
推
進
委
員

会
。
大
手
町
に
て
。
行
雄
氏
、

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
メ
ン
バ
ー
と
丸
の

内
オ
ア
ゾ
で
懇
親
。

四
月
二
三
日
㈰	

メ
ル
マ
ガ
執
筆

日
。
た
だ
た
だ
執
筆
す
る
。

四
月
二
四
日
㈪	

学
会
リ
ア
ル
授

業
検
討
会
の
打
合
せ
。

四
月
二
七
日
㈭	

執
行
部
。
熊
谷

の
長
谷
川
氏
御
用
達
店
で
。

四
月
二
九
日
㈯	

神
戸
で
郵
便
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
。
翌
日
は
環
境
、
向
山

塾
。
つ
い
に
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ

の
企
画
を
ロ
ー
ン
チ
す
る
。
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予告　7月15日発行

あなたは不安を感じる派？　積極的に使う派？
ChatGPTとのつきあい方特集

谷　和樹　塩谷直大　佐藤智彦　長谷川博之
吉田知寛　小嶋悠紀　若井貴裕　澤田智志
尾川智子　小原嘉夫　吉原尚寛　木村雄介
後藤隆一　平松英史　村上　睦

サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ ３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

高段者が答える
「私が困っていることQ&A」動画版

負けると暴言を吐く子への対応負けると暴言を吐く子への対応日々の授業の教材研究について日々の授業の教材研究について

編
集
後
記

▼
本
誌
六
五
ペ
ー
ジ
。「
授
業
が
う
ま
く
な
り

た
い
」
奥
田
嚴
文
氏
が
二
六
年
間
念
じ
続
け

た
言
葉
で
す
。
本
誌
を
読
ん
で
い
る
多
く
の

先
生
も
、
き
っ
と
そ
う
願
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
。
奥
田
氏
の
な
し
て
き
た
努
力
が
本
人
に

も
た
ら
し
た
も
の
は
、
子
供
の
笑
顔
。
短
く

さ
ら
り
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
こ
そ
、

向
山
洋
一
氏
が
、
一
番
大
切
に
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。（
手
塚
）

▼「
探
究
型
」
と
い
う
言
葉
を
多
く
の
現
場
で

聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
が
「
主

体
的
に
学
ぶ
」
姿
に
憧
れ
る
先
生
も
多
い
で

し
ょ
う
。
小
嶋
学
級
の
六
か
月
に
わ
た
る
公
開

に
よ
っ
て
そ
の
姿
を
実
際
に
見
た
先
生
も
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
大
切
な
こ
と
は
「
本
当
に
学

ん
で
い
る
か
？
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
本

質
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
本
号
は
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
ご
活
用
下
さ
い
。（
小
嶋
）

▼
私
の
教
師
道
で
、
授
業
力
向
上
を
目
指
し

公
開
授
業
や
模
擬
授
業
に
二
〇
〇
〇
回
挑
戦

さ
れ
た
こ
と
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
高
校
の

数
学
実
践
で
、
生
徒
か
ら
「
百
点
を
と
っ
た

の
は
人
生
初
め
て
」
と
感
謝
さ
れ
た
事
実
に

は
感
動
で
す
。
技
量
検
定
指
導
案
作
成
の
指

針
は
「
古
今
東
西
」
に
同
感
で
、
私
も
「
根

こ
そ
ぎ
調
べ
ま
く
る
」
こ
と
を
心
が
け
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。（
板
倉
）
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※定価はすべて税込表示です。

話題沸騰！！好評既刊

著：樋口万太郎　イラスト：モリジ

タブレット算数授業って面白い！
子供と共有するスキル105

A5判並製／128ページ／定価：2,530円

１人１台端末が導入されて約２年。全国でタブレッ
ト端末の活用格差が顕著に……。
本書は「発表・共有・ふりかえり」や「ICTでの子
ども間トラブル」など、授業の場面における教師の
対応力をアップデートするスキル105個をイラスト付
きで紹介。タブレット活用で算数授業がグーンと面
白くなるスゴ技を大公開！

著：樋口万太郎・葛原祥太・川人佑太

４つのカードで思考力が育つ！
算数授業のワークシート 小学１年

B5判並製／168ページ／定価：2,750円

数についての４枚のカード（あわせる・わける・10
まとめ・えずスペシャル）を使いこなして問題に挑む
RPG形式で、算数学力の土台づくりが楽しく学べる。
小学１年生全単元を収録。「思考」を重視し、子
どもの考えの経過を見ることができるため、通知表
の所見にも使える。話題の私立学校教員がつくる、
算数ワークシート第一弾！
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　　　　　　　    知的生活習慣が身につく 学級経営ワークシート 11ヶ月+α 　全４巻監修：谷和樹　　　　　　　    
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